



















































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　───ふと、金糸雀カナリアと旅をしていた頃ころのことを夢に見ていた。

　西班牙スペインがあるイベリア半島の風が窓から吹ふき込み、頰ほおを撫なでていく。

　白磁の街並みを見るに、ジブラルタル海かい峡きようまで〝世界の果て〟を見に行った時のことだろう。折せつ角かくご当地神話を確かく認にんしに来たのだから、ギリシャ神話について再勉強するのも悪くないかもしれない、なんて話を金糸雀と二人でしていた時の記き憶おくだ。

　金糸雀の隣となりでココアを飲みながら雑誌を読んでいた俺は、このジブラルタルという場所の特異性について考えていた。

「………うん？　ジブラルタルって、スペイン領じゃなくてイギリス領なのか？」

「ええそうよ。一七一三年に締てい結けつされたユトレヒト条約によってイギリスの統治権が確立されて以来、この地域はイギリス領に定められている。イギリス軍だって駐ちゆう屯とんしてるでしょ？」

　窓からイギリスの国旗を指さす金糸雀。

　ふむ、と俺が頷うなずくと、次は往来を指さす。

「イギリス本土から離はなれていることもあって、住んでいる人間も多種多様。この地域に住んでいる人間はイギリス系が約二五％、スペイン系が二五％、イタリア系が一九％でポルトガル系が一一％。残りは国外の企き業ぎよう、密偵スパイ、密輸などで訪おとずれた人間たちね。本土から離れた領土だからこそ見られる異色の風景なのかもしれないわ」

　ジブラルタルの街では様々な人種が入り乱れている。窓の外では洋の東西を越こえて多種多様な人種が見受けられた。

　欧おう州しゆう最後の植民地として知られるジブラルタルだが、住民の仲は非常に良いいことも同じくらいに知られている。

　最後の植民地などと呼ばれているものの、紛ふん争そうも無ければ宗教的な衝しよう突とつがあるわけでもない。幾いくつもの価値観が上手うまく溶とけ合って今の特色のある街へと変わっていったのだろう。

　………まあ、煙草たばこや酒や大たい麻まなどの密輸品は横行しているようだが、その辺りはご愛あい敬きようというところだ。

　この土と地ち柄がらだけでもかなり興味深いのだが───今回の目的はそこではない。

　古代ギリシャ世界に於おいて〝世界の果て〟とされてきたジブラルタル海峡。

　そのご当地雑誌に掲けい載さいされていたギリシャ神話を読んでいた俺は、とある一文を読んで顔を顰しかめていた。

「ジブラルタル海峡の向こうに浮うかぶ伝説の大陸アトランティス………か。なあ、金糸雀。ジブラルタル海峡の向こうってことは、つまり大西洋に存在した大陸ってことなのか？」

「そうなるわね。その地で人類は黄金の時代を過ごしていたと伝えられているわ」

「黄金の時代ねえ………けどこの雑誌には、アトランティスを沈しずめたのは他ほかでもない主神ゼウスだと書いてあるぞ。どういう事なんだ？」

　小首を傾かしげながら不思議そうに問いかける。

　伝承では、アトランティス大陸とそこに住まう蛮ばん族ぞくを纏まとめて消し去ったのは、ギリシャ神話の主神であるゼウスだとされている。

　ギリシャ神話の主神ゼウスと云いえば、正に洋の東西を問わず絶大な知名度を誇ほこる神しん霊れいだ。ギリシャ神話は信しん仰こうこそ廃すたれてしまったが、ルネサンス期以降に起きた芸術的な意味合いでの文明復古が成されて以降、その名は天と地の全すべての場所に残されている。

　其それほどの力を持つギリシャの主神が、如何どうしてアトランティス大陸を沈めて、当時の人類を滅ほろぼそうとしたのか。

　金糸雀は含ふくみ笑いを浮かべて雑誌を叩たたく。

「よく読んでみなさい。その資料にはこう書かれていない？

　ゼウスは古き人類を滅ぼし、新しき人類を造り出した───みたいな文章は？」

　指し摘てきされた俺はもう一度雑誌に視線を移す。

「神話と人類史というのは常に何らかの形で繫つながっている、という話は前にしたわね。ならアトランティス大陸の人類を古き人類と明記したのには、歴史的な意味があると推測できる。………ふふ。今の十六夜いざよい君にこの謎なぞが解けるかな？」

　ニヤニヤと厭いやらしい笑いを浮かべて挑ちよう発はつする金糸雀。最近になって気が付いたのだが、この女がこういう笑い方をして挑発する時は必ず条件がある。

　これは俺が全力を出せばギリギリ手が届く範はん囲いの超ちよう難問を出題してやろうという底意地の悪い笑えみだ。ガキの頃の俺は腹立たしい気持ちが半分、そして受けて立ってやろうという寛かん大だいな気持ちが半分で金糸雀の出題に挑戦していた。

「ふん………要するに〝古き人類〟なんてものは存在してなくて、アトランティス大陸も存在しなかった。全てが比喩と方便ってことだろ？」

「あらら、十六夜君にしてはロマンの無い答えね。捻ひねりもないし経過を省いてるわ」

　心底つまらなそうに片かた肘ひじを突つく金糸雀。

　俺はそれを無視して話を続ける。

「アトランティス大陸を語る上で解き明かさなきゃいけない謎は四つ。





一、ジブラルタル海峡の向こう側にアトランティス大陸が存在したというのなら、その痕こん跡せきは現代にも残っている可能性が高いが、それは何か。

二、アトランティス大陸が消しよう滅めつしたというのなら、どの様に消滅したのか。

三、比ひ喩ゆである場合の、〝古き人類〟と〝新しき人類〟の定義について。

四、全てが方便だったとするのなら、この伝承にはどの様な意味があったか。






　───とまあ、大まかに分けてこの四つは解決しなきゃ話にならないな」

　伝承は意味もなく世界に残りはしない。口伝にせよ書物にせよ、それらは全て歴史という大きな流れの中で生まれた記録である。

「もしもこのジブラルタル海峡の向こう側にアトランティス大陸があったのなら、物証が存在していなければ話にならない。例えば遺い跡せき、生活痕。他にも割れた壷つぼの欠片かけらみたいな漂ひよう流りゆう物とかな」

「そうね。人跡というのは何千年経たとうと残るもの。科学の進歩によって星の歴史を遡さかのぼることが容易になった現代で、アトランティス大陸の痕跡を見つけられないというのは不思議な話よね」

　俺の言葉に金糸雀が同意するのを確認したのち、懐ふところから取り出した大西洋の海底地図を広げる。

「まあ地質学的な見地から考察すると、大西洋にアトランティス大陸が実在した可能性は全くのゼロってわけでもないんだけどな」

「ほほう？　十六夜君にしては珍めずらしく柔じゆう軟なんな意見ね」

「馬ば鹿かたれ、俺の脳のう味み噌そは常に柔軟に出来てるっての」

「そう？　自分の意見に絶対的な自負を持っているが故ゆえに物事を断言できるのは、君の最大の長所であり、同時に僅わずかばかりの短所でもあると思っているんだけどな。………ああ、ごめんなさい。話を続けて」

　話の腰こしを折られて不ふ機き嫌げんそうな顔をしている俺に、金糸雀はニヤニヤと笑いながら手を振ふって話を促うながす。

　俺は大西洋の中心───正確には北大西洋の中心を叩いて、持論を改めて展開する。

「此これは太平洋と大西洋の大きく異なる点の一つなんだが………太平洋は大部分を太平洋プレートが占しめるのに対し、大西洋の中心には巨きよ大だいな大陸プレートが重なり合っている部分がある」

「ユーラシアプレート、アフリカプレート、北アメリカプレートなんかがそうね」

「ああ。もしも重なり合った大陸プレートが地中深くから隆りゆう起きしてぶつかり合った場合、日本列島の様に大陸の亀裂の上に陸地が生まれる可能性はある」

　身近なもので喩たとえるなら───複数枚のクッキーが重なり合った場合、その重複している部分は他のクッキーよりも厚みが出てくる。

　このクッキーの厚みの部分のうち海面を越えたものが陸地となる。

　ユーラシア大陸の様に一つの巨大な塊かたまりが海面を越えて陸地となる場合の他に、異なる大陸プレートクツキーが重なり合って生まれる日本列島の様な陸地もあるという事だ。

「そうやって生まれたのがアトランティス大陸だというのなら、〝アトランティス大陸がどの様に消滅したのか？〟という謎と〝古き人類を滅ぼした〟という謎も全て解き明かすことが可能になる。大陸プレートの境界線上に発生したアトランティス大陸を、跡あと形かたもなく吹き飛ばすほどの巨大な力の奔ほん流りゆうがあるとすれば───」

　惑わく星せい史上最大の力の奔流───即すなわち、大陸を粉ふん砕さいするほどの破局噴ふん火かの発生である。

「アトランティス大陸がもしも実在するのであれば、災害大国と呼ばれる日本と同じく、常に地ち殻かく変動の影えい響きようを受ける土地だった可能性がある。此れならアトランティス大陸の消滅と古き人類の滅めつ亡ぼうも全て一いつ括かつで説明できる」

「なるほど………ギリシャ神話では、火山噴火による消滅を神の怒いかりと表現し、古き人類と新しき人類の定義は、火山噴火の前後を新旧と定義したと言いたいわけね？」

　コクリ、と無言で頷く。

　大西洋の中心にアトランティス大陸が存在する場合、大陸プレートが重なり合うド真ん中に大陸が存在したことになる。此れは最も早はや逃のがれられない事実だ。

　それ以外でアトランティス大陸が実在したと定義するのなら、それこそ空から大陸並みに巨大な何かが飛んできたという様な超ＳＦ的な考察が必要となる。

　………まあ、それはそれで俺としては面おも白しろいのだが。

　今回は今ある手て駒ごまでフェアに推理を進めるべきだろう。

「アトランティス大陸が実在したというのなら、最低でも此れぐらいの現象が必要だというのが俺の仮定。───だけど、此こ処こまでの大災害があったのならその痕跡が発見されていないのは不自然極きわまりない」

「ふむふむ。それで〝アトランティス大陸伝承そのものが何かの歴史的事実の比喩伝承〟という推測に進むわけね」

　得心がいったと首しゆ肯こうする金糸雀。

　大陸が吹ふき飛ぶほどの破局噴火が起きたというのなら、その痕跡は何千年経とうと必ず現代まで残っているだろう。

　それが確かく認にんされない以上、今の仮定は成り立たない。

「伝承そのものが比喩や方便だとするのなら、〝古き人類〟と〝新しき人類〟の考察は至ってシンプルなものになる。新旧の定義は即ち───滅ぼされた古き人類と滅ぼした新しき人類、つまりは侵略の歴史ということだ」

　雑誌を閉じてベッドに投げ捨てる。

　古代の神話伝承とは為い政せい者しやの都合によって作られ、後の時代の民衆を操作しやすくするために書き換かえられるもの。

　人が人を殺して侵しん略りやくしたという歴史をそのまま残すより、神が人を滅ぼしてその土地で新たに人を造り出したという伝承を後に書き足した方が為政者と信仰の体てい裁さいは守られる。

　何より、人の心を守る為ために必要な処置でもあったのだろう。

　産めよ、増えよ、地に満ちよ、とは言うものの、同族を殺すことに良心の呵か責しやくも感じないまま生きるには、人間の知性は高度に進化しすぎた。

　無感傷でいられないから人は人なのだ。

　人が人を殺すという恐きよう怖ふに打ち勝ち、戦場を命がけで駆かけ回るには………形だけでも信仰と正義を抱だきしめていなければ、とても正気を保ってなどいられない。

　信仰と正義という勇気の風が、かつての人類には如何しても必要だったのだ。

「………人間が犯おかす罪は、偉い大だいな王や為政者でも拭ぬぐえない。背負いきることは出来ない。為政者でさえ背負えない大罪を肩代わりできる者がいるとするならば、それは───」

「………それは、神様という名の偶ぐう像ぞうしかいない、か」

　罪の重さに耐たえきれなくなった時、人はその罪を己おのれ以外の誰だれかに擦なすり付けなければ心を守ることが出来ない。

　罪を擦り付ける上で最も都合のいい対象こそ、神や悪あく魔まと呼ばれる空想生命の正体だ。

　神や悪魔はどれだけ罪を擦り付けても反論しない。反はん撃げきしない。

　世に降りかかる天災や悲運、理り不ふ尽じんな戦いの数々を、全て神の責任として押し付けてしまわなければ───人類の弱い心など、到とう底てい守ることは出来なかった。

「人が人を滅ぼしたのなら、それはきっと悪行だろう。───けど、神が滅ぼしたのなら運命だ」

「そうね………人類は時に戦争の原因さえも〝神の意志〟という不確定なものに擦り付けてきたわ。ギリシャだと有名なトロイア戦争もその一つに挙げられるでしょう。………だけど、人間の戦争の引き金を引くのは、必ず人間自身なのよ。人間が背負う原罪の源泉は………何時いつの時代でも、人間たちの決断で湧わき出るものなの」

　そう口にした金糸雀は、少し寂さみしそうな顔をした。

　戦争や原罪を憂うれいてのことではない。

　彼女は人間たちの罪を、人間たち以外の誰かに押し付けてきた人類史そのものに憂いを感じていた。

「原罪の皺しわ寄よせ。造られた偽ぎ悪あく。生まれ落ちる絶対悪。───此れらを総じて、私たちは

〝世界の敵〟と呼んでいた」

「………〝世界の敵〟」

「ええ。〝世界の敵〟を倒たおすことは人類にとっての命題そのものと言っても過言ではないわ。裕ゆう福ふくなこの時代だって例外じゃない。人と人の肉体的境界が、信しん仰こうの境界が、民族の境界が、様々な軋あつ轢れきとなって罪と悪を産み落としている。此れは多様性が人類の強みであると同時に、滅ほろびの可能性までも孕はらんでいるからよ。………かつて〝世界の果て〟の向こう側で、〝新しき人類〟が〝古き人類〟を駆く逐ちくした様にね」

「───……、」

「世界には、多くの境界がある。古き者と新しき者。富める者と貧しき者。信心深い者と無神論者。精神的な境界と物質的な境界には決して越こえられない大きな壁かべが存在している。決して越えられないその壁の存在こそ人間の限界───即ち〝世界の果て〟と呼ぶべき代しろ物もの。この壁を越える者が現れない限り、人類が次の段階に進むのは難しいのかもしれないわね………」

　大西洋から地中海に抜ぬける風が、金糸雀の髪かみを柔やわらかく揺ゆらす。今まで見たことのない寂しげな横顔を見て、俺は初めてこの女の経歴に疑問を持った。

　世界中を自由に飛びまわれるビザを持っていたこともそうだが、各国の要人や企き業ぎようとコネクションを持っている人脈も謎なぞだ。

　何処どこかの国の大金持ちの道楽に付き合わされているのかとも思ったが、そういう雰ふん囲い気きも感じられない。

　金糸雀という女を一言で表すのなら、謎多きミステリアスな女………いや、此れは良く言い過ぎだな。ミステリアスと呼ぶには色気が足りねえ。

　的確に形容するならば───時折電デン波パな事を言い始める電波女、というところか。

　しかし不思議なことに、他ほかの誰かが口にしていたのなら笑い飛ばしてしまいそうなことも、金糸雀の口から語られると自然に己の中へ言葉が嚙かみ砕くだかれていく気がした。

「───……。」

　風が柔らかく吹き込み、互たがいの間に静かな時が流れる。

　個室で風を感じているこの静せい寂じやくの時間が、不思議と不快では無かった。基本的に人間嫌ぎらいだった当時の俺にとって、誰かとこういう静かな時を過ごすという経験がなかったからだ。

　憂い顔で窓の外を見続ける金糸雀の横顔を、そっと横目で見る。

　何時も傲ごう慢まんで自信家で、底意地の悪さと懐ふところの深さを見せつけているこの女が、この〝世界の果て〟に何を見ていたのかはわからない。

　少なくとも俺の知っている金糸雀は、一度たりともこんな表情を見せたことがなかった。自分の弱さを表に曝さらけ出すような真似まねを己に許さない強さを、この女から感じていた。

　………そんな女の憂い顔が、俺は気に入らなかった。

「金糸雀。お前らしくないぞ。悩なやみ事があるならハッキリ言ったらどうだ？」

「へえ？　十六夜君が私の悩みを解決してくれるの？」

「ものによるが、まあ話を聞くぐらいならしてやる。宿代程度に思っとけ」

　不ふ遜そんな物言いで話を促す。この女が何時までもこの調子では俺もやりにくくて仕方がない。時には黙だまって話を聞いてやるのも同行者の務めだろう。

「………ふふ。じゃあ今回だけは相談させてもらおうかな。答え終わったら、時が来るまで忘れちゃっていいからさ」

「おう、好きなだけしていいぞ。今日は出血大サービスだ」

　ふんぞり返って首肯すると、金糸雀はクスクスと笑って本を開く。

「じゃあお言葉に甘えて。

　例えば───そうね。実はこの世界は、遠くないうちに滅びてしまうの」

「ほうほう。大おお風ぶ呂ろ敷しきな喩たとえ話をぶっこんできたな」

「全くよ。だけど私なら、十六夜君の世界を救うことが出来るわけ。恐おそらく何体かの星せい霊れいが妨ぼう害がいに来るだろうけど、詩人である私は箱庭の外の世界に限り、時間的連続性を断たって星霊の干かん渉しよう力を下げることが出来る。だから十六夜君の世界だけを救うことは不可能じゃないの」

「………？　ふぅん」

「でもね。それで救えるのは十六夜君のいるこの世界だけなの。君の居ない多くの世界まで救うことは出来ないの。君の世界を救ってしまえば、それ以外の全すべての世界が亡ほろびてしまうかもしれないのよ」

「………。ふむ。それで？」

　金糸雀は一いつ瞬しゆんだけ、憂いを瞳ひとみに浮うかべる。

　だがそれはすぐに自じ嘲ちようの笑えみへと変わった。

「昔の私はそりゃもう尖とがっててね。真実を知ったその直後に、〝そんな理不尽許せるかコノヤロー！〟と息巻いてたわけよ。勿もち論ろん、私の仲間たちもね。………だけどまあ、結果は惨ざん敗ぱい。辛かろうじて生き残った私と相棒はリベンジの為に長い時間───ええ、とても永い時間、外界を彷徨さまよった。そして偶ぐう然ぜんにも、勝利の鍵かぎとなる少年を見つけてしまったのよ」

　偶然───そう、偶然だった。少なくとも出会いは偶然だったのだ。

　今ならわかる。

　星アス辰トラ粒ルナ子ノマ体シンの研究をしているという人物を金糸雀が探していた時、原典オリジンに該がい当とうするオリジナルの粒りゆう子し体を埋うめ込まれた赤子を見つけてしまったのだ。

　連れ去られた赤子は如何どうして自分に不可思議な力が宿っているのかわからないまま成長し、己と他人との軋轢に悩みながら成長していくことになった。

「………世界の為とか、大義の為とか、色んな理由や言い訳を重ねながら、私は私の不実から目を背そむけている。でも本当にそれでいいのかなって、最近は迷う事の方が多くなった。この方法は結局、昔の私が怒りを燃やした敵たちと同じ行こう為いをしてるんじゃないかって」

　格好悪いな、と呟つぶやいて髪を搔かき上げる。

　かつて万ばん感かんの怒りと共に排はい斥せきした敵と同様の道を歩いている。

　そんな己の無様さが棘とげとなり、金糸雀の心を苛さいなんでいる。

　大きく溜ため息いきを吐ついた金糸雀は、持てる全ての誠実さを込めた瞳で俺を見た。

「十六夜君。私には明るい人類の未来を実現する力がある。この世界の未来を救う力が私にはある。君さえ望むのなら───」

「金糸雀」

　言こと葉ば尻じりを摑つかむ形で話を遮さえぎる。

　当時の俺は怒いかりの双そう眸ぼうで睨にらみつけ、吐はき捨てるように言った。

「お前が何の喩え話をしてるのかサッパリわからないが………あまり俺を失望させるな。お前の決断で賽さいを振ふった賭かけの結末を、俺に擦り付けるんじゃねえ。反吐へどが出る」

「───……」

「その上で言ってやる。俺が知ってる金糸雀って女は、半はん端ぱな勝負はしない女だ。やると決めたら最後までやってのける女だ。途と中ちゆうで投げ出す女なんぞに付き合った覚えはない。お前が勝利を信じて賽を振ったゲームなら、最後までやり通せ」

　金糸雀は罪を犯したかもしれない。悪行に手を染めたのかもしれない。

　………だがそんな感傷、俺にとっては関係のないことだ。

　後になって感傷で行動理念を捻ねじ曲げてしまうことほど無様なことは無い。

　賽を振った結果が気に入らなければぶっ壊こわすし、結果が面おも白しろければ善悪の帳尻が合う様に手伝ってやるくらいの気構えでこの女と共にいるに過ぎない。

「金糸雀。お前の悩みがやっと見えてきたぞ。こんなこと言っちゃ悪いが、お前の中の善悪は一度横に置いておけ。どんなに悩んだところで、お前は決断が出来てしまう女だ。犠ぎ牲せい者しやを拾い上げるにしても、斬きり捨てるにしても、利用するにしてもな」

　ぐぬ、と苦虫を嚙み潰つぶしたような顔をする。如何やら自覚はあるらしい。

「お前の性しよう根ねが善性寄りのド畜ちく生しようなんて言うのはとっくに知ってる。それでもお前と旅を続けているのは、お前の一挙手一投足が腹立つほどカッコいいからだ」

「───……」

「だから金糸雀。迷ったなら、カッコいいと思った方を選んじまえ。その結果が気に入らなかったら俺が止めるし、面白かったら一いつ緒しよに遊んでやる。世界を動かす様な馬ば鹿かでかいゲームだっていうなら大だい歓かん迎げいだからな」

　冗じよう談だん半分、本気半分でおどけて見せる。

　だが金糸雀の瞳は揺るがないまま真っ直すぐに俺を見ている。

「………そう。なら相談をより具体的な質問に変えましょう。

　全ての世界を救うためには、さっき言った人間の限界───つまり〝世界の果て〟を越える必要があるの。それも一個人が越えるのではなく、人類の総体がその方向に向かって舵かじを取るほど強大なパラダイム・シフトが必要なの。………十六夜君。君は全世界の命運がかかった船の障害である、精神的な境界、物質的な境界を、どう乗り越える？」

　先ほどよりも機械的な声こわ音ねの質問。

　今度は回答を曖あい昧まいに濁にごす様な事は許されない。具体的な解決案を提示できなければ、金糸雀は今すぐにでも賭けを覆くつがえす。

　先ほどの言葉通り、金糸雀という女は決断が出来てしまう女だ。

　勝ち目の無い勝負だと悟さとった瞬間、この女は今までの積み重ねを放ほう棄きする。今日まで重ねてきた努力や損益など度外視して感情を切り替かえる術すべを持っている。

　半端な回答は出来ないと判断した俺は、腕うでを組んで暫しばし黙り込む。

　その時ふと、窓の外にある光景が目に映った。

「………そうだな。古き人類だとか新しき人類だとか、宗教の違ちがいとか価値観の違いとか、民族性の違いとか。人間の社会にはそういう越えられない壁が存在していると俺も思っている。───だけどほれ。窓の外を見てみろよ」

　俺の指さした方角───広場の中心を見る。

　夢中でサッカーボールを追いかける少年たちは肌はだの色も多た彩さいなら、顔立ちや目の色も違う。首から十じゆう字じ架かをぶら下げる者もそうでない者も、同じように広場を駆かけ回っていた。

　話す言葉さえ違う少年が必死にジェスチャーをして気持ちを伝え、それに対して「ＹＥＳ！」と笑顔のノリで返す遊び仲間。

　多様性を無意識に認め合い、またサッカーボールを夢中で追いかけ始める少年たちの姿がそこにはあった。

「この街に住んでいる人間はイギリス系が約二五％、スペイン系が二五％、イタリア系が一九％でポルトガル系が一一％。残りは国外の企業、密偵スパイ、密輸などで訪おとずれた人間たちで形造られている。しかも宗教色もごちゃまぜで、キリスト、ユダヤ、イスラム教まで混在した文明の坩堝るつぼといってもいい。………そう説明したのは、金糸雀だろ？」

「───……」

「広場で遊んでる奴やつらを見てみろよ。人種も違う、肌の色も違う、言葉も違えば国こく籍せきもまぜこぜで、信しん仰こうする神までも違う。本来なら決して一つになることは無い間あいだ柄がらだが───それでも、この〝世界の果て〟では諍いさかいもなく仲良くやってんじゃねえか」

　金糸雀は瞳を見開き、言葉を詰つまらせた。

　欧おう州しゆう最後の植民地として名高いジブラルタルの街。

　総人口三万人と決して大きな街では無いが、様々な人種や思想の坩堝となっている。そんな最果ての地で育った少年少女たちは、生まれついてこの環かん境きようが当たり前になっている。互いの親が持つ異なった文明や血筋が上手うまく溶とけ合っていったのが原因だろう。

「ジブラルタルはいい街だ。いい具合に文化が混ざり合い、それなりに住民が優やさしくて、適度に危険な香かおりがする、いい街だ。………俺にはお前のしょぼくれ顔の理由はわからないけど。お前の理想は、こういう風景を見られる街のことなんだろ？」

　境界を越こえられる個人というのは、恐らく存在しない。この女が口にしているのは人類の総体意思に纏まつわる話だからだ。

　文明や価値観という物は、世代を重ね、歴史を重ね、様々な個の思想が溶け合って融ゆう和わしていくもの。時に衝しよう突とつし、時に砕け合いながら、お互いの境界を越えて次の世代を作り上げていき、初めて同じ景色を見る仲間になる。

「金糸雀。お前の悩みを解決する方法は唯ただ一つ。歴史という遠大な時間だけが、その境界を崩くずしていってくれる。だからまあ………そんなダセェ顔するなよ。お前が思っているよりも、人類の未来は明るいに決まってるんだからな」

　───〝人類の未来は明るい〟。

　その言葉を金糸雀は静せい謐ひつな瞳で受け止め、そっと瞳を閉じた。この女にとってその言葉にどの様な意味があったのかまではわからない。

　だが少なくともこの時の金糸雀にとっては、とても重要な答えだったのだろう。

　暫しそのまま沈ちん黙もくしていた金糸雀だったが、窓から吹ふき込む風と共に笑顔を取り戻もどす。そして今まで以上に不敵な視線を俺に向けた。

「………ふふ。人類の未来は明るい、か。君がそう言うのなら、本当にそうなのかもしれないわね」

「そうさ。俺がそう言うんだから、間違いなくそうなんだよ。………まあ世界中がそうなるまで、まだまだ時間がかかるのは間違いないだろうけどな」

　ヤハハと笑ってふんぞり返る。

　金糸雀は苦笑いを浮かべながら頰ほおに手を当て、

「………そうよねえ。ネックなのは時間なのよね」

「は？」

「いいえ、なんでもありません。今回は十六夜君の勝ちってことに………いえ、やっぱりそれは悔くやしいわね。もう一問だけ出しましょうか」

　[image: ][image: ]？　とヤクザ声が出た。だが仕方がないだろう。

　人が珍めずらしく真ま面じ目めに対応してやったというのにこの態度。負けず嫌ぎらいにも程ほどがある。

　そんな俺の抗こう議ぎの声を完全にスルーした金糸雀は、普ふ段だん通りの意地悪な笑みを浮かべていた。如何やら本調子に戻ったらしい。

　現金なものだと呆あきれたが、何時いつまでも調子が狂くるっているのも困る。

　寛かん大だいな心で話を聞いてやることにした俺は席に座り直して金糸雀の言葉を待つ。

　人差し指を唇くちびるに当てた金糸雀はふわりと風に髪かみを靡なびかせて告げる。

「十六夜君。君はこんな言葉を知っている？　〝世界の果て〟を越えた先にある概がい念ねん───コスモ───」
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　鍾しよう乳にゆう洞どうから滴したたる水すい滴てきが十六夜いざよいの頰を打った。

　ピチャリ、ピチャリ───という音と共に眠ねむりから覚かく醒せいした十六夜は、己おのれの身体からだが随ずい分ぶんと軽くなっていることに気が付く。

　五ご臓ぞう六ろつ腑ぷの傷は癒いえ、重たかった呼吸もスムーズだ。

　唯ゆい一いつ〝ガイアの末ばつ子し〟との戦いでボロボロになった右腕だけが重たいままだが、それ以外は快調だと言っても過言ではない。

　瞳ひとみを開いた十六夜は洞ほら穴あなに造られた一室に居ることを確かく認にんし、ゆっくりと身体を起こす。

（………知らない場所だな。大陸の地下か？）

　微睡まどろんだ頭を振りながら自分の記き憶おくを辿たどる。

　アトランティス大陸の地じ震しんと火山の噴ふん火か。

　噴石と共に降り注いだ謎なぞの巨きよ人じん族。

　そして強大な力を持ち〝疑似アナザー創星図コスモロジー〟すら行使して見せた〝ガイアの末子〟。

　間かん一いつ髪ぱつのところで十六夜の持つ〝疑似創星図〟で相そう殺さいしたものの、仲間たちは散り散りになってしまった。

〝ガイアの末子〟との戦いが終わった直後、十六夜はヘラクレスに拾われたはずだ。

　記憶がそこで途と絶だえているということは、十六夜をこの場に運んだのはヘラクレスということになる。

　ならば少なくとも敵地ということは無いだろう。

　ベッドの隣となりに備えられた水を一気飲みし、乾かんパンを口にする。

　………だがそれは失敗だった。

（やっべ。すきっ腹に乾パン食べたら余計に腹減ってきたぞ）

　傷の回復に全力を費ついやしていた肉体が雀すずめの涙なみだほどの栄養を求めて五臓六腑を急速稼か働どうさせ始める。

　率そつ直ちよくに言って、腹が減った。超ちよう減った。

　しかし今いま更さらになって腹ペコキャラを付随させるのはプライドが許さない。特に春日部かすかべ耀ようとネタ被かぶりするなど許せるはずがない。

　此こ処こが居住区ならば食しよく糧りよう庫くらいはあるだろう。

　手が滑すべったとでも言って扉とびらを破は壊かいすれば違い和わ感かんなく腹を満たすことが出来るはず───などと考えていたその時。

　扉の向こうから、大きな人ひと影かげが入室してきた。

「起きたか。心配したぞ、逆さか廻まき十六夜」

「………ヘラクレス。アンタが此処に運んできたのか？」

「ああ。此処は原住民が造った地下要よう塞さいというやつらしい。巨人族が群がっている場所を狙ねらって蹴け散ちらしていたら偶ぐう然ぜんにも合流できたというわけだ」

　亜あ麻ま色いろの荒あら々あらしい髪を靡かせて現れた筋骨隆りゆう々りゆうの大男。顔立ちはラテン系で、纏まとう雰ふん囲い気きは威い風ふう堂々とした獅し子しを彷ほう彿ふつとさせる。

　以前戦った時には考えられなかった理性の色が瞳には見え隠かくれする。

　泰たい然ぜん自じ若じやくに歩むその姿は正に百ひやく獣じゆうの王のものだ。

　如何どうやらこれが本来の彼の姿らしい。

　十六夜は満足した様にニヤリと笑って足を組む。

「改めて話をするのは初めてだな。アンタとは是ぜ非ひ一度競きそい合ってみたかったんだが………状じよう況きよう的にそれは贅ぜい沢たくな願いかな？」

「ああ。この地での戦いは激化している。この地下要塞が耐たえられているのは、巨人族との戦いの為ために予あらかじめ用意されていた都市だからだ」

「それで穴あな蔵ぐらっぽいのに頑がん丈じようなわけか………悪いな、手間かけさせて。流石さすがの俺も疲ひ労ろうがピークに来てたわ」

「構わんさ。俺もお前の戦せん闘とう能力には期待している。何せこの俺を倒たおしたのだからな。最も早はやお前の戦闘力は人類史でも五指に入ると言っても過言ではない」

　大らかに笑うヘラクレスに、十六夜はムッとする。

「おいおい………覇は気きの無いことを言うのはやめようぜ、ヘラクレス。主権を持ってない状態のアンタに勝っても意味がねえだろ」

「む、そうか？」

「そうだっての。俺が知らないと思ってるのか？　ヘラクレスが全すべての力を解放するには太陽主権が五つ以上必要なんだろ？」

　今度はヘラクレスが虚きよを衝つかれたように驚おどろき、バツが悪そうに頰を搔かく。

　ギリシャ最強の戦士ヘラクレス───その戦闘能力はギリシャ圏けんのみならずヨーロッパ圏最強と称しようされてもおかしくはない。

　大父神ゼウスの後こう継けい者しやとも噂うわさされている彼の最大戦力を引き出すには太陽の主権が五つ以上も必要だと十六夜は聞いたことがある。もしその話が本当ならば、ヘラクレスの潜せん在ざい能力はギリシャ神群の英えい雄ゆう英えい傑けつの総戦力を遥はるかに上回るはずだ。

　十六夜も今まで太陽主権が関かかわる戦いに幾いく度どか首を突つっ込んできたが、太陽の主権を五つ以上必要としている敵は存在しなかった。

　例外は前回の主権戦争の優勝者である白しろ夜や叉しやくらいのものだろう。

　ヘラクレスに勝利宣言したいのならば、五つ以上の主権を得て神しん霊れい化したヘラクレスを倒した時に初めて勝ち鬨どきを上げるべきだと十六夜は考えていた。

「………とはいえ、ヘラクレスから一本取ったのは確かだからな。この一本を代金にして再戦を申し込む予定だから、その時は覚かく悟ごしとけ」

「それがお前の望みならばそうしよう。俺はあらゆる挑ちよう戦せんを拒こばみはしない」

　威風堂々とした態度で頷うなずくヘラクレス。

　十六夜はヤハハと上じよう機き嫌げんに笑って腰こしを上げる。

　再戦の約定を交かわした今、この状況を打破することが先決だ。

「それじゃ、先まずは腹ごしらえだな。一暴れしようにも血が足りねえ」

「長いこと寝ねていたのだから仕方あるまい。もうすぐ夕食の時間だが、取り敢あえずコレでも食べておくといい」

　持っていた皮かわ袋ぶくろの中から赤い林りん檎ごを十六夜に投げて寄よ越こす。流石はギリシャの大英雄、気が利きいている。

　二人は廊ろう下かに出て歩き出した。

　林檎に齧かじりついた十六夜はなるべく細かく嚙かみ砕くだきつつ状況を問う。

「んで、俺は何日寝ていたんだ？」

「丸五日だ。一区切りついたら先ずはお前の妹と白い娘むすめに感謝するといい。ずっと看病をしていたのはあの娘たちなのだからな」

「そりゃ感謝の極きわみだ。あとで飴あめちゃんでもくれてやるよ。───ん？　看病していたのはその二人だけか？」

「そうだが？」

　ヘラクレスの返事に十六夜は眉まゆを顰ひそめる。

　彩あや里ざと鈴すず華かとアルビノの少女が居たのなら、西さい郷ごう焰ほむらも一いつ緒しよに居なければおかしい。

　それとも看病に参加していなかっただけで、何か他ほかのことに参加していたのだろうか。

　シャリシャリとよく嚙んで素す早ばやく林檎を完食すると、ヘラクレスは苦笑いを浮うかべながら林檎をもう一つ投げる。

「な～んか雲行きが怪あやしそうなんだが、聞くだけ聞いておく。戦況はどうだ？」

「正直言って芳かんばしくない。良いい報告が一つ、悪い報告は三つもある」

「そりゃ景気がいいな。病やみ上がりで激げき怒どしたくないから、良い報告から順番に聞かせて貰もらおうじゃねえか」

「いいだろう。先ずはこの要塞を指揮する者───原住民の指導者に会いに行こう」




　　　　＊




　地下要塞の指導者は意外な人物だった。

　廊下を明るく照らすガス灯に興味津しん々しんの十六夜だったが、今は指導者とやらに会うのが先決だ。

　大きな広間に出ると、忙せわしなく走り回る原住民たちの姿が見えてきた。

　そして正面の階段の上では、意外な人物が指揮を執とっていた。

「外の集落から避ひ難なんを受け入れたらすぐに迷めい彩さい用の布で覆おおえ！」

「奴やつらは存外目が悪い！　入り口はそれで隠せるはずだ！」

「アステリオス王！　怪け我が人の収容についてご相談が───」

　へえ？　と意外そうな顔をする。

　走り回る原住民の中心にいるのは、怪かい牛ぎゆうの伝承を持つアステリオスだった。

　記憶を辿って思い出してみると、確かに彼の父はかつてミノア文明を最さい盛せい期きへと盛り上げた王だった。

　そのアステリオスを王と呼んだということは───

（確定だな。この地の原住民はかつてエーゲ海で栄えた民族の末まつ裔えい。ミノア文明の生き残りだ）

　アトランティス大陸の位置と文明圏については此れで確証を得た。

　後はギリシャ伝承の確かく認にんが終われば速そつ攻こうで推理を進められる。

　二人は忙いそがしそうに指示を出しているアステリオスの前まで来ると、片手を上げて挨あい拶さつをした。

　アステリオスもそれに気が付き、神しん妙みような顔で出で迎むかえる。

「………よかった。気がついたか、十六夜」

「おかげさまで。王様扱あつかいとは景気のいい話じゃねえか」

「その言い方は無礼だろう。この少年は正統なこの民族の王だ」

「いや、構わないヘラクレス。こうして親しく話してくれる方が俺もやりやすい。貴方あなたも是非そうして欲しい」

「………む、そうか」

　ならばそうしよう、と態度を大きくするヘラクレス。

　真ま面じ目めなのか正直なのかはわからないが、この男は敵意の無い相手の言葉を実直に受け取り過ぎる類たぐいなのかもしれない。

「丁度いい。協力してくれる参加者プレイヤーを交えて作戦会議をする予定だ。避難の指示も一通り終わったし、そちらに席を移そう」

「それは別に構わないが、飯は出てくるんだろうな？」

「勿もち論ろんだ。決戦の前ということもあって残った家か畜ちくの四割を絞しめた。腹を満たして英気を養ってくれ」

　十六夜が満足そうに頷くと、アステリオスは部下を下がらせて歩き出す。

　如何やら会議室は少し離はなれた場所にあるらしい。

　もし此処で空腹を訴うつたえれば腹ペコキャラ街かい道どうまっしぐらだ。なのでさも何事も無いかのようにヘラクレスの持っている皮袋からほし肉を取り出す十六夜。

　会議室に向かう最さ中なか、アステリオスは溜ため息いきまじりに呟つぶやいた。

「………十六夜。お前が目を覚ましてくれて助かった」

「うん？」

「お前は参加者たちの中でも聡そう明めいで義理堅がたい人間だ。少なくとも、此方こちらから不義理と無礼を働かない限り悪事を働く類の人間じゃない」

「いやあ、そいつは如何かな？　礼れい儀ぎだの義理だのは俺にとって出来て当たり前。協力するか否いなかは面おも白しろいかどうかの部分が強く作用するぜ？」

　ヤハハと笑って茶ちや化かすと、アステリオスは苦笑いを浮かべて首を横に振ふる。

「そうだな。お前はそういう男だった」

「そうさ。だから面白いネタがあるっていうんだったら今のうちに聞いてやるが？」

　含ふくみのある十六夜の物言いに、また苦笑いを浮かべる。

　やはり頼たのもしいな、と呟いたアステリオスは、脇わき道みちに逸それて別室に二人を案内する。作戦会議の前に十六夜とヘラクレスに相談しておきたいことがあるのだろう。

　アステリオスが案内した別室の前には二人の女性───司祭のアカシアと、司祭補ほ佐さのララァが護衛として待機していた。

　アカシアは十六夜たち三人を確認すると、柔らかく笑って出迎えた。

「まあ！　十六夜様も目を覚まされたのですね！　我われらの王が外界でお世話になったと聞いて、是非ともご挨拶をしたいと思っておりました！」

「大した世話はしてねえよ。仕事先と宿を紹しよう介かいしただけだ。挨拶するっていうならそっちに伝えておいてやる」

　十六夜が肩を竦すくめると、隣となりに居たララァが真剣に頷く。

「尤もつともな話だ。王の恩人であれば我らの恩人も同義。叶かなうならば我らの秘宝を小箱に詰つめて直接ご挨拶に、」

「そ、それは俺が自分でやる！　ドン・ブルーノにまで俺の状じよう況きようを教える必要はない！」

「そうは参りません！　皆みなさんが居なければ我らの王が路頭に迷っていたかもしれません！　それはつまり我らクレタの民たみが路頭に迷っていたかもしれないのと同義です！」

「何でもかんでも広義にして同義にするのはやめろ頼むからッ!!」

　慌あわてて二人を止めるアステリオス。

　今にもお礼の小箱を用意し始めかねないララァとアカシア。

　十六夜は少しだけ意外そうな顔をした。如何どうやら原住民は形式上の王として受け入れたわけではなく、敬うべき己おのれたちの王としてアステリオスを迎え入れたらしい。

　自己紹介を済ませたアカシアはララァと共に入室しようとしたが、アステリオスは緊きん迫ぱくした面持ちで二人を制す。

「すまないが、二人は此こ処こで待っていてくれ」

「わかりました。御お茶ちやはお持ちしましょうか？」

「いや、それも遠えん慮りよしてくれ。後でもう一人来る予定だから、その人物以外は決して通さないように」

　警けい戒かい心しんを高くして二人に命令する。

　しかしその様子からは襲しゆう撃げきを警戒しているというよりも、二人がこの場に居合わせるのは困るという感情が見え隠かくれする。

　十六夜は少し怪け訝げんそうな顔をしたが、敢あえて言げん及きゆうはしなかった。

（まあアステリオスにしてみれば、急に王様に担かつぎ上げられて、しかも巨きよ人じん族との戦いを指揮しているわけだからな。何か思うところがあるのかもしれない）

　別室に置いてあった果物のバスケットをさっと強ごう奪だつした十六夜は何事もなかったかのように腰こしかけて話を促うながす。

「それで、どんな話だ？　良い話が一つ、悪い話が三つあるんだろ？」

「そこまで聞いているなら話が早い。まず良い話だが、〝ノーネーム〟のメンバーは全員生存確かく認にんが出来ている。焰や鈴華たちもこの要塞にいる」

「とはいえ、何人かはまだ行方ゆくえ不明だ。しかし生きていることだけは間ま違ちがいない」

「………そうか。そりゃ何よりの知らせだ」

　僅わずかに頰ほおを緩ゆるませた十六夜に驚くアステリオス。

　自分が頰を緩ませたことに気が付いてすぐに不機嫌そうになる十六夜。

　ヘラクレスは大きく頷いて話を続ける。

「そして悪い話だが………此これは順を追って説明した方がいいな」

「ああ。まず原住民の件だ。既すでに気が付いていると思うが、彼らは俺の同郷に該がい当とうする民族らしい。だから表向きの指揮は俺が執っている」

「表向き？」

「そう。裏から指示を出している人物は他にいる。………悔くやしいが、あの者の指示は的確だった。担ぎ上げられただけの俺では今いま頃ごろ、みんなを死なせてしまっていたかもしれない。………これを知られたらきっと、不ふ甲が斐いない王だと皆みなを失望させてしまうだろうな」

　口惜くやしそうに奥歯を嚙むアステリオス。

　十六夜は意外そうな顔をした。

　如何やら担ぎ上げられて戸と惑まどっていたわけではなく、彼らの期待に応こたえられない自分を恥はじていたらしい。だが悩なやみの方向性が無力感によるものならばむしろ見込みがある。

　十六夜は笑えみを消して前ぜん傾けい姿勢になり、

「馬ば鹿か言うなよ。担ぎ上げられただけの男が悔しいなんて言葉を口にするはずがないし、現地の人間はお前を能力で選んだわけじゃない。もし間違った指示を出したとしても自分たちが補佐をしてやればいいくらいに考えていたはずだ」

「そ………そう、なのか？」

「当たり前だ。アトランティス大陸の原住民はお前が考えているより遥かに優ゆう秀しゆうだぞ。この文明レベルでガス灯の引き方を編み出しているような連中が無能なわけないだろ」

　十六夜がガス灯を見て感心していたのは正にその点だ。

　恩おん恵けいによる灯あかりは珍めずらしくないが、可燃性のガスをわざわざ引いてきて生活に使うのは恩恵ではなく現地の人間たちの知ち恵えによるものだ。

　そしてガス灯を使うという習慣がこの地の人間には既に染しみついている。

　召しよう喚かんされて三〇〇年前後だという話を十六夜は彼らから聞いていた。

　彼らが召喚された時代が紀元前二〇〇〇年代だとすると、ガス灯の発明は約三五〇〇年分のブレイクスルーということになる。

「幻まぼろしの大陸と呼ばれるだけあって、外との交遊はほぼ無かったとララァは言っていた。気まぐれでやって来た神霊に大陸の外の話を聞くくらいで、文明の交わりも殆ほとんどなかったらしい。………それでも奴らがこの大陸を離れなかった理由。言わなくてもわかるだろ？」

「っ、」

　隔かく離りされた大陸を原住民が離れなかった理由。アステリオスを迎え入れた時の彼らの喜びようを見ていればそれくらいは分かって当然だ。

　クレタの民は三〇〇年もの間───過か酷こくで交遊も無いこの大陸で、次代の王であるアステリオスの帰りを待ち続けたのだ。

「土着の神しん霊れいもいないこの地では恩恵を与あたえる者も少なく、その癖くせに人間より凶きよう暴ぼうな獣けものは山の様にいる。そんな大地でお前を待ち続けたのに、肝かん心じんのお前がそんなことで如何どうする。力不足を嘆なげくのは大事なことだが、ヘマした分は今から取り戻もどせばいいんだよ。その為ために呼び出したんだろ？」

「あ、ああ………！　その通りだ」

　気合いを入れなおしたアステリオスは拳こぶしを握にぎりしめて頷うなずく。

「時間がないのに泣き言を言ってすまない。色々あり過ぎて弱気になっていたようだ。彼らの期待には必ず応えて見せる」

「よしよし、その意気だ。頼むぜ少年王」

「勿論だ。───よし、話を戻そう。十六夜は〝ガイアの末ばつ子し〟が参加者としてこの大陸に侵しん入にゆうしたことは聞いてるか？」

「初耳だけど予想はしてた。………ああ、そうか。仲間の生存確認ってそういう意味か。このゲームは参加者が参加者を殺すのが禁止されてるもんな」

　アステリオスは肝きもを冷やした。まだ碌ろくに説明もしていないのに即そく時じに状況を理解する力、正に一を聞いて十を知るというものだろう。

「〝ガイアの末子〟はまだ参加資格を失っていない。つまり参加者を殺してはいない。力を全すべて取り戻すまでは参加者という隠かくれ蓑みのを使い続ける方針ってわけだな？」

「そういうことだ。お前の仲間なら巨きよ人じん族に倒たおされたということも無いだろう。何処どこかで息を潜ひそめて反はん撃げきの機会を窺うかがっていると考えていい」

「だな。………よしよし、状況が読めてきたぞ。少なくとも内外の勢力は俺たちを合わせて三つあるわけだな。すぐに合流させず敢あえて放置しているのは、アステリオスの裏側に居る奴の指示か？」

「そうだが………よくわかったな」

「そりゃあ、敵に気づかれていない別働部隊をわざわざ合流させる意味なんて無いだろ。うまく連れん絡らく手段を用意して此方の作戦に合わせてもらう方が有意義だ」

　アステリオスとヘラクレスは顔を見合わせて神妙な顔をする。

　十六夜はその反応が意外だった。

「………なんだよ。そんなに変なこと言ったか？」

「いや………あの男と全く同じ見立てだから驚おどろいていた」

「故ゆえに惜おしい。お前が目覚めていればこのような事態にはならなかったかもしれない」

　無念そうに腕うでを組んで瞳ひとみを閉じるヘラクレス。

　不ふ穏おんな雰ふん囲い気きを出す二人の違い和わ感かんに十六夜は気が付いた。

　二人は〝ガイアの末子〟に対する警戒と同じくらい、この要よう塞さいで指揮を執っている男を警戒している。

「ふぅん………俺と全く同じ見立て、ね。そんなに難しいことを言ったつもりはないが、セオリーくらいは踏ふまえているみたいだな。………興味深いけど、ソイツについては後で話を聞く。確認すべきことが一つ残ってるからな」

　視線が厳しくなる。

〝ガイアの末子〟が参加者に紛まぎれてゲームに侵入したというのなら、敵を知る上で最も有用な情報が公式に公開されているはずだ。

　戦いから既に五日間も経たっている。

　二人ともその情報は既に入手しているはずだ。

　十六夜は慇いん懃ぎんな笑みを浮うかべて問う。

「………それで、問題の〝ガイアの末子〟だが。何処のコミュニティに紛れて参加してきたんだ？」

「聞いて驚け。俺たちにとっても意外なコミュニティだった」

「所属しているコミュニティの名は〝ユグドラシル〟。北ほく欧おうの大樹の名を冠かんしたコミュニティであり、精せい霊れい列車の予選を一位で通過したコミュニティでもある」

「予選は一位が〝ユグドラシル〟で、二位が〝アヴァターラ〟だった事は初耳だよな？」

　ほう？　と瞳を光らせて好こう奇き心しんを滾たぎらせる。

〝ガイアの末子〟は己おのれをギリシャ神群の魔ま王おうだと名乗っていた。

　しかし〝ユグドラシル〟から連想される神群はどの様に考察を進めても北欧神群にしか行きつかない。

　一見して出資者スポンサーが北欧の主神オーディンに思えるが、直球の意味でとらえるべきかもまだ判断が付かない。

　九つの世界に影かげを落とすとされている世界樹〝ユグドラシル〟。

　その〝ユグドラシル〟の語源の一つである〝ユッグ〟とは古き言葉で〝恐おそろしき者〟を指し、北欧の主神オーディンの別名を意味する。オーディンはこの世界樹に世界の数と同じ日数自分の首を吊つるし槍やりで自分を突つくことによりルーン文字の秘密を学び魔法の歌を習った。

　そしてヨーロッパでは絞こう首しゆ刑＝〝馬に乗る〟と表現することが稀まれにあり〝ドラシル〟とは〝馬〟を意味する。

　つまり世界樹〝ユグドラシル〟とは、〝オーディンの絞首刑台〟という意味も内包している名前という事になる。

　出資者がオーディンなのか、はたまた反オーディンの意志を隠しているのか。

（一度〝オーディンの箴言ハヴアマール〟や〝グリームニルの歌〟を読み直す必要があるかもな）

　十六夜も北欧神話は嫌いではない。むしろ好きな部類の神話である。判断は読み直しが終わるまで保留しておくべきだろう。

「ブラフとして名を偽いつわっていたという線は？」

「いや、同士の中に北欧神群の者が交ざっていたからそれは無いだろう」

「この五日間で何度か衝しよう突とつがあった。俺が知っている顔もあり、かなりのビッグネームが所属している。油断できない難敵揃ぞろいだ」

「そりゃまた燃える話だ。嬉うれしくって頭が痛くなる」

　つまり敵の主力は〝ガイアの末子〟一人では無く、〝ユグドラシル〟を名乗る謎なぞの混成神群もいるという事だ。〝ガイアの末子〟を見つけ出して全員で囲んで叩たたきのめすというような単純な状況では無いらしい。

「それで、そのビッグネームは何処のどいつだ？　俺も知ってるのか？」

「恐おそらく。アステリオス王曰いわく、精霊列車でも優秀な成績を残したそうだ」

「名前はヴィーザル。半神半巨人の戦士にして、終末の獣を狩かる者。北欧神群最大最強の戦士だと聞いている」

　───へえ？　と十六夜は瞳を光らせる。

　終末の獣については二年前に釈とく天てるから聞いたことがあった。

　神々の鳴らす警笛が具象化した神霊にも似たその怪かい物ぶつたちは、一度は神殺しとして悪名を轟とどろかせたものの、彼らを封ふうじる為に作りだされた〝主催者権限ホストマスター〟により最後は封印されたとされている。

　そして今回現れた〝ガイアの末子〟・魔王テュポエウスも類るい似じした存在だろうと十六夜は推測していた。

　なのに終末の獣を狩るはずの戦士が、その魔王と肩かたを並べて戦っているという。

「ヴィーザル………聞いたことあるな。確か北欧神話の終末でオーディンを喰くった神喰らいの怪物・フェンリルを倒した戦士だったか？」

「そうだ。もし本物なら北欧圏けんの英えい傑けつの中では比類なき最強の戦士と呼べるだろう」

「終末の獣と戦う英傑は人類史でも数人しかいない頂点の英傑だ。それこそヘラクレスと比べても遜そん色しよくない」

「なるほど………でもどれだけ強力だとしても、参加者プレイヤーである以上は此方こちらを殺すことが出来ない。脅きよう威い度は少し下がるな」

「うむ。主権戦争は最高位のゲーム。違反者には三桁けた以上の神々が全ての制限を取り払はらって戦場に現れると説明にあった」

「魔王テュポエウスが完全復活するまでは参加者を死なせるようなヘマはしないだろう。………尤もつとも、本人はすぐにでも戦争を始めて構わないくらいの気き概がいだったがな」

「ああ。奴やつが何処まで本気だったのかは分からねえが、〝疑似アナザー創星図コスモロジー〟を叩きつけてくるくらいだ。何にあそこまでぶちギレてるのか知らねえけど、少なくとも奴は殺す気マンマンだったぜ。あれから小こ競ぜり合いが続いてるんなら、コミュニティの同士は違ちがう方針で動いてるんだろうな。───他ほかのメンバーはどんな感じだ？」

「幼い少女の姿をしたのが一人確かく認にんされている」

「灰色の髪かみの少女という事だが、具体的なことは分かっていない。ただ目撃した人間が口を揃えて〝とんでもない美少女だった〟と証言している」

　なんだそりゃ、と十六夜は呆あきれた顔をした。

　曲がりなりにも命のやり取りをしている相手だ。容姿を記録するのならもう少し詳くわしく記録しておくべきだろう。年ねん齢れい詐さ称しよう者が蔓延はびこっているこの主権戦争で美び醜しゆうと性別と髪の色しか分からないのでは、実質何も分かっていないのと変わらない。

　そんな十六夜の顔を見て、ヘラクレスは苦笑いを浮かべた。

「そんな顔をするな。相対した参加者も決してレベルが低かったわけではない。あの者たちが手も足も出ないくらい遊ばれたのだとしたらかなりの難敵だ」

「ふぅん………まあ、アンタがそう言うならそうなんだろうな」

　後ろ髪を搔かきながら面めん倒どうくさそうな顔をする。

　それだけの参加者が揃っているのなら出資者スポンサーも相当の実力者が付いているだろう。

「そんな問題児集団に出資してる馬ば鹿かは何処のどいつなんだ？」

「それが………」

「出資者は不明だ。出資者は名を明かす義務が無い。だがアレだけの参加者を集められる者となれば、途と轍てつもない力を持った修しゆ羅ら神仏であることは間違いないだろう」

「だろうなあ」

　腕を組んだ十六夜は難しい顔をして考え込み始めた。

　五日間眠ねむりこけていた間に随ずい分ぶんと厄やつ介かいな状況になってしまったらしい。

　敵の出資者たちは魔王テュポエウスが復活してから動き出す算段だろう。〝ガイアの末子〟は本気で神々の箱庭に戦いを挑いどむつもりだ。

　ゲームの謎を解く前に、先まずはこの状況を打破せねば話にならない。

「ったく、面倒な展開になってきたな………此これは主催者ホスト側であるヘラクレスに確認なんだが、〝ガイアの末子〟が乗り込んでくることは織り込み済みってわけじゃないんだよな？」

「完全に予定外だ。………が、遅おそかれ早かれアトランティス大陸は奴の肉体として復活していただろう。その兆きざしがあったから俺が呼ばれ、主権戦争の舞ぶ台たいに選ばれたわけだからな」

　ヘラクレスの言い方にふと疑問を覚える。

「………いや、ちょっと待て。何で復活の兆し＝主権戦争の舞台になるんだ？　逆じゃなかったのか？」

「逆？　………というと、主権戦争の為に〝ガイアの末子〟を目覚めさせたという事か？　いや幾いくら神々の箱庭とはいえそこまで非常識なことはしないと思いたいが………それでは原住民が不ふ憫びんすぎる。箱庭の黎れい明めい期きならともかく現在では考えられない」

「まあ、そりゃそうだよな。………逆に言うと、黎明期の契けい約やくならあり得るわけか」

　箱庭は実力社会だが、問題が無いところに無理やり問題を起こして試練を与あたえる様な方法を現在は好まない。

　少なくとも十六夜が見てきた箱庭の倫りん理り観はそのように育っている。

　しかし神話の黎明期───それこそヘラクレスが生きていた様な時代には理り不ふ尽じんな試練が数多くあったと伝えられていた。

　その頃ころに交かわされた古い約定や契約が生きているのなら、原住民を巻き込むような理不尽なゲームが開かい催さいされたとしても不思議ではない。

「こういう考え方はどうだ？　〝ガイアの末ばつ子し〟───魔王テュポエウスが復活したのは、第二次太陽主権戦争が開催されたから、とか」

「つまり初めから復活することが前提で〝ガイアの末子〟は封印されていたと？」

「ああ。俺が少し前に戦った殺人種の王とやらもこう言っていた。〝ガイアの末子の次はワシが相手をしてやる〟───ってな」

　そして〝ガイアの末子〟も殺人種。

　此れらを偶ぐう然ぜんと考える方が無理がある。

「ふむ………その話が本当なら関係性を疑わない方がおかしいか。殺人種と呼ばれる魔王たちは倒たおされた後、古いにしえの契約によって復活が約束されていたと考えるべきだ」

「もしかしたら第二次太陽主権戦争っていうのは、古代に現れた魔王たちの復活を阻そ止し、或あるいは復活した魔王を倒すものなのかもしれない」

　そう考えると、主権戦争の謎と因果関係が見えてくる。

　アトランティス大陸に現れた〝ガイアの末子〟こと魔王テュポエウス。

　ゲーム攻こう略りやくの謎として提示された〝大父神宣言〟。

　この二つに因果関係があるのだとしたら───

「或いは………〝大父神宣言〟の謎＝〝ガイアの末子〟を倒す手がかりなのかもな」

「っ………[image: !!!]」

「やっぱ先に謎を解く必要がありそうだ。作戦会議に入ったら他の連中を交えて謎解きを………って、どうした二人とも」

　アステリオスとヘラクレスは同時に顔を歪ゆがませて顔色を変えている。

　深刻という意味では今までの比ではない。何か致ち命めい的てきな情報を言い当ててしまったようだが、二人とも言葉に出来ないまま悩なやんでいる。

　十六夜は先ほどから感じる二人のもどかしさを無視してきたが、こうも露ろ骨こつに深刻な顔をされてしまっては聞かざるを得ない。

「あのなあお前ら、さっきから態度がいい加減だぞ。言いたいことがあるならハッキリ言いやがれ。気になって話が進められねえだろ」

「いや、すまん。確かにその通りだ。しかしこの話を聞けばお前も少なからずショックを受けるだろうと思って言えなかったのだ」

「焰曰く、モチベーションが壊かい滅めつ的に下がるか、逆に大暴れし始める可能性があるということなので、伝えるべきか否いなかを躊ちゆう躇ちよしていた。しかし本人が気になって仕方がないというのなら伝えるべきだ。どうか心静かに聞いて欲しい」

　コホン、とわざとらしく咳せきをするアステリオス。

　十六夜は益ます々ますもって訝いぶかったが、二人とも目は真しん剣けんだ。茶ちや化かさずには居られないほど最悪の情報が待ち受けているらしい。

　此こ処こまで言われて怒おこるようでは負けたと同じだ。

　十六夜は平静を装よそおいながら腕うでを組み、どんとこいと態度で示す。緊きん迫ぱくした表情のまま背筋を伸のばしたアステリオスは、粛しゆく々しゆくと最悪の事態について告げる。

「───落ち着いて聞いてくれ。十六夜が寝ねていた五日間で、事態が急変した。十六夜が一回戦の勝者になることはもう絶対にない」

「は？」

　耳を疑う様に素すっ頓とん狂きような声を上げる十六夜。

　本当に意味を測りかねていたのだが、アステリオスも冗じよう談だんで言っている雰ふん囲い気きではない。呆あつ気けにとられたまま黙だまり込んでいた十六夜は、自分が寝ていた五日間という時間が致命的なロスだったことを悟さとる。

「まさか………俺が寝ている間に、一回戦の勝者が出たのか!?」

「そのまさかだよ、逆廻十六夜」

　音を立てて扉とびらが開く。

　途と端たんにアステリオスは表情を強こわ張ばらせ、ヘラクレスは敵意を漲みなぎらせた。

　───誰だれだ、と十六夜は瞳ひとみを細めて警けい戒かいする。少なくとも十六夜の知る人物ではない。大したことの無い無力な人間にしか見えなかったが、今まで出会ってきたどの人物とも違ちがう異質な雰囲気を漂ただよわせている。

　扉から現れた男は優やさし気な微笑ほほえみを浮うかべて十六夜に近づき、その瞳を覗のぞき込む。

　普ふ通つうの人間なら男女を問わず誰もが気を許してしまいそうな甘い笑顔だったが、十六夜はむしろ警戒心を高めて睨にらみつける。

　突とつ然ぜん現れた男は申し訳なさそうに胸に手を当てて名を名乗った。




「初めまして、逆廻十六夜。私はジェームズ。訳あってアステリオス王に助言をさせてもらっている者であり、〝大父神宣言〟の謎なぞを解き明かした者。そして───君たち〝ノーネーム〟が戦い続けた〝ウロボロス〟のゲームメイカーだ」
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　噴ふん火かを繰くり返す度たびに揺ゆれる地下要よう塞さいだが、その造りは存外丈じよう夫ぶに出来ている。

　曰いわく、この地下要塞はギリシャ神話の中でも最も神聖な場所に通じているらしい。神々に隔かく離りされたこの大陸にもたらされた数少ない恩おん恵けいの一つとして崇あがめられている。

　だがその恩恵も何時いつまで支えられるか分からない。

　敵の巨きよ人じん族が噴石と共に現れるなら、この震しん動どうが起こる度に数を増やしているはずだ。数を着々と増やしていることを思うと具足の整理も身が入らない。

　鍛たん錬れん場も激しい揺れに襲おそわれており、誰もが集中力を欠いた掛かけ声を上げている。

　だが鍛錬場の中心の一組だけは雰囲気が違った。

　向かい合う男女の戦士は共に得物を構えたまま身動き一つせず、相手の出方を探さぐっている。

　西で構える少女───久く藤どう彩あや鳥とは、その手に連接剣を構えたまま視線を逸そらさない。

「───……」

　静せい謐ひつな瞳が相手を見み据すえる。

　彼女の正面に立つ男性は、碑ひ文ぶん探たん索さくのゲームにも参加していた、ターバンを巻いているアジア系の青年だ。

　朗ほがらかな笑みを浮かべたまま彩鳥を見つめる男性は、槍そう斧ふを構えて微び動どうだにしない。

　勇ゆう猛もう果か敢かんな普段の彩鳥ならとっくに先手を取っている。彼女の武術は距きよ離りを支配し、相手の手札を奪うばうことで成立する詰つめ将しよう棋ぎだ。

　近距離の槍術、中距離の連接剣、長距離の剛ごう弓きゆう。

　常に攻せめ続けることでその真価を発揮する彼女の武術が後手に回ることは今までなかった。

　後ごの先せんを好めば戦士として軟なん弱じやくになる、というのは師スカハサから学んだ最初の教え。敵の能力と余よ程ほどの相あい性しよう差が無い限り後の先を狙ねらうことは彼女の流派には考えられない。

　逆に言えば先手を取ることが勝利への一歩なのだが───

（………馬鹿な。全く踏ふみ込める気がしない）

　軽い気持ちで始めた手合わせだったが、とても気が抜ぬける雰囲気ではない。

　このターバンの男性………巨人族の猛もう攻こうを受ける原住民たちの為ために逸いち早はやく協力態勢をとった参加者プレイヤーの一人だと彩鳥は聞いている。

　槍斧を片手に次々と巨人族を切り払はらったというその話を聞いた彩鳥は、今後の作戦で足並みを合わせる為に実力を確かめ合おうと提案させて貰もらったのだ。

　傍ぼう観かん席では彩あや里ざと鈴すず華かとアルビノの少女がハラハラしながら二人を見ている。

「彩あやちゃん、大丈夫かな………？」

「わっかんない。喧けん嘩かしたの？」

「喧嘩じゃないよ。トレーニングだってさ」

　おお～？　と首を傾かしげながら頷うなずくアルビノの少女。

　取り敢あえず喧嘩ではないと知って安心したのだろう。

　しかし鍛錬とはいえ、当事者の二人は真剣そのものだ。

　彩鳥も今まで幾つもの戦いを乗り越こえてきたが、構えから敵の戦力が読めないのは初めての経験だ。

　速いのか、力強いのか、巧うまいのか。或いは恩恵を隠かくしているのか。

　今まで戦ってきた武芸者の誰ともタイプが違ちがう。計算ではなく直感で踏み込むことを拒こばまれている感かん触しよくだ。

（ララァさんのゲームに参加していた時はそれほど脅きよう威いに感じませんでしたが………構えを取った途端に今までに無い気配になった）

　実力を隠していたというのもあるのだろうが、それに彩鳥や上うえ杉すぎたちも気が付かなかったというのが問題だ。

　今の構えもまだ本気ではないだろう。

　久く遠どう飛鳥あすかとアルマテイアも偶然この立ち合いを見かけ、傍観席の柵さくに腰こしかけている。

「………？　二人とも動かないわね」

「互たがいの間合いが広すぎて迂う闊かつに動けないのでしょう。───ですが最初の一手を探っているのは彩鳥さんです。ターバンの青年は機を窺うかがいながら彼女の実力を見たがってます」

　アルマは真剣な眼まな差ざしで二人の立ち合いを見守っている。

　武術のことなどサッパリな飛鳥は、取り敢えず動き出さない事には状じよう況きようがつかめない。動かない二人よりも、周囲に集まりつつある傍観者に視線を向ける。

（参加者たちも注目し始めてる。ゲームの決着が付いた今、私たちは背中を預ける協力者。実力を知りたいのはみんな同じってわけね）

　巨人族の進しん撃げきでアトランティス大陸から退去した参加者も少なくない。ゲームの決着が付いた以上、己おのれの実力に合わない戦いに身を投じると足を引っ張る可能性もある。

　その考えはある意味で間違いではないのだが、この地に残った参加者はこのゲームのもう一つの側面に気が付いているのだろう。

　そうでなければ見ず知らずの原住民の為に命を張ろうなどと考えはしない。

「みんな、打算的な目的があってアトランティス大陸に残ってるのよね」

「おや、そうとも限りませんよ。少なくとも我がマスターは目の前の悪漢を放置出来る様な人間では無いでしょう？　ゲームと無関係に首を突つっ込んでいたのは間違いないかと」

　むっ、と不満そうな顔をする飛鳥。

　だがアルマの言う通り、久遠飛鳥という人間はそういう人間だ。巨人族に蹂じゆう躙りんされる原住民も、復活しようとしている魔ま王おうも、黙って見過ごせるような人間では無い。

「まあ、他ほかの参加者たちは打算的な目的を持つ者たちばかりでしょう。余り信用しすぎるのもよくありませんね」

「おおっと、失礼な協力者ね。そんな態度じゃイザって時に守ってあげないぞ？」

　突然声をかけられた二人は驚おどろいて振ふり返る。

　二人に声をかけたのは、碑文探しの際に見かけた近代風の服を着た女性だった。

　カジュアルなＴシャツには〝三重冠〟の絵え柄がらが載のっており、見る者が見れば一目で何処どこのコミュニティか理解できてしまうだろう。

（………マスター）

（どうしたの？）

（気を付けて下さい。この娘むすめ、例のメディチ家かローマ教皇庁の関係者です）

　アルマは途端に視線を厳しくする。

（〝三重冠〟………〝教皇冠〟とも呼ばれるあの王冠の旗印シンボルは、間違いなくバチカン市国のもの。故ゆえに彼女はローマ教皇庁、またはメディチ家に属する参加者として現れたと考える方が妥だ当とうです）

（な、なるほど）

　キリス〇教の関係者が箱庭で活動することは近年だと随ずい分ぶん少なくなった。主権戦争に有力な参加者を集めるのは難しいという見立てが世間では強かったはずだ。

　しかしこのカジュアルな服装の女性が碑文探索で見せた立ち回りは中々侮あなどれないものがあった。

　もしもローマ教皇庁が派は遣けんしてきたゲームメイカーなのだとしたら、不用意に情報を与あたえないように気を付けねばならない。

「ハァイ、久遠飛鳥さん。こうしてお話するのは初めてね？」

「………そうね。もし良かったら自己紹しよう介かいをお願いしてもいいかしら？」

「おっと、失礼しました。私は………取り敢えずミーシャとでも呼んどいてくれたらいいわ」
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　肩かたを竦すくませながら自己紹介するミーシャ。

　取り敢えずという辺りに含ふくみを感じるが、言げん及きゆうしても答えは返ってこないだろう。

　後ろでは金きん髪ぱつの少年が二本の槍やりを抱かかえたまま鍛錬場を睨み続けている。

「突然話しかけてごめんなさいね。私のツレが鍛錬場の彼女に興味があるみたいなの。もしよかったら彼女について教えてくれない？　友達なんでしょ？」

「と、友達というわけじゃないけれど………」

　問われて言い淀よどむ飛鳥。

　彩鳥と飛鳥の関係は非常に複雑だ。

　コミュニティの同士というわけでもないし、今は血けつ縁えんというわけでもない。

　しかし………友達かと問われるとモニョる。関係的には友達というのが一番近いような気がするのだが、此こればかりは一口で説明できるものでもない。

　そんな飛鳥の心情を察したアルマが前に立つ。

「お察しの通り、我がマスターは彩鳥さんとは親しくさせていただいております。故に余り重要な情報は差し上げられませんが………それでもよろしいですか？」

「問題ないわ。ちなみに彼女が女王騎き士しなのは私も知ってるの」

「それはそれは………なかなかに耳みみ聡ざとい」

　アルマは警けい戒かいを強める。

　久藤彩鳥が女王騎士であることを知る者は少ない。アトランティス大陸に来る前から知らなければ手に入らない情報の一つだろう。

　瞳を細めて続きを促うながそうとしたアルマを、金髪の少年が止める。

「その話は後だ。───そろそろ動くっすよ」

　鍛錬場の空気が変わる。

　微動だにしない二人だったが、不意にターバンの青年が口を開いた。

「………参りました。此れではお互いに動けない。世の中広いですね、お嬢じようさん」

　ターバンの男性が困ったように笑う。

　如何どうやら安易に動けないのは相手も同じらしい。

　彩鳥も冷や汗あせを流しながら笑えみを浮うかべる。

「若じやく輩はいの身ですが、世の中の広さを痛感しているのは此方こちらの方です。───貴方あなたは明らかに私より強い。今まで出会った武芸者の中で随一と言っても過言ではありません。恩師たちを超こえる武芸者と相対したのは此れが初めてです」

「はは、恥はずかしいな。私に言わせればその年ねん齢れいでその実力は眩まぶしすぎて眩暈めまいがするよ。さぞかし良き師、良き戦いくさに恵めぐまれてきたのだろうね。是ぜ非ひとも一度教え方についてご指導願いたいところだ」

　取り繕つくろうことなく恩師に敬意の言葉を紡つむぐターバンの青年。

　何故なぜか複雑そうな顔をする二本槍の少年。

　謙けん遜そんしているようで自身の実力が上であることは隠そうとしない。自信の表れなのか、それとも歯に衣きぬ着せぬ人格なのか。

　此れで先手まで譲ゆずったのでは彩鳥が戦士として完全に侮られる。

　意を決した彩鳥は連接剣けんを解放した。

「ほ………これはまた面めん妖ような」

　風切り音を出して幾いくつもの曲線を描えがく連接剣。

　肉を裂さくミキサーの様に鋭するどく奔はしるその間合いは槍そう斧ふを遥はるかに上回る。

　蛇へびの頭や腹を叩たたいても蠍さそりの尾おが敵を襲おそう。

　愚おろかにも手を出せば腕うでごと食くらいつくだろう。

　正に蛇だ蝎かつの剣けん閃せんと呼ぶに相応ふさわしい武器だ。一か八ばちか弾はじき飛ばして懐ふところに潜もぐり込むくらいしか攻略法はまずない。

　その技わざの冴さえは以前の鍛たん錬れんで上杉女じよ史しに勝ち急いだ時とは違う。

[image: ]

（巨きよ人じん族の出現でゲームの危険度は急激に上がった。もう気は抜ぬけない。先輩と鈴華は私が守らなければ）

　裂れつ帛ぱくの気き迫はくで睨にらむ彩鳥。彼女の日常を取り戻もどす為には気を抜いてなどいられない。

　ターバンの青年もその気迫を受け取って真剣な眼差しになる。

「………彩鳥さん、だったね。君はこの武器で巨人族に挑いどむつもりかい？」

「？　ええ、そのつもりです」

「だったら止やめた方がいい。この武器と巨人族の相あい性しようは最悪だ。戦えば君はまず助からない。別の武器で挑むことをお勧すすめするよ」

　………親切心から出た言葉だったのかもしれない。

　だが幾度も死線を乗り越えてきた愛剣を虚こ仮けにされて引けるほど、彩鳥は冷めてない。挑ちよう発はつとして受け取った彩鳥は無言のまま手首を返す仕草で蛇蝎の剣閃の牙きばを剝むく。

　ターバンの青年は敢あえて真正面から槍斧で迎むかえ撃うつ。

　四方八方から連続して襲い掛かかる蛇蝎の剣閃を弾き飛ばすと、鍛錬場に激しい金属音が鳴り響ひびき始める。

　一呼吸で四連撃ほど続く蛇蝎の剣閃を、青年は刃やいばで、或あるいは槍斧の柄えで弾き飛ばす。

　息も吐つかせぬ連撃を苦も無く弾き飛ばすターバンの青年だが、彩鳥は構うことなく攻せめ立てる。飛鳥は相も変わらぬ絶技に息を吞のみ、ミーシャと名乗る女性も感心した様に口笛を吹ふく。

（この程度の強さは予測済み………！　此こ処こからどう攻め崩くずす!?）

　火花を散らして一進一退の攻こう防ぼうを繰くり返す両者。

　やがて二人の戦いに気が付いた戦士たちも集まり始める。

　槍斧で連接剣を弾いたターバンの青年は、人差し指を立てて忠告し始めた。

「弱点その一。君の連接剣は大きく弧こを描いて相手を檻おりの中───四方五ｍ前後の球体に閉じ込めてから本領を発揮する類たぐいの武器だ。つまり、巨人族に真価を発揮できない。その不利をどう埋うめる？」

　連接剣の最大距きよ離りは二〇ｍだが、敵の周囲に刃の檻を作る場合の適正距離は五ｍ前後。

　此れでは巨人族を取り囲むのは不可能だ。

　しかしそんなことは彩鳥だって分かっている。

　指し摘てきを再三の挑発と受け取った彩鳥は無言で腕を細かく三度振って対たい抗こうする。

　敵を囲う蛇蝎の檻で仕留められないのなら、得物を躱かわしてすり抜ける柔じゆう軟なんさで敵を出し抜く。

　大きな曲線から這はい寄る蛇の様な細かい曲線に切り替かえると、ターバンの青年は面食らったように笑った。

「これは………いやはや、器用だな君は！」

　片手で槍斧の中腹を持って回かい避ひ行動を取る。彩鳥は内心舌打ちした。

　傍はたで見ていた二本槍の少年も瞳ひとみを細める。

「驚いたな。アレを初見で見抜くのか」

「？　知ってるのコンラ」

「ああ。アイツが切り替えた蛇蝎の剣閃は〝振りかぶった敵の攻こう撃げきを躱して斬きり込む〟というもの。半はん端ぱに振り払はらおうものなら手首を切られてたっすよ、あの男」

　二本槍の少年は口元に手を当てながら真剣に二人の戦いを観察している。

　言うは易やすいがそんなに簡単な芸当ではない。

　柄から剣先まで力が伝達するまではほんの僅わずかなタイムラグがある。

　つまり相手が動き出してから剣を振っても間に合わない。相手がどの様に動くのかを先読みできなければ無む駄だな行動になってしまう。

　蛇蝎の腹を切り払おうとした斬ざん撃げきを躱して空振りを誘さそう為ための技わざなのだが、まさか一度も打ち合うことなく躱す選せん択たく肢しを取るとは。

　ターバンの男性は大だい蛇じやに追われるまま距離を取る。

「なるほど、この精度の剣技ならば敵の急所だけを狙ねらい続けることも可能か。間合いも倍以上に伸のびるが、細心の注意を払い続ける必要もある。神経をすり減らしながら果たして何時いつまでもつかな？」

　二つ目の弱点を指し摘てきし、軽口と共に最低限の動きで躱し続ける青年。

　普ふ段だんなら剛ごう弓きゆうに切り替える戦局だが、この男の語る弱点とやらにも興味が出てきた。

　指摘された弱点は彩鳥も把は握あくしているものばかりだが、短時間でこうも次々見破るとなると話が変わってくる。

　もしかしたら本当に彩鳥の把握していない弱点があるのかもしれない。

　追い詰つめる様に蛇蝎の剣閃を繰り出す彩鳥と、躱しながら徐じよ々じよに距離を詰め始めたターバンの青年。

　やはり並の武芸者ではない。蛇蝎の剣閃を完全に見切られている。

　だが見切るだけで踏ふみ込めるほど彩鳥の猛もう攻こうは容易たやすくはない。

「………凄すごい集中力だなオイ。そんなに連発する業じゃねえだろ」

「おや、そうなのですか？」

　アルマが興味深そうに問うと、二本槍の少年は小さく頷うなずく。

「アイツの先読みは恩おん恵けいによるもんじゃねえ。神域に踏み込んでるような武芸者は敵の行動をある程度予測できなきゃ名乗れないからな。だけど生身の肉体である以上、戦いの中で判断は鈍にぶるし、手元が狂くるうこともある。連接剣なんてのは特にそうだ。大技を外せば刃の返しがそれだけ遅おそくなるし、反撃を喰くらわないように細かな修正が必要になる」

　連接剣の最大の強みは刃と敵の接せつ触しよく面積の広さにある。

　侮って突とつ進しんすれば人間など一いつ瞬しゆんで輪切りだ。しかし弾こうとすればその刃が蛇腹の何処どこかで跳はね返ってくる。それが常に四肢の先せん端たんを狙ってくるなど厭いやらしいことこの上ない。

　だが大技を外した後には輪が大きくなり活路が開けてしまう弱点もある。

　業の起こりと同時に修正をしていかねばすぐに総崩れだ。

「神経をすり減らしてるのは女王騎士の方だし、見切りで勝っているのはターバンの男。………だけど隙すきを見せても全く寄せ付けないのは女王騎士の技量と集中力だな。いい根性してるよアイツ」

　少し楽しそうに見守る二本槍やりの少年。

　飛鳥にしてみれば最も早はや遠い雲の上の話だが、彩鳥が百戦錬れん磨まの戦士であることは知っている。恩恵に頼たよらず武芸だけで戦い抜いてきたその鋼の精神を知っている。

　激しい攻防が続く中、ターバンの青年が汗を拭ぬぐって構えた。

「素す晴ばらしい………これだけ巧こう緻ちな技術を振ふるっているというのに、全く集中力が途と切ぎれない。私の見立てが少し甘かったか」

「………ではいかがします？　先ほどの侮ぶ辱じよくを取り下げますか？」

　彩鳥が問うと、ターバンの青年は首をハッキリと横に振った。

「いいや、むしろ確信した。君の剣技は正に神域だ、故ゆえに惜おしい！　その武器だけが、君の剣技の枷かせになり続けている！」

　ターバンの青年の指摘に息を吞む。彼が何を言いたいのかを漸ようやく理解した。

　しかしその提案は彩鳥にとって受け入れられない提案だ。

　構わず蛇蝎の剣閃で敵を追い詰めていく。

　仕方がないと諦あきらめた青年は方向転てん換かんが利ききにくい剣先を狙って叩き、畳たたみかける様にターバンを広げて布を嚙かませて止めた。

（っ………!?　連接剣の関節部を搦からめ捕とられた………[image: !!?]）

　一度弾いて見せた後、再加速する前の蛇蝎の剣閃の刃に、布切れ一枚を全く触ふれることなく滑すべり込ませたというのか。

　搦め捕ったターバンを引きながら、青年は厳しい瞳を向ける。

「弱点その三。───連接剣は奔り続けるから鋭えい利りでいられる。故に止められてしまうとそこまでだ。今回はターバンで代用したが、鞭むちなんかでも可能だね」

　見事に搦め捕ったターバンの青年に、誰だれもが刮かつ目もくした。

　言うは易いがそんなに簡単な話ではない。

　真に凄すさまじいのは搦め捕った業ではなく、連接剣の加速を止めた業だ。

　本来、連接剣は刀身を叩けばその力が伝達して撓たわみ、何処かで己おのれに襲い掛かってくる。先端を叩いても腹を叩いても刃を加速させるだけだ。

　それをこのターバンの青年は………柄を伝って連接剣に流れる力の波に対し、先端から全く同じ力・全く同じ角度で刃は先さきを叩くことにより、一時的に加速を止めて見せた。

「───、強い」

　二本槍の少年とアルマが同時に呟つぶやく。

　敵の動きや思考を読むだけでなく、力の理ことわりを全すべて熟知して体現する技術が無ければこんな芸当は不可能だ。

　神域より先に踏み込んだ者だけが到とう達たつできる深しん淵えんの業。

　神々の箱庭であっても体現できる者は五指に満たないだろう。

「そして弱点その四。此れは致ち命めい的てきな弱点なんだが───君は今まで自分の刃が食い込まないほどの硬こう度どの敵と戦った時、技術の差とは無関係に追い詰められてきたのではないかな？」

「───……っ」

「アトランティス大陸の巨人族は強いぞ。動きが速く身体からだは硬質の皮ひ膚ふに覆おおわれている。君の連接剣けんではどれだけ踏み込んでも頸けい動どう脈みやくを狙うしか倒たおす方法がない」

　口惜くやしそうに歯嚙みする彩鳥。

　彼の指摘はアルマも心配していたことだ。今回の巨人族は今までの敵とは比ひ較かくにならない。十六夜いざよいでもそれなりに手こずるだろう。

　一択しか勝利方法が無い敵が、軍勢となって押し寄せてくる。

　如何いかに彩鳥が神域の武芸者であってもそれではジリ貧ひんだ。

　互たがいの距離を支配する中ちゆう核かくの連接剣が機能しなくなれば、槍も弓も戦力が半減する。

「どれだけ技術を尽つくそうと、恩恵の無い武具には限界がある。弱点が出来る。理合いを極きわめた君だからこそ理解できるはずだ。この連接剣も連接剣ではなく〝伸しん縮しゆくする鉄〟で造られていたのなら、関節部を搦め捕るなんてことは出来なかったろ？」

「───……、」

「君ほどの戦士ならば鍛冶神や名だたる名工達も業わざを惜しんだりはしなかったはずだ。連接剣にとって代わる武器を用意することなど簡単だったと私は思っている。………もしその連接剣を使い続けなければならない理由があるなら、私が相談に乗るが？」

　武器を引きながら二人とも睨にらみ合う。

　だが膠こう着ちやく状態に陥おちいってしまった時点で彩鳥の不利は絶対に覆くつがえらない。

　諦めた様に溜ため息いきを吐ついた彩鳥は、腕うでを降ろして降参を告げた。

「………参りました。私の負けを認めます。完敗です」

「いやあ、結果ほど大きな差があるわけじゃないさ。私が君くらいの年ねん齢れいの時は師である導師グルに泣かされっぱなしだったしね！　ふとしたことを切っ掛かけに私を超こえる可能性も十分にあるさ！」

　若いっていいな～、なんて顎あごを触さわりながらしみじみ呟くターバンの青年。

　師を導師グルと呼んだということは、彼の出身はインド神群の辺りなのかもしれない、と参加者たちは耳みみ聡ざとく記き憶おくする。

　肉体年齢を偽いつわって参加している者が多い今回のゲームでは外見だけで年齢を把握できない為、簡単には年齢がわからない。

　だが完成した彼の雰ふん囲い気きからは永い研けん鑽さんと苛か烈れつな人生の重みの様なものが感じられた。

「………連接剣は奔はしり続けるから鋭利でいられる、か。正にその通りです」

「まあ、君の技量なら止められる事も、搦め捕られる様な失敗もそうないだろうけどね。今回は年の功が奏しただけのことだよ。君もまだ手の内を全て出した訳じゃないだろ？」

「勿もち論ろんです。よろしければもう一番、」

「おっと、そいつはちょいと待ちな」

　突とつ如じよ、傍ぼう観かん席で見ていた少年が跳ちよう躍やくして鍛たん錬れん場に飛び込んだ。

　彩鳥は驚おどろいて飛び退のいたが、ターバンの青年は読んでいたかの様に少年を見る。

　ミーシャと名乗った女性は頭を抱かかえて「しまった」と呟いている。如何どうやら彼女の指示ではなく勝手に飛び込んでしまったらしい。

　土つち煙けむりを立てながら着地した少年は挑ちよう発はつ的に笑ってみせた。

「突然失礼。本当は見ているだけのつもりだったんだが、居ても立っても居られなくなっちまってな。その武勇、さぞかし名高き英えい傑けつと見受けた」

「はは、照れるね。先ほどから瑞みず々みずしい闘とう志しを感じていたんだが、やはり君だったか」

「そういうアンタは熟成しきってる感じがするな。けど年齢なんてどうでもいい。最高位のゲームなんて聞かされていたのに、他ほかの参加者は戦いを避さける方法ばかり探す腰こし抜ぬけと来て暇ひまを持て余してたところでね。………まあ、それは俺の相棒もそうなんだが」

　聞こえてるわよ、と不ふ貞て腐くされる声。

　二本槍の少年はその声を無視して青年を睨み、

「それに………曲がりなりにも同門が負けたんだ。仇かたきぐらいはとってやらねえとな」

「え？」

　不意に投げかけられた言葉に驚く。今の言葉は明らかに彩鳥へ向かって投げかけられた言葉だ。

　よく見れば二本の槍の造形には彩鳥も見覚えがある。

　彩鳥が所有している二本の槍もあの造形と同じもののはずだ。

「貴方あなたは………まさか、」

「さて、名を聞かれても困るんでな。先に名乗らせてもらう。───俺はコンラ。女王騎き士し筆頭・スカハサの弟で子しだ」

「初めましてコンラ。丁てい寧ねいな挨あい拶さつ痛み入ります。───ふむ、君も此方こちらのお嬢じようさんに負けず劣おとらずかなり強いな。しかも実年齢そのままじゃないか？」

　ターバンの青年が問うと、コンラと名乗った少年は不敵に笑って見せる。

「どうかな？　見た目に囚とらわれてると痛い目をみるのがギフトゲームだ。案外アンタより年上って可能性もある」

「はは、それは頼たのもしい。……と、自己紹しよう介かいがまだだったね。私は〝天軍デイーヴア〟から派は遣けんされた───」

「申し訳ないが鍛錬の時間はそこまでだ。そろそろ作戦会議を始めたい」

　鍛錬場の入り口から声が響ひびく。

　その宣言で鍛錬場の空気が一変した。

　カッカッカッと足を鳴らしながら鍛錬場に踏み入った男───〝ウロボロス〟のゲームメイカーであるジェームズは、その場に居合わせた参加者たちを見て口角を上げる。

「御お二人ふたりとも素晴らしい攻こう防ぼうだった。此これから共に戦う者として実に心強く思う。他の参加者たちも士気を高めたことだろう」

「───……」

　彩鳥は警けい戒かい心しんを強めてジェームズを睨む。

　ジェームズの後ろを歩いていた十六夜、ヘラクレス、アステリオスそしてララァとアカシアも姿を見せた。

　十六夜は鍛錬場を見まわしてからジェームズを睨む。

「おあつらえ向きに参加者がだいたい此こ処こに揃そろっているわけか。………丁度いい。今この場で例の話をしてもらおうじゃねえか」

（………？　例の話？）

　彩鳥が首を傾かしげる。

「仕方ない。君は武・智ち・勇の揃った貴重な戦力だ。それで君が納なつ得とくして協力してくれるというのなら喜んでしよう」

　何処どこまで本気かわからない物言いでジェームズは首を竦すくめておどけて見せる。

　そしてその場にいる参加者プレイヤーたちに宣言した。




「それではこれより───太陽主権戦争の第一回戦の勝者から、今回のギフトゲーム・

〝lost　Atlantis〟に隠かくされた、〝大父神宣言〟の活用法を披ひ露ろうさせてもらおうか」
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『　─　太陽の主権戦争　～失われた大陸編～　─





※太陽主権入手条件




①参加者同士の任意譲じよう渡と（ゲームによる自由対戦を含ふくむ）。

②別紙の大陸地図に記き載さいされたゲームを解き明かし進めよ。

③尚なお且かつ、最も神しん魔まの遊ゆう戯ぎに相応ふさわしい行動をした者に授じゆ与よ。

④　（後日記載）







※大陸内禁止事じ項こう欄らん




①参加者はアトランティス大陸から脱だつ出しゆつしてはいけない。

②参加者が脱出を試みる場合は勝利条件の謎なぞを解く必要あり。

③参加者は大陸内で参加者を殺害してはならない。







※大陸の上陸順番について




精せい霊れい列車内で最も多くゲームで勝利した者は上陸する場所を選せん択たくできる。

上陸した者は各自の判断・自己責任で開かい催さい期間である二週間を過ごして良い。

尚なお、先行してアトランティス大陸に上陸しているコミュニティは精霊列車と接せつ触しよくするまでゲーム内容を知ることが出来ない。







※第一回戦勝利条件




幾いく重えに重なり合った星を辿たどり、古き英えい雄ゆうを訪ね、大父神宣言の謎を暴あばけ。


太陽主権戦争進行委員会　印』











「さて、参加者の皆みんなは〝契約書類ギアスロール〟を取り出したかな？」

　階段に腰かけるジェームズ。

　他の参加者たちの手には羊皮紙の〝契約書類〟が握にぎられていた。

　各おの々おのが神しん妙みような顔でジェームズを意識しているが、中でも十六夜いざよいの警戒は今までに無いくらい高まっている。

〝ウロボロス〟───魔ま王おう連盟として幾度となく〝ノーネーム〟と戦ってきた仇きゆう敵てき。

　旧〝ノーネーム〟が作り上げた大連盟も彼らの手によって滅ほろんだというのは周知の事実でもある。全体の指揮を任されているゲームメイカーということは、今まで起きた数々の事件の中ちゆう枢すうにいた人間という事だ。

〝火か龍りゆう誕生祭〟に現れた黒こく死し斑まだらの魔王ペスト。

〝アンダーウッド〟の収しゆう穫かく祭でレティシアを攫さらい、空中城じよう塞さいと巨きよ龍りゆうを召しよう喚かん。

　その裏で滅ぼされた〝アヴァロン〟。

〝煌こう炎えんの都みやこ〟に巨人族をけしかけ、魔王アジ＝ダカーハの復活にも嚙かんでいる人物。

　そんな人物が目の前に居て、警戒するなというのがまず不可能だろう。

　飛鳥あすかや彩あや鳥とも今までに無いくらい緊きん迫ぱくした表情で睨んでいる。

　ジェームズもその辺りの敵意をヒシヒシと感じているのか、困ったように笑いながら肩かたを竦めた。

「………随ずい分ぶんと嫌きらわれたものだ。今は目の前の敵に集中するべきだとは思わないか？」

「思ってるさ。だからこうして話を聞く機会を設けてるんじゃねえか」

「それは君たちの事情でしかないと思うんだがね。本当なら私には説明の義務がない。それを君の事情でこうして説明する事になったんだ。その辺りの事情は汲くんで欲しい。私は君をまだ敵に回したくないんだ」

「………へえ？　そりゃまた高く評価してくれたもんだ」

「当然だとも。何せ君は中々に優ゆう秀しゆうで、放ほうっておけば謎を解き明かしたかもしれない。なので私としてもそれなりに警戒はしているんだよ」

　───[image: ][image: ]？　と怒ど声せいを上げる十六夜。

　しかしジェームズは怯ひるまない。

　勝者の余よ裕ゆうを見せる様に足を組んで〝契約書類〟を見せつける。

「まず勝利者の証明を見せよう。私の〝契約書類〟にはこう書かれている。





　〝汝なんじ、大父神宣言の真意に至る者。

　　その英知を以もって力ある勇者を導け〟───とね」






　参加者たちの敵意が高まる。

　文面をそのまま受け取るのであれば、ジェームズが指揮権までも手に入れた様に受け取れるからだ。

　しかし出会ったばかりの人間の指揮においそれと従う様な者がこの舞ぶ台たいに上がってくるはずがない。

　十六夜は皮肉気に笑ってジェームズを揶揄からかう。

「ふぅん？　それでアステリオスを介かいして原住民を裏で指揮してるって言いたいのか？」

「まさか。それは成り行きだ。アステリオス王には人を指揮する能力のある人間が必要だったみたいなのでね。ゲームメイカーの端はしくれとして知ち恵えを貸しただけさ」

　何より暇だったしね、と〝契約書類〟をヒラヒラと揺ゆらすジェームズ。

　十六夜は〝契約書類〟を読むことも無くジェームズを睨にらみつける。

　ジェームズと名乗るこの男───箱庭で多くの人間や種族と出会ってきた十六夜だが、目の前の男はそのいずれともタイプが違ちがう。

　戦いに身を置く類たぐいの参加者には見えないが、だからと言って絶大な力を持った主催者ホストというわけでもない。

　敢あえて分類するのであれば、ゲームには直接参加せず裏側で糸を引くタイプだろう。

「………ゲームメイカーっていうのは噓うそじゃなさそうだな。胡う散さん臭くさいオーラで息が詰つまりそうだ」

「はは、よく言われるよ。───ちなみに、私は既すでにゲームの報ほう酬しゆうを受け取っている。それが何かは………そうだな。主催者から派遣されたヘラクレスに説明してもらった方が信しん憑ぴよう性せいが高いかもしれないね」

　視線がヘラクレスに移る。

　腕うでを組んで壁かべに凭もたれ掛かかっていたヘラクレスは暫しばし思案したが、事実を告げるのは彼の役目でもある。

　前に出たヘラクレスは、主催者の〝契約書類〟を取り出した。

「参加者なら誰だれもが知っているとは思うが………太陽主権戦争はその名の通り、二四の太陽主権を奪うばい争うゲームだ。アトランティス大陸はその第一の舞台に過ぎない」

「ええ、そうね」

　飛鳥が相あい槌づちを打つと、ヘラクレスは頷うなずいて続ける。

「しかし今回のゲームは武力で参加者から奪い取る行こう為いが禁じられている。互たがいの合意の上で競きそい合うというのはまた別の話題だが、ルール上、奪い合いは禁止されているのだ。───このルールに違い和わ感かんを持った者は多いと思うのだが、どうだ？」

　此処に居る参加者のほぼ全員が同意する。

　太陽主権の奪い合いを謳うたっておきながら、ルール上は禁止。此れではゲームが成立しないのではないかと不満に思う者も多いだろう。

　飛鳥は隣となりのアルマに小声で問う。

「もしかして………その奪い合いを助長する為ためにメインゲームの報酬が存在する、ということなのかしら」

「え？　マスター、気が付いてなかったんですか？」

　アルマがわざと驚おどろいたように煽あおると、飛鳥はムッと頰ほおを膨ふくらませた。

　少し離はなれた席でアルビノの少女を抱かかえている鈴すず華かは考え込んでいる。

「この報酬、内容によってはかなり荒あれるんじゃない？」

「ええ。今まで隠されていただけに誰もが警戒しています」

　恐おそらくこの時点で気が付いていない人間の方が少ない。

　太陽主権戦争を成立させる為に必要な報酬の内容は、考えられる限り一つしかない。

　ヘラクレスは全員が事実を受け止める覚かく悟ごをしたのを確かく認にんしたのち、静かに語り出す。




「メインゲームの報酬は───〝指定した太陽主権の強制接収〟だ」




「っ、………[image: !!!]」
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　彩鳥も、飛鳥も、参加者プレイヤー全員の誰もが一いつ斉せいに息を吞のんだ。

　予想していたとはいえ、いざ明言されると言葉を失う。正に破格の報酬だ。

　最強種を呼び出す媒ばい介かいにもなる太陽主権は使い方を間違えれば魔王に堕おちるほどの力を秘ひめている。

　天地の理ことわりを砕くだく太陽の主権を強ごう奪だつ出来ると聞いて目の色を変えない人間はいない。

　だがそんな中で一人、全く別のベクトルで焦あせっている者がいる。

　十六夜は厳しい表情で歯嚙みした。

（予想はしていたが………不味まずいな。〝ウロボロス〟にだけは、蛇へび遣つかい座を渡すことは出来ない。この主権はＷＨＯに繫つながる唯ゆい一いつの渡し船だ）

　一三番目の黄道星座である蛇遣い座は現在、〝ノーネーム〟が保有している。

　本当は〝階層支配者フロアマスター〟が壊かい滅めつ的な打だ撃げきを受けた時や、強大な魔王が現れた時にのみ貸し出される主権なのだが、〝ウロボロス〟の一件や魔王アジ＝ダカーハの復活などが重なったことで、暫しばらくは〝階層支配者〟に任命された〝ノーネーム〟が保有することになったのだ。

（蛇遣い座………蛇の杖つえを掲かかげる国連機関・ＷＨＯの裏の顔に通じているという権能がある。太陽主権戦争を〝ウロボロス〟が度外視している場合、真っ先に狙ねらわれるのは俺たちの蛇遣い座の可能性が高い）

　無論、太陽主権には他ほかにも様々な力がある。

　だが外界の組織に直接干かん渉しようできる太陽主権は蛇遣い座だけだ。最悪の場合は獅し子し座ざを失ってでも守り抜ぬかねばならない。

　こうなってしまった以上、最優先で確認せねばならないことが二つある。

　十六夜は挙手してヘラクレスに問うた。

「主しゆ催さい者しや側に質問がある。いいか、ヘラクレス」

「構わないが、参加者から主催者への質問は一つの舞台で一度限り。加えてこの場で質問すると他の参加者にも情報を開示することになるが、それでもいいか？」

　一いつ瞬しゆんだけ逡しゆん巡じゆんした十六夜だが、すぐに頷いて続ける。

「コミュニティで一つしか質問出来ないなら、むしろ今この場で質問しなきゃ駄だ目めだ」

「お前がそう言うなら答えよう」

「よし。俺からの質問は〝主権を奪う際に勝者が副次的な情報を得る可能性の有う無む〟だ」

　ヘラクレスは僅わずかに首を傾かしげる。

「副次的、とは？」

「例えば───〝誰がどの太陽主権を保有しているか？〟〝太陽主権の各種権能〟だな」

「ああ、そういうことか。そういった副次的な情報は一いつ切さい与あたえられない。誰がどの主権を所有しているかは己おのれで調べる必要がある。逆に誰が何を保有しているか知らずとも、太陽主権を指名するだけで強制接収は可能だ」

　よし、と頷いて十六夜は一歩下がる。

　続けてミーシャと名乗る近代風の女性が右手を上げた。

「私からも質問。今回のゲームの参加資格って三つだけよね？」

「………？　それが質問か？」

「ああと、違う違う！　今の無し！　本題はその次よ。

　私が把は握あくしている参加資格って───




　①〝太陽の主権を一つ以上所有している〟

　②〝太陽に関する伝承・武具の所有〟

　③〝予選を勝ち抜いて本戦出場〟




　───この三つだけなんだけどさ。もしパターン①の参加者が予選をパスして本戦に出場したと仮定して………太陽主権を全すべて奪われたりしたら、ゲーム続行は可能なの？」

「いや、そのパターン①なら即そく時じ失格だ」

　回答を聞いた参加者全員が戦せん慄りつする。

　彩鳥は口元に手を当てて冷や汗あせを流した。

（そ、そうか………予選をパスした主権保有者が主権を失えば、そのまま参加資格の失効にも繫がる。もし予選をパスして主権が一つしか無い場合、ジェームズは相手を即時に失格に追い込むことが出来るのか）

　十六夜とミーシャは恐らく同じ状じよう況きようを懸け念ねんして質問したのだろう。

　ジェームズがすぐに権利を行使しなかったのは、〝強制接収権〟を交渉材料としてこの場の参加者たちを脅きよう迫はくするために違いない。

　その事実に気が付いた者たちは一斉に失格の危機を悟さとる。

　続いてアルマが右手を挙手して問う。

「私からも質問です。パターン②・③のコミュニティの参加資格は永続的なものですか？　或あるいは期限付き・制限付きでしょうか？」

「ふむ………それは二回戦開始時に説明される予定だが、今答えることも可能だ」

「ではお願いします」

「パターン②・③の参加資格は二回戦終しゆう了りようまでだ。それまでに何らかの形で太陽主権を得ていないコミュニティもその場で失格となる。つまり三回戦以降は、参加者全員が太陽主権を一つ以上所有している状況になるということだな」

（っ、不味い………！　想像以上に厄やつ介かいな状況だ………！）

　つまりほぼ全ての参加者が、ジェームズに行動を縛しばられている状況にあるという事だ。

　しかし状況がハッキリしたことでまだ打てる手はある。

　十六夜・ミーシャ・アルマテイアの三人が呼吸を合わせたかのように核かく心しん的な質問をしたおかげで、この場の参加者全員が状況を把握した。




①ジェームズに逆らうことは太陽主権を失う可能性がある為、現状では得策ではない。

②しかしジェームズは『誰が』『どの主権を』『幾いくつ所有しているか』を把握していない。

③己の手札・手札の枚数を安易に晒さらせばジェームズの交渉材料が増えて有利になる。




　この三つを参加者の共通認識として持たせることにより、少しでも今後のジェームズの発言力を削そごうという企たくらみだ。

　十六夜がこの状況で質問することの意味を汲くんだ二人のファインプレーだろう。

（主権を複数所有している〝ノーネーム〟と私たち〝クイーン・ハロウィン〟はまず安あん牌ぱい。ジェームズに面と向かって意見出来るのはこの二組くらいか。予選組の飛鳥さんも取り敢あえずは無事。………となると、この状況に一番困っているのは彼女でしょうね）

　彩鳥は横目でミーシャを見る。

　顎あごに手を当てて笑って見せてはいるが、彼女は予選の勝ち上がり組ではないだろう。

　心中穏おだやかではないはずだ。

　主権保有者として参加しているのなら、ジェームズの匙さじ加減一つで即時失格してしまう可能性もある。

「………ねえ、ヘラクレス。他のコミュニティに質問を代行してもらうことは？」

「可能だ」

「それじゃ誰か質問してくれない？　強制接収権を行使する期限が知りたいの」

　ミーシャの意図を悟った彩鳥はすぐに手を上げた。

「ヘラクレスさん。〝クイーン・ハロウィン〟が質問を代行します」

「わかった。………強制接収権だが、使用して消費するまで無期限で所有し続けることが出来る。二回戦、三回戦に持ち越こして好きな局面で行使可能だ」

　うわ～最悪、とミーシャは毒を吐はいた。

　つまり交渉材料として持ち続けて、相手の手札を把握した瞬間に使うことなども出来るということだ。二回戦、三回戦と連勝していけば三つまとめて奪うばうことも可能だろう。

　即失格の可能性があるミーシャや他のコミュニティは半はん端ぱな覚悟で主権を振ふるうことが出来なくなった。切り札である太陽主権を封ふうじられたようなものである。

　今まで無言で微笑ほほえんでいたジェームズだったが、参加者の質問が終わった気配を悟って前に出る。

「如何どうやら有意義な質問会が出来たようだね。まあ、私が四し面めん楚そ歌かになっただけとも言えるが」

「そう思うんだったらもう少し焦ってくれてもいいんだぜ？」

「まさか、その必要はないよ。依い然ぜんとして我われ々われ〝ウロボロス〟が優位なのは変わらない。そろそろ本題に入っても構わないかな？」

　柔やわらかな笑みを浮うかべるジェームズ。

　状況の整理が終わった以上、後は出方を窺うかがうしかない。

　十六夜は舌打ちして睨にらみつけた。

「いいぜ、聞いてやるよ。ギリシャ最強の魔ま王おうとやらを倒たおす為のプランがあるなら聞かせてもらおうじゃねえか」

「勿もち論ろんそのつもりだ。───しかしその前に、この場に残った勇ゆう敢かんな戦士たちに伝えておくべき情報がある。全員、〝契約書類ギアスロール〟の『太陽主権入手条件』を見て欲しい」

　ジェームズに促うながされ、参加者たちは〝契約書類〟に視線を落とす。




　　　　＊







『　※太陽主権入手条件


①参加者同士の任意譲じよう渡と（ゲームによる自由対戦を含ふくむ）。

②別紙の大陸地図に記き載さいされたゲームを解き明かし進めよ。

③尚なお且かつ、最も神しん魔まの遊ゆう戯ぎに相応ふさわしい行動をした者に授じゆ与よ。

④ゲームに勝利して入手した、強制接収権を行使した場合。　　　』






　勝利者が出た為ため、最後の入手条件が解放されたのだろう。

　ジェームズは入手条件の③を指さし、

「わざわざアトランティス大陸に残ることを選んだ君たちは既すでに気が付いているだろうが、今回のゲームはメインの謎なぞを解く以外に、賞与という形でも主権が与えられると示し唆さされている」

「〝最も神魔の遊戯に相応しい行動をした者に授与〟───つまり武力・智ち力りよく・勇気の三つだな」

「そう。ギフトゲームを代表する最も有名な三要素だ。メインゲームが智力だった以上、他の賞与は武力と勇気の二つであることはほぼ間ま違ちがいない」

　参加者プレイヤーたちの目の色が変わる。

　彼らがアトランティス大陸を離はなれなかった理由がそこにあった。勇名を轟とどろかすだけが目的でこの死地に残るほど酔すい狂きような参加者は、精々問題児たちくらいのものだろう。

（少なくともあと二つは手に入れるチャンスがある。アルマの力を発揮する為にも早く牡お羊ひつじ座ざを手に入れないと）

　飛鳥の所有するアルマテイアの正体は主神ゼウスが誇ほこる二つの武具の片割れだ。

　比ひ肩けんする者無きギリシャ最強の護まもりとしてその力を発揮するには、牡羊座の主権を手に入れる必要がある。もしも牡羊座が手に入るのであれば、飛鳥は最優先で手に入れねばならない。

「この二つを試ためす為の最大の敵───それがギリシャ最強の魔王・テュポエウス。アトランティス大陸そのものとも呼べる、巨きよ大だいな肉体を持つ魔王の名だ」

　遠くで地鳴りが響ひびき渡わたる。

　誰だれもが覚かく悟ごはしていただろうが、いざ真実を聞かされるとその絶大な力に眩暈めまいがする。大陸そのものと戦えと言われても一体どのようにして戦えばいいのだ。

　遥はるか遠くの地鳴りや噴ふん石せきの巨人族も全て魔王の細さい胞ぼうのようなものではないか。

　普ふ通つうに戦ったところで倒しきれるはずがない。

「………でも、謎を解いたお前は倒し方を知った。殺人種を───王おう冠かん種とやらを倒す術すべをお前は手に入れたはずだ」

「………！　此これは驚おどろいた。王冠種と主権戦争の関連性に気が付いていたのか？」

　意外な反応に十六夜の方が驚く。

　如何やらジェームズにしても重要な情報だったらしい。

「そこまで理解しているのなら話は早い。私は既に〝ガイアの末ばつ子し〟ことテュポエウスの打だ倒とう方法を手に入れている。後は君たちが協力するか否いなかだ」

「そりゃありがたい話だが、理解できない行動でもある。お前が黙だまってアトランティス大陸を退去すれば殆ほとんどの参加者は手て詰づまりだ。一回戦はお前が強制接収権をゲットして終わり、というシナリオもあったはずだ。そうしなかった理由は何だ？」

　鋭するどく十六夜が斬きり込むと、ジェームズは酷ひどく傷ついた顔をした。

「いや………私は戦せん闘とうを好まないが、決して臆おく病びよう者というわけではないぞ。これでも若いころは学生ボクシングでそれなりに良いい成績を、」

「あ～はいはい、了りよう解かいした。アンタの武勇伝はまたの機会にじっくり聞いてやる」

　如何でもいい話で茶ちや化かそうとするのはこういう男の常じよう套とう手段だ。まともに相手をしていたらキリがない。

　………ボクシングの話が出来なくてガッカリしているのもきっと演技だろう。

（要するに、目的は別にあるってことか。食えねえ野や郎ろうだ）

　目的が何であれ、アトランティス大陸に残ってくれたのはありがたい。

　勝者だけが手に入る恩おん恵けいや情報を持ち逃にげされたりしたら、それこそ大陸を全員で退去するしかなかった。

　敵は〝疑似アナザー創星図コスモロジー〟すら所有する魔王。

　情報と戦力は少しでも多い方がいい。

「それではお待たせした。早さつ速そく作戦会議を───」

「ちょぉっと待った！」

　ジェームズが話し出そうとしたその時。

　彩あや里ざと鈴華が声を張って右手を上げた。

「………何かね？」

「質問なんですけど、そのギリシャのトンデモ魔王ってどんな伝承の魔王なんですか？　よく知らない人間が此こ処こにいるので、共通認にん識しきを持つ為にも、その辺りを詳くわしく語って欲しいです！」

　伝承には多た岐きにわたる逸いつ話わと解かい釈しやく論ろんが存在している。

〝ガイアの末子〟───魔王テュポエウスがどの様な魔王なのかを参加者たちが語り合うのは決して無む駄だな行こう為いではない。

　ジェームズが無言で他ほかの参加者に意見を求めると、異論は上がらなかった。

「ふむ………いや、そうだな。お嬢じようさんの言う通りだ。しかし生憎あいにくと私はストーリーテラーの才能がない。私の友人はそういうのが得意なのだがね」

「………ふぅん？　語り部べに知り合いが？」

「ああ。羨うらやんだことは一度もないが、此ればかりは天性のものが必要だ。出来ればギリシャ神話に連なる者……アルマさんにお願いしてみるのはどうかな？」

　私ですか？　と自分を指さすアルマ。

　大父神ゼウスの乳母うばである彼女なら知っていると判断してのことだろう。

　アルマは視線で飛鳥に許可を求める。

「良いんじゃない？　もう謎を解いた人が出てきたんだから、誰も有利不利が出ないでしょう？」

「マスターがそう言うのであれば従いましょう」

　それでは、と小物入れに手を入れてゴソゴソと漁あさり始めるアルマテイア。〝ガイアの末子〟について語る上で何か重要な道具があるのかもしれない。

　壁かべに顔を突つき合わせてゴソゴソと準備をする。

　飛鳥たちが首を傾かしげて待っていると………

「───コホン！　それでは、お待たせしましたのじゃ」

「のじゃ!?」

「のじゃ[image: !!?]」

「はい、お待たせしましたのじゃ」

　Ｗ字髭ひげを付けて振り向くアルマ。穏やかな女性による唐とう突とつなネタ振りに固まる一同。しかし当人はＷ字髭を触さわりながらドヤ顔を崩くずさない。

「ふふふ、何時いつかこういう機会が巡めぐってくるものと期待しておったのじゃ。古き神話を語る語り部と言えば、立派な髭のある老人と相場が決まっておるのじゃ」

「な、なるほど？　そういうものなのね？」

　困こん惑わくしたまま納なつ得とくする飛鳥。

　ツッコミどころを見失った彩鳥。

　よく分からないがワクワクし始めるアルビノの少女。

　何時の時代の何処どこの価値観かは知らないが、アルマにとって語り部とは老人でなければならないらしい。

　十六夜はしげしげとアルマのＷ字髭を見ながら、

「その髭、ずっと持ち歩いていたのか？」

「〝大父神宣言〟が議題に上がった時から、きっと役に立つと用意しておいたのじゃ。ちなみに紙かみ芝しば居いも頑がん張ばって作ったのじゃ」

　アルマがドヤ顔で紙芝居を取り出すと、アルビノの少女だけが瞳ひとみを輝かがやかせてパチパチと拍はく手しゆしている。紙芝居を初めて見る彼女は興味津しん々しんだ。

　ツッコミを入れたかった面々はその瞳に圧おされてツッコミを入れられずにいる。

　瞳を輝かせる少年少女を無下にするようでは一流の参加者とは呼べない。参加者とは箱庭を彩いろどる華はなであり光であり星でなければならない。

　………そして会議の進行をしていたジェームズは、

「素す晴ばらしい。では早速語ってもらおう」

「ＯＫ、ツッコミ不在ってことだな」

　十六夜は状じよう況きようを整理する努力をぶん投げた。

　本人も観客もノリノリとあっては止めるほうが無ぶ粋すいというもの。此処は大人しくアルマの語りに集中するべきである。

「さてさて………此れは昔々のお話。箱庭が黎れい明めい期きにあった頃ころにまで遡さかのぼる昔話。

〝ガイアの末子〟・魔ま王おうテュポエウス。

　彼について語るには先まず、大地母神ガイア───蒼あおき星の半星せい霊れいについて語らねばならんのじゃ」

「………半星霊」

　飛鳥は帝たい釈しやく天てん───御み門かど釈とく天てるから聞いた話を思い出す。半星霊とは中ちゆう華か神群の〝斉せい天てん大たい聖せい〟やインド神群のプリトゥヴィ＝マータがそのカテゴリーに分類される。

　大地母神ガイアも同様に半星霊らしい。

　釈天曰いわく半星霊と呼ばれる種に共通しているのは、彼らが半神半星の最強種のハイブリッドであることだという。

「星霊って最強種の中でも更さらに強力な力を持つ種よね。蒼き星の大星霊なんて者も現れたけど、半星霊や星霊はどの様に現れるの？」

「己おのれの力で自じ我がを獲かく得とくするか、生きつ粋すいの神しん霊れいによって覚かく醒せいさせられるかの二択たくなのじゃ。中でも大地母神ガイアは自身を目覚めさせた古き神々に星の楔くさびの役割を与あたえられ、多くの種族や神々を産み落としたのじゃ」

　ポロン、と何処からともなく取り出した竪たて琴ごとを鳴らす。

　付け髭を触りながら遠い目をしたアルマは、少し寂さみしそうに語る。

「美しい亜あ麻ま色いろの髪かみに、輝くような蒼い瞳。少女の様に愛らしい唇くちびるは妙たえなる歌声を響かせ、白い手で握にぎられれば男神たちはもう夢中にならざるを得ない。当時の神々は誰もがガイアに恋こいをして、誰もがガイアの口にした未来に思いを馳はせたのじゃ」

「………ガイアの語る未来？」

「彼女は神々の未来、人類の未来、そして星の未来についても肯こう定てい的で、何時も嬉うれしそうに笑ってこう口にしていたのじゃ」





　───〝人類が星の一部である以上、人類の発展は星の発展と変わらない。

　　　　　何時か人の子らが蒲公英タンポポの綿毛の様に海を越こえ、空を越え、世界を越え、

　　　　　蒼き星の種子を届けてくれるのなら、こんなに嬉しいことはないと思うの〟






「まあ………！　そんな風に思ってくれるなんて、素敵な神様じゃない」

「うむうむ。かの白びやく夜や王おうもガイアの事は猫ねこ可愛かわいがりしていたほどなのじゃ。〝この者は何時か私と並び立つ者に育つやも知れぬ〟と語っていた記録が残っているのじゃ」

　飛鳥は手を叩たたいて楽しそうに聞き入っている。

　アルマの優やさしい語り口と気合いの入った紙芝居に瞳を輝かせるアルビノの少女も、美しい神の母と聞いて熱心に頷うなずいている。

　他の参加者プレイヤーたちも初めて聞く話だったに違ちがいない。

　古いにしえの神話───それも箱庭の黎明期を生きた者だけが知る真実を今、彼らは当事者の口から聞かされている。

　大父神ゼウスの乳母であるアルマは、きっと全すべてを見届けたはずだ。

　十六夜は難しい顔で問う。

「星の種子………か。人間も他の生命も等しくその一部だと言っていたのか？」

「そうなのじゃ。ガイアには他の半星霊の姉妹たちと違い、星の未来を描えがくビジョンがハッキリと存在していたのじゃ。今の歴史も六割くらいは当時にガイアが描いたものが下地にあるのじゃ」

「………!?　何それ初耳よ。本当なのコンラ？」

　ミーシャが小声で呟つぶやきながらコンラを睨にらむ。

　コンラは首を竦すくめて見せた。

「さて、俺には何とも。箱庭の黎明期ってことは天てん啓けい聖せい典てんの元ネタっすよ？　神話の更に原型の歴史を記録してる人間なんて、女王以外は六人しかいないって話だろ？」

「………つまり古神でもない限り誰だれも知らないレベルの話ってことか」

　爪つめを嚙かみながら引き下がるミーシャ。

　十六夜も疑問に思うところがあったのか、右手で顎あごを撫なでながら疑問視する。

「ぶっちゃけ、かなり意外だ。俺たちが戦った半星霊とは真逆の意見じゃねえか」

「そうよね。それに結果としてガイアは魔王テュポエウスを産み落としたんでしょ？」

「そういうことになる。殺人種は人類を喰くらうわけでもなく、〝人を殺す〟事に特化した種だ。人類という種を消しよう滅めつさせるつもりが無ければ殺人種なんて産まない筈はずだ」

　如何どうしてガイアの意見が百八十度変わってしまったのか疑問が尽つきない。

　アルマは何も答えず、ポロン、と竪琴を悲しく響ひびかせる。

　今までとは一転して表情を曇くもらせたアルマは、付け髭を取って首を横に振ふった。

「………ガイアの夢は、ある日突とつ然ぜん潰ついえました。彼女の夢は、とある戦争が起きるまでの泡沫うたかたの夢だったのです」

「戦争？」

「そう。箱庭の黎明期に起きた原初の戦争。星霊と神々が対たい峙じすることになった全ての始まり。───後に続くディストピア戦争や七しち天てん戦争にも繫つながる全ての元げん凶きよう」




　其その名を〝星神戦争ギガントマキア〟。

　大父神ゼウスと魔王テュポエウスの決着によって終わりを迎むかえたこの戦争は、第一次戦争であるティタノマキア、第二次戦争であるギガントマキア、そして総決算である第三次戦争まで続いた壮そう絶ぜつなものだったと伝えられている。

「特に第二次星神戦争で神々と争った巨きよ人じん族は、大地母神ガイアの加護により、神々の権能を全て無力化するという凄すさまじい力を持っていました」

「け、権能の無力化[image: !!?]」

「はい。蒼き星の星せい権けんによる力です。しかも、一握りがそうだったわけではありません。巨人族全員が権能を無力化する力を秘ひめていたのです」

　一部の参加者が絶句する。

　神々の権能は恩おん恵けいの源泉だ。その権能を無力化するということは、同時に神々の恩恵を無力化する力も持っていた筈だ。

「天が裂さけ、大地が砕くだける、それはそれは凄まじい戦争でした。第三次戦争では圧あつ倒とう的な力を持つ主神ゼウスでさえ、魔王テュポエウスの前に敗北を喫きつします」

「しゅ、主神が敗北するなんてことあり得るの？」

「場合によっては。しかし一度は敗北して囚とらわれたゼウスですが、彼を救い出そうと努力した仲間たちによって九死に一生を得たのです」

　おお～と歓かん声せいを上げるアルビノの少女。

　髭ひげは外したが、紙芝居は続いている。

「如何にか生き延びたゼウスですが、絶大な力を持つ魔王テュポエウスに正面から挑いどんだのでは敗北は必至。そこでゼウスを助けようとした女め神がみたちは大地母神の加護を奪うばう為ための大樹の実───〝星せい辰しんの実〟を魔王テュポエウスに食べさせたのです」

「………？　いやちょっと待て。何だ〝星辰の実〟って。〝運命の実〟の間違いじゃないのか？」

　話を聞いていた十六夜は右手を上げて問う。彼は元の伝承を知っている故ゆえに違い和わ感かんがあったのだろう。

　両方とも意味としては同じものだが、アルマのニュアンスに疑問を覚えた。

　アルマも付け髭を付けなおし、十六夜の意図を理解して頷く。

「十六夜よ。貴方あなたの知っている魔王テュポエウスの伝承では、その〝運命の実〟はどの様に語られていたか覚えているのじゃ？」

「大おお雑ざつ把ぱな流れはそんなに変わらないな。

　戦いに勝利した魔王テュポエウスは女神たちに〝願いの叶かなう運命の実〟を与えられた。しかし献けん上じよう品と信じて食べたその実は〝願いが決して叶わなくなる運命の実〟だった───っていう、一種のハニートラップだよな」

「そうなのじゃ。男は何時いつの時代でも美人に弱いのじゃ」

「そんで〝運命の実〟を食べたテュポエウスは力の多くを失うって流れだ」

「表向きはの。実はこの伝承には裏があるのじゃ」

「裏？」

　十六夜が怪け訝げんな顔をすると、ジェームズが話を遮さえぎる。

「その話はまた後で私からする。アルマさんは紙芝居を続けてくれ」

「うむ、では続けるのじゃ」

　此こ処こからのアルマテイアの語る伝承は一いつ般ぱん的に知られている伝承とそう変わりはしなかった。オリュンポスの神々は瀕ひん死しの重傷を負ったゼウスを守り抜ぬき、傷を癒いやしたゼウスと大地母神の加護を失った魔王テュポエウスとの再戦が始まる。

　天が裂け、地が砕け、山々が飛び交かう程ほどの壮絶な戦いだった。

　しかしどんな戦いにも終わりは来る。

　戦いの最後はゼウス最強の一いち撃げき───雷らい霆ていケラウノスによって決着を迎えたのだ。

「一つの神話戦争を終結させたその一撃は世界中に轟とどろき、ギリシャ世界にも平和が訪おとずれた。主神ゼウスは戦争に勝利したことでその地位を盤ばん石じやくにし、大父神として永く続く治世を築いたのじゃ」

　めでたしめでたし、と紙かみ芝しば居いを終える。

　アルビノの少女が瞳ひとみを輝かがやかせながらパチパチと拍はく手しゆを送ると、釣つられて何人かが拍手を送る。

　鈴華も同じく拍手していたが、ふと思い出したように人差し指を顎に当てた。

「………ケラウノス？」

「如何しました鈴華」

「ケラウノスって、何処どこかで聞いたことがなかったっけ？　確か牡お牛うし座ざの、」

「そう、雷霆ケラウノス。此れこそが本題の武器だ」

　ジェームズが注目を集める。

　そしてアステリオスに歩み寄っていった。

「参加者ならば誰もが知っているだろう。二四の太陽主権の中でも最強の破は壊かい能力を持つという牡牛座の主権。両刃斧ラブリユスの原型、力の象しよう徴ちよう。奇くしくもアステリオス王の持つ牡牛座の主権が、魔ま王おうテュポエウスを倒たおす切り札の一つなのさ」

「っ………」

　参加者と原住民の視線が一いつ斉せいにアステリオスに向けられる。特に居合わせた原住民たちの目には期待と憧しよう憬けいの感情が強く映っている。

　一部の者は如何してジェームズがアステリオスに助言をしているのかを悟さとった。

　牡牛座の主権はこのゲームを勝ち抜く上で最も重要な切り札。

　その切り札を持つアステリオスを押さえておけば、一回戦の褒ほう賞しようを総取りすることも不可能ではない。

　この男には初めからアステリオスと原住民に手を貸す理由があったのだ。

「………なーるほどな。状じよう況きようを完全に理解した。勝算は十分みたいだな、ジェームズ」

「勝算の無い戦いはしないさ」

「だが牡牛座のケラウノスだけじゃピースが足りない。もしかして一回戦の勝者様は、もう一つの切り札を既すでに獲得してるんじゃねえか？」

「何ですって!?」

　飛鳥が声を荒あらげる。今の話を総そう括かつすると、魔王テュポエウスを倒すためには二つの切り札が必要ということになる。

　戦いの決着を付ける為の雷霆ケラウノス。

　力を奪う為の〝星辰の実〟。

　この二つが揃そろって初めて主神ゼウスは勝利を収めることが出来た。

　如何いかに太陽主権戦争の参加者たちに一いつ騎き当とう千せんの実力者が揃っていると言っても、主神に勝利する魔王に勝つには全てのカードが揃っていなければ話にならない。

　ジェームズは瞳を細めて微笑ほほえみながらギフトカードを取り出した。

「君が居てくれると話の進行が早くて助かるな。───如何にも、私は既に〝星辰の実〟が生えていた場所を突つき止めて、此の種を入手している」

「生えていた？　アトランティス大陸に？」

「そうだ。この大陸は魔王テュポエウスの死骸だ。つまり伝承には書かれていない、〝大陸に実を食べさせた〟という表現が存在することになる」

　ジェームズの推理に、飛鳥はポンと手を叩く。

「つまり〝魔王に運命の実を食べさせた伝承〟＝〝大陸に星辰の実の種を植え付けた事実〟ということなのね？」

「そうだ。この星辰の実というのも中々に危険な植物でね。あらゆる物質・流体を取り込んで無限に成長する性質があるらしい。魔王テュポエウスの心臓である〝星アス辰トラ粒ルナ子ノマ体シン〟の結けつ晶しよう体がある大鉱脈に寄生してその力を吸い上げていたというわけさ」

「うわあ、何それ。ちょっとしたホラーじゃん」

　鈴華が身み震ぶるいする。体内に侵しん入にゆうした未知の植物が全身に広がる情景を想像してしまったのだろう。

「そんな樹きが私たちの世界にもあるの？」

「それは私の回答義務に含ふくまれない………が、推測で良ければ。この植物は一定の大きさに育つために粒子の結晶体を取り込まねばならないから、外界で原種が生き残っている可能性はほぼ無いだろう。箱庭でもこの大陸くらいにしか残ってない筈だ」

　十六夜はふと、オリーブの樹を思い出す。

（この地には当時の原生生物がそのまま残っている。その謎なぞの植物が残っていても不思議ではないか）

　そしてジェームズが〝星辰粒子体〟についても精通しているという事実も見み逃のがせない。近代出身の可能性が高いこの男は〝ウロボロス〟がどの様に粒子体と絡からんでいるのかも知っている筈はずだ。

　機会さえ摑つかめればその辺りの情報を掘ほり返すことも不可能ではない。

「二つの勝利条件が手のうちにある今、我われ々われがとるべき行動は一つ。魔王テュポエウスを倒すために一いつ致ち団結することだけだ。………そうは思わないかい？」

（胡う散さん臭くさい）

（胡散臭い）

（ものすごく口が臭い）

　参加者プレイヤーは一いつ瞬しゆんだけ一致団結した。

「当面の敵は三つの区分に分けることが出来る。

〝群体である巨人族〟

〝魔王テュポエウスの肉体であるアトランティス大陸〟

〝魔王テュポエウスの精神が宿った化身アバターとその仲間たち〟

　この三つに加えてもう一つ、〝星辰の実〟の種を敵の心臓に埋うめ込みに行く為の四つに部隊を分ける必要がある。異論は？」

「ない。が、質問はある。連れん絡らくの取れていない外の参加者とはどう足並みを合わせるつもりだ？」

「既に向こうから接せつ触しよくがあったよ。此方こちらの動きに合わせて動き出すそうだ」

　そこまで手を回してあるのなら特筆して十六夜から何かを言う必要はない。あとは部隊の分け方についてだが───

「話はわかった。だが部隊分けについては俺たちに任せて貰もらってもいいな？」

「………ほう？　それは何故なぜだ？　私が信用できないからか？」

「馬ば鹿か言え、信用云うん々ぬんを言うのなら身内以外の参加者なんて全員競争相手でしかねえよ。だけど一つ目の褒賞を手に入れてるお前が俺たちの指揮を執とったり部隊編制までやり始めたら、不平不満が爆ばく発はつするぞ」

　呆あきれながらジェームズを見ると、彼も鷹おう揚ように頷うなずく。

「ふむ───やはり君は優ゆう秀しゆうだ。可能なら指揮と編制は君にやって欲しいものだ」

「それもコッチで決めるからテメェは自室に籠こもってろ。もしくは原住民を含めた全体の作戦開始の調整でもしてろ」

「わかった。全体のスケジュール調整は私も得意分野だ。そちらは君に任せよう」

　踵きびすを返して背を向けるジェームズ。

　だがその背中にアステリオスが叫さけんだ。

「待てジェームズ!!　まだ肝かん心じんなことを話してないだろう!?」

　ん？　と首を傾かしげながら振ふり返るジェームズ。十六夜も同様に不思議そうな顔をする。進行役だった二人は共に話すべきことは話したつもりでいた。

　後は部隊分けくらいしか必要事じ項こうは無い筈だ。

　しかしアステリオスの表情は今までにないほど緊きん迫ぱくしている。

　気になった十六夜は背後からアステリオスに問うた。

「どうした？　王様的な質問か？」

「………そうとも言える。魔王テュポエウスが所属しているコミュニティ、〝ユグドラシル〟に深く関かかわることだ」

　参加者全員が耳を傾かたむけ始める。この地の王として迎むかえ入れられたアステリオスの言葉は無視できないものがある。

　まだ何か語られていない伝承があるならジェームズへの対たい抗こう策としても使える。

　だがアステリオスの口から出て来た言葉は、参加者たちの予想を裏切った。

「今の魔王テュポエウスは、化身アバターである人間の身体からだを使っている。………そうだな、ヘラクレス」

「ああ、間ま違ちがいない」

「ではその化身が何者なのか───如何どうして、粒子体研究の犠牲者なのか。俺たちは参加者に説明するべきだ」

　アステリオスの言葉に逸いち早はやく驚おどろいたのは、司祭のアカシアと司祭補ほ佐さのララァだった。

　十六夜も耳を疑った。彼はこの瞬間まで魔王テュポエウスの化身が粒子体研究の被ひ験けん者しやであることを知らなかった。故ゆえに化身も何処かの神話の人物だろうと推測していた。

　しかもアステリオスはその化身を犠ぎ牲せい者だと呼んだ。

　つまり彼はテュポエウスの化身が粒子体研究の被験者・実験体であることまで知っていることになる。

　では誰だれがアステリオスにその情報を吹ふき込んだのか？

　───答えは、一人しかいない。

（ジェームズ………やっぱりコイツも、粒子体研究に一枚嚙かんでるってことか………[image: !!!]）

　今にも襲おそい掛かかりそうな視線で十六夜はジェームズを見る。

　ジェームズは顎あごに手を当てたまま暫しばし思案し、ゆっくりと首を振った。

「此これは本心からの言葉ですが………他ほかの参加者たちには黙だまっていた方がいいでしょう」

「な、何故だ!?」

「士気に関わります。万ばん人にんが知るべき情報ではない」

　反論を許さない強い口調で断言するジェームズ。如何やら余よ程ほどの情報らしい。しかし情報を隠いん匿とくされた参加者たちの中には不満を持つ者も少なくない。

　その様子を確かく認にんしたジェームズは僅わずかに笑みを作り、

「どうしても吐はき出さねば辛つらいというのなら………そうだな。十六夜君にだけコッソリ話すことをお勧すすめします。彼ならば適切な助言をくれるでしょう」

「そう………だな。十六夜なら信用できる」

　アステリオスは小さく頷く。

　ジェームズは今度こそ鍛たん錬れん場に背中を向けて去っていく。

　十六夜は一連の流れを見届けて、苛いら立だたし気に舌打ちした。

　ジェームズが十六夜を持ち上げ続けていたのは理由がある。

　此れだけ他の参加者から敵視されているジェームズが十六夜を推すい薦せんすれば、表立って十六夜が発言することに不快感を抱いだく人間も出てくるだろう。

　十六夜が全体の指揮を執ることをジェームズが懸け念ねんしていた証しよう拠こだ。

（面めん倒どうくさい手を打って来やがる。他の連中の視線が痛いじゃねえか）

　迂う闊かつだった。

　アステリオスに助言をしていたと聞いた段階で、何を吹き込まれたのか深く問うておくべきだった。アステリオスの追い詰つめられたような表情をみるに、余程の情報を与あたえられてしまったのだろう。

　話を聞いてやるのは構わないが、他の参加者に悟さとられない状じよう況きようを用意せねばならない。

　面倒なことこの上ない奸かん計けいだが、この程度の妨ぼう害がいに臆おくする十六夜ではない。

　疑いをかけられようが何だろうが、己おのれの中で理論武装した回答が存在するのだから何を憂うれう事もない。

　ふんぞり返るようにして参加者たちの注目を集めた十六夜は、

「さてさて………本題に入る前に、この場にいる参加者全員に聞きたいことがある」

「何かな？」

　今まで黙っていたターバンの青年が問う。

　親指でジェームズの背中を指さした十六夜は、蟀谷こめかみに青筋を立てて、

「意思の統一を図はかりたい。あのジェームズとかいう野や郎ろうだが………もし怪あやしく思わない人間が居るのなら、この場で手を上げてくれ。熟じゆく慮りよしてもらう為ために三分待つ」

　十六夜が三本指を立てると、鍛錬場に静せい寂じやくが訪おとずれた。




　───…。

　───……。

　───………。




「ＯＫ！　つまり全会一致で信用できないってことでいいな!?」

「っていうか胡散臭すぎ！　途と中ちゆうから信用してもらうつもりなかったでしょあの人！」

「〝ウロボロス〟の悪行を知っている人間なら信用しようとは誰も思わないわ。彼を信用するくらいならどこぞのボンボン坊ぼつちゃんを信用したほうがまだ建設的だもの」

　鈴華と飛鳥が声を上げると、〝ウロボロス〟が関かん与よしてきた事件を知っている他の参加者たちも続く。やはりコミュニティの信用とは重要だと十六夜は思った。

　特にミーシャは厳しい顔をして手を上げる。

「信用できるできない以前に、重要な話を隠かくしたままじゃない。勝利条件を開示したくせに、〝大父神宣言〟の謎は提示しなかったわ。何かを確信犯的に隠しているに決まってる。───それに、」

　ミーシャはアステリオスを見つめ、

「アステリオス王。失礼を承知でお聞きします。貴君の所有されている牡お牛うし座ざのケラウノスとは、魔ま王おうテュポエウスを打倒し得る程ほどの超ちよう兵器なのでしょうか？」

「っ………」

　即そく答とうできずに視線を逸そらすアステリオス。

　アステリオスが把は握あくしているケラウノスの権能は、〝無限に稲いな妻ずまを集束させて放つ〟というものだ。時間さえかければアトランティス大陸を消し飛ばすことも可能かもしれないが、それでは数日かかってしまう。

　今回の戦いで運用するのは現実的ではないだろう。

「………やっぱりね。〝大父神宣言〟の謎なぞを解かない限り、雷らい霆ていケラウノスは真の力を発揮しないんだわ」

「俺も同意見だ。答えに至るまでの過程を省いて勝利条件だけを提示したのは、その過程に何か重要な情報が隠されているからだと考えるのが妥だ当とうだ」

　ゲームの勝利条件にはこう書かれている。

〝幾いく重えに重なり合った星を辿たどり、古き英えい雄ゆうを訪ね、大父神宣言の謎を暴あばけ〟と。

　十六夜は此こ処こまでの流れを整理する為に〝契約書類ギアスロール〟を取り出す。

「〝幾重に重なり合った星を辿り〟の文章は〝星ステラ〟と〝石柱ステラ〟、及および〝石碑ステラ〟を重複させた謎が隠されていた」

「〝古き英雄を訪ね〟の文章はヘラクレスの石柱ステラへ向かわせる為の意味と、主催者ホストが派は遣けんした英雄ヘラクレス本人でもあるわね」

　飛鳥の合いの手に頷く十六夜。

「そして本当なら、魔王テュポエウスの心臓部に繫つながる洞ほら穴あなで〝大父神宣言〟に関わる謎を手に入れる筈はずだった。だけどこの場にいる人間の殆ほとんどは例の騒さわぎで石せき碑ひの文面を読むことが出来なかっただろ？　そこのカジュアルコンビも手に入らなかったんじゃないか？」

　ミーシャとコンラに問いかけると、二人はムッとした顔で首しゆ肯こうする。

「………そうね。全すべてを手に入れる時間は無かったわ。何処どこかの戦いくさ馬鹿が他の参加者プレイヤーと小こ競ぜり合いしてなかったらサクサク進めたんだけどね」

「へいへい、俺が悪かったですよ」

　悪態を吐つくミーシャと、肩かたを竦すくめておどけるコンラ。

　ゲームの半ばで噴ふん火かが始まり巨きよ人じん族が姿を現し始めた。

　参加者たちも己の身を護まもるので精せい一いつ杯ぱいだったはずだ。

「そこで物は相談なんだが。───此処に、俺たちが入手した石碑の文面の写しがある」

「っ………!?」

「ヘラクレス。中身が正しいか確認してくれ」

　十六夜が携けい帯たい電話を投げて寄よ越こすと、ヘラクレスは首を傾げながら受け取る。しかし彼の大きな手の平には携帯電話の液えき晶しよう画面は小さすぎる。

　慌あわてて駆かけ寄った彩鳥が操作方法を教えると、ヘラクレスは感心した様に頷いた。

「ほう………指を横に滑すべらせると、頁ページが変わるのか………」

「はい。スライドして頁送り、ダブルタップで拡大です」

「おお………此処を触さわるとどうなる？」

「えっと、此れは歴史アプリです。偉い人じんなどの検けん索さくも出来る機能ですね」

「ほほう。つまりこれ一つで情報には事足りると………外界にはこのような多機能のギフトが………なるほど………ふむ………」

　ポチポチと液晶画面と格かく闘とうするヘラクレス。楽しそうにしているのは良いいのだが、早く文面を確認して欲しい。

　参加者たちも緊きん張ちようした面おも持もちで待機している。

　わざわざ碑文の重要性を説いた上でその模写の存在を提示したということは、十六夜から参加者たちに何か交こう渉しようがあるはずだ。

　安あん穏のんとしていられる時間は多いようで少ない。

　巨人族が侵しん攻こうしてくる前にやらねばならないことは多くあるのだ。

「うむ───よし。十分に堪たん能のうした！」

「いや堪能してんじゃねえよ文面確認したのかよ」

「勿もち論ろんだ。碑文の模写で間違いない」

　ヘラクレスが認めると、十六夜は即座に宣言した。

「もし俺の指揮と部隊編制に従ってくれるなら、碑文の内容と情報の開示、及び〝大父神宣言〟の謎解きについて情報を共有しようと考えている」

「………へえ？　随ずい分ぶんと太っ腹だけど、私たちに有利過ぎる条件じゃない？」

　サングラスの下からミーシャの碧あおい瞳ひとみが光る。

　ジェームズとのやり取りで警けい戒かい心しんを高め過ぎたのか、旨うますぎる話を素す直なおに受け止められないのだろう。

　十六夜は携帯電話を回収しながら人差し指を立て、

「ハッキリ言っておく。智ち力りよく＝謎解きだった以上、残りの二つの条件はほぼ決まったと言っても過言じゃない。気が付いてない奴やつはいないだろ？」

　当然だ。主権戦争に出場するような参加者が此処まで来てその程度の事もわからない筈がない。

　この状況で武力と勇気を試ためすとなれば、考えられるのは二つ。

　武力＝魔王テュポエウスの打倒。

　勇気＝英えい傑けつヘラクレスからの推薦。

　この二つが最も有力な褒ほう賞しようの条件だ。

「つまり必然的に、巨人族との戦いに回されるメンバーはこの最後のチャンスからも外れることになる。だから公平性を保つために、巨人族の討とう伐ばつは各コミュニティから一人を選せん抜ばつする方針で行こうと思う」

　どうだ？　と十六夜は一度話を切る。

　参加者たちは顔を見合わせて話し合い始めたが、別段異論は上がらない。十六夜の語る作戦に公平性を感じたからだろう。

「加えて二つの主力部隊は俺とヘラクレスを分ける。つまり俺はヘラクレスにアピールする機会を一つ失うわけだ」

「………本気で言ってるの？」

「当然だ。敵はギリシャ最強の魔王だぞ。オリュンポスの神様連中が束になって策を練って知ち恵えを絞しぼってやっと勝てた敵を相手にしようっていうのに、参加者側が協力態勢を取れないなんてことになってみろ。マジで瞬しゆん殺さつされるぞ」

　迫はく真しんの言葉に参加者たちは言葉を吞のむ。

　そう───敵は主神ゼウスでさえ圧あつ倒とうした最強の魔王の一角。

　本来なら大陸級の巨体に加えて〝疑似アナザー創星図コスモロジー〟まで振ふり翳かざしてくる強敵である。

　前回は純粋な破は壊かい能力しか発揮しなかったが、〝アヴェスター〟の様に隠された力を秘ひめているのは間ま違ちがいないだろう。そうなったら参加者だけでは手が付けられない。

　勝利する為の恩おん恵けいが揃そろっているからなんだというのだ。神しん霊れいでもない人間ベースの参加者たちが束になって掛かかったところで、本来なら勝てる筈などない。

　己の不利益を鑑かんがみている場合ではないのだ。

「個人でゲームに参加してる人間は、編制決定までに俺かヘラクレスに売り込んでくれ。戦力は少しでも欲しい。実力者は最前線に出るべきだ。他ほかに異論は？」

「───……」

　静まり返る鍛たん錬れん場。

　アルマはちょっぴり感心した。

（おお………上手うまく流れを作りましたね）

　敢あえて手札を全て開示することによって信しん頼らいを摑つかむ。

　此れは先ほどのジェームズとは真逆の方法だ。どちらの立ち回りが正しいかは兎とも角として、ジェームズの奸計はものの見事に消し飛んだ。参加者たちは既すでに十六夜とヘラクレスのどちらの部隊に加わるべきか話し合い始めている。

　個人で参加している飛鳥も身の振ふり方を考えなければならない。

「マスター。私たちは如何どうしますか？」

「難しいわね………ただ十六夜君の部隊に加わるよりも、ヘラクレスさんの傍そばでアピールする方が褒賞を貰もらえる可能性は高いと思うわ」

「そうですね。十六夜殿どのと比べられるとマスターの未熟さが際きわ立だってしまうでしょうし」

　直球の皮肉に、カチン！　と眉まゆを顰ひそめる飛鳥。

「………相変わらず一言多いわね。けど今回は乗らないわよ。勝算と褒賞の両方を天てん秤びんにかけて選んだだけなんだから」

「ふふ、お見事です。少しずつですが挑ちよう発はつにも強くなられてますね」

　アルマが褒ほめるとより一層膨ふくれる飛鳥。

　一方、十六夜は鈴華たちの下もとに駆け寄ってヤハハと笑いながら右手を上げた。

「よう、元気そうだな。看病してくれたんだって？」

「ふふん、そうだとも。我われら美少女コンビがイザ兄にいの看病をしてやったのだ」

「うん。十六夜、元気になってよかった」

　アルビノの少女は軽く挨あい拶さつすると、十六夜の背中に回ってガシガシとよじ登り始めた。まるでジャングルジムを登る子供のような勢いだ。

　既き視し感かんのある遊びに一転して不ふ機き嫌げんそうになった十六夜は、ギロリと鈴華を睨にらむ。

「………おい、鈴華」

「あ、そうそう！　イザ兄が寝ねてる間にみんなでこの子の名前を考えたの！」

　人差し指を立てながら自じ慢まんげに胸を張る鈴華。

　肩まで登ったアルビノの少女は達成感に震ふるえながら肩車モードに移行している。

　十六夜は蟀谷こめかみに青筋を立てながら少女を引き剝はがし、猫ねこの様に襟えり首くびを持つ。そのままの体勢でアルビノの少女を睨んだ十六夜は、

「そうかそうか。名前が決まったのは重ちよう畳じようだが、だったら先にやるべきことがあるだろ？　俺はガキには甘いかもしれないが、礼れい儀ぎ知らずのガキにはド厳しいぞ？」

　ド厳しいと脅おどされたアルビノの少女は慌てて姿勢を正す。

　襟首を持ち上げられたままお辞儀をした彼女は、丁てい寧ねいに自己紹しよう介かいをした。

「えっと………西さい郷ごう菜な々な実みです。これからよろしくお願いします」

「そう、菜々実ちゃん！　私と彩あやちゃんと飛鳥さんの三人で考えたんだぜ！」

　親指を立てて誇ほこらしげにする鈴華。

　十六夜は名前の意味を察して瞳を細めた。

（………菜々実……ああ、なるほど。７７３号から取った名前か）

　縁えんも所縁ゆかりも無い名前をつけるのは良くないという金糸雀カナリアの教えを忠実に守ったのだろう。彼女にとっては辛つらい過去かもしれないが、人間にとって過去とは切っても切り離はなせないものだ。新たに得た環かん境きようで強く生きていくためにも、何かしらの形で残しておく方がいいのかもしれない。
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「………菜々実、か。まあ悪くない名前だ。名前ってのは人間が一番初めに他人から貰う恩恵の一つだと言われている。精々大事にするんだな」

「うん。大事にする」

「ところで西郷の姓せいでいいのか？　姓が無い奴はホームの在ざい籍せき者から好きなのを貰うっていう慣習、まだ残ってるんだよな？」

「残っちゃいるけど、そもそも何時いつ帰れるのかわからないじゃん？　本人も気に入っているみたいだし、やっぱりワンセットで覚えた方が違い和わ感かんないかなって」

　一理ある。子供が最初に覚えた名前を何度も上書きするのは良くない。十六夜としては西郷の姓に思うところがないわけではないが、今回は状じよう況きよう的にも仕方がない。

「そう言えば焰ほむらを見ないが、何をしてる？」

「ん………今日は見てない。私もよくわかんないけど、イザ兄の武器を造る為ためにずっと引き籠こもってる。例の機械は壊こわれちゃったんでしょ？」

　思い出したように右手を見る。

〝疑似創星図〟と〝疑似創星図〟の衝しよう突とつによりB.D.Aは崩ほう壊かいしてしまった。リスキーな能力ではあったが、瞬間的な戦せん闘とう能力は今までに類を見ないものだった。

　とはいえ失ったものを惜おしむのは十六夜らしくない。

　利用できたから利用してきただけの力だと割り切ってはいたが………西郷焰ならば、あのB.D.Aという兵器を再現できるかもしれない。

「………よし。焰は何処どこにいるんだ？」

「食堂の向こうにある居住区」

「俺は暫しばらく此こ処こを離れられない。二人で焰を呼んできてくれないか？」

「合がつ点てん承知の助すけ！　折せつ角かくだから食堂に寄って、何か差し入れでも持って行こうぜ！」

「も、持って行こうぜ！」

　鈴華の口調を頑がん張ばって真似まねる西郷菜々実。その姿はとてもいじらしくていいのだが、無む垢くな少女の口が悪くなるのは見過ごせない。

　小言を十六夜が言おうとしたら、鈴華と菜々実は空間跳ちよう躍やくで姿を消してしまった。

　後で二人とも再教育が必要だな、と十六夜は記き憶おくした。

（焰のことも気になるが、春日部かすかべや他の面子メンツも気になる。俺の記憶が確かなら、五日前のあの戦場には御おチビも居た筈はずだ）

　ジン＝ラッセル───今は〝アヴァターラ〟に所属している元〝ノーネーム〟の同士。

　何か理由があるのだろうと察してはいるが、現状を鑑みると春日部耀ようと共に行動している可能性が極きわめて高い。

（御チビの意図が少しでもわかりゃいいんだがな………あの不良少年、一体どういうつもりなんだか）

「十六夜君！　他の参加者プレイヤーも碑ひ文ぶんの写しを確かく認にんしたがってるわ！」

「あいよ。すぐ行くからちょいと待ってろ」

　大陸は相変わらず激しい地じ震しんが連続している。この地下要よう塞さいも何時まで見つからずにいられるかわからない。

　決戦まで時間は無い。早ければ半日後には戦いが始まるだろう。

　魔ま王おうテュポエウスを倒たおす為には多くのことを同時並行して進める必要がある。

〝大父神宣言〟の謎なぞを最速で解かなければ、最終決戦に間に合わない。

「俺たちが手に入れた碑文は合計で六つ。謎解きに関かかわるのは三つだと俺は推測している。つまりこの三つの碑文から〝大父神宣言〟の謎を解かなきゃいけない」

「それも碑文だけでなく、神話伝承を調べながら解く必要があるわけね。ゲームメイカーとして腕うでが鳴るわね」

　ふふん、と胸を張るミーシャ。

　だがコンラは呆あきれた顔で彼女の亜あ麻ま色いろの髪かみを引き、

「何言ってんっすか。迂う闊かつに太陽主権を使えなくなったんだから、これ以上手の内見せるわけには行かないだろ。俺たちは下がるっすよ」

「え、ちょ、ちょ………!?」

「どうせ情報は参加者で共有される。これ以上参加する理由はない」

　髪の毛を引っ張りながら壁かべ際ぎわまで下がるカジュアル二人組。

　十六夜とアルマは素す直なおに惜しいと思った。

　槍やりの少年は兎も角としてミーシャと名乗るあの女性が考察に加わらないのは勿もつ体たいない。可能なら考察に加わってもらった上で上手くローマ教皇庁の情報、またはメディチ家との関わりなどを引き出したかったところである。

「………まあ、俺も快調なわけだし、謎を解くだけならこの面子でも十分か。俺の携けい帯たい電話を回すから、参加者は目を通してくれ」

　液えき晶しよう画面にワラワラと群がりだす参加者たち。

　中にはヘラクレスの様に興味深そうな反応をする者もいたが、特別扱あつかいしている場合ではないと十六夜に蹴けり飛ばされている。

　碑文の写しにはこの様に書かれていた。





　───記述①〝大父神宣言の前提として、父神ゼウスの第一子はペルセウスとする〟

　───記述②〝現在の半神半人の定義は大父神宣言によって作られたものである〟

　───記述③〝ヘラクレスは前提条件下に於おいて存在確率が一〇〇％である〟

　───記述④〝大父神宣言の真意に至りしものは深しん奥おうの大樹にて解を告げよ〟

　───記述⑤〝大父神宣言の真意を理解せずに星座は輝かがやかない〟

　───記述⑥〝真意を解きし者よ。忘れてはならぬ。王道を歩んだのは大父神であり、過あやまちを犯おかしたのは神王インドラである〟






　全員が読み終わると、十六夜は取り戻もどした液晶画面を指さしながら告げる。

「読んだ人間は分かると思うが、今回の謎解きにはペルセウスの伝承についても詳くわしくなければならない。だからペルセウスの伝承についても洗い出そうと思うんだが───」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　十六夜は当然知っているが、誰だれも彼もが神話伝承に詳しいわけではない。公平性を考こう慮りよすると進行役以外の口から語って欲しい場面だ。

　となると候補者は一人しかいない。

　参加者が一いつ斉せいにアルマテイアを見ると、

「……ええ。こんなこともあろうかと、ペルセウスの紙かみ芝しば居いも用意していましたとも！」

　ドンッ！

「流石さすがは主神の乳母うば！　出来る女は嫌きらいじゃないぜ！」

「お褒めに与あずかり光栄です」

「ゲーム開始前にゴソゴソと何をやっているのかと思ったら………まあいいわ。アルマの作った紙芝居を観みながら考察を進めて行きましょうか」
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　───一方、逆さか廻まき十六夜いざよいたちが考察を進めていた頃ころ。

　深い森の奥で、春日かすか部べ耀ようとジン＝ラッセルとペストは巨きよ人じん族の排はい除じよを終えていた。

　巨人族の死し骸がいは瞬またたく間に溶よう岩がんに変わって大地に還かえっていく。やはり生きつ粋すいの生命体というわけではないらしい。

　激しい戦いを終えた耀は肩かたで息をしながら、汗あせを拭ぬぐって腰こしを下ろす。

「や………やっと、終わった………[image: !!!]」

「ふ、噴ふん火かの度たびに援えん軍ぐんが来てましたからね。次の噴火が来るまでに身を隠かくしましょう」

　ジンの提案に頷うなずく耀。他ほかの参加者プレイヤーが機を窺うかがっていることは既すでに知っている。一斉攻こう撃げきが始まるまでに大陸の端はしまで赴おもむくのが彼らの作戦だ。

　耀はこんなこともあろうかと用意しておいた高級非常食、黄金こがね豚とんの燻製肉を取り出して口にする。

「けど、驚おどろいた。ジンは随ずい分ぶんと逞たくましくなったね。〝ノーネーム〟の皆みんなが会ったら驚くんじゃないかな？」

「あはは………驚かれる前に怒おこられそうですけどね」

　耀のチョップを思い出して頭を押さえるジン。

　身長も体格も二年前から随分と成長している。既に耀よりも高身長になっているのは少し腹立たしいが、成長期の少年とはこういうものなのだろう。

　虚こ空くうからフワリと姿を見せた彼の相棒───〝黒こく死し斑まだらの御み子こ〟ペストは、口元を押さえながら意地悪そうに笑う。

「そりゃそうよ。〝ノーネーム〟を此これから盛り上げようっていうときに姿を消した元リーダー様だもの。昔むかし馴な染じみの友達も怒いかり心頭じゃない？」

　ニヤニヤと小こ悪あく魔まっぽく笑うペスト。

　しかし耀は容よう赦しやなくペストにもチョップし、

「それについてはペストも同罪。リリや白しら雪ゆきさんがどれだけ心配したと思ってるの？」

「そ………それは、」

「二人がどんな理由で〝ノーネーム〟を離はなれたのかは聞かない。今は共きよう闘とうしてるから安あん穏のんとしてるけど、〝アヴァターラ〟が競争相手なのは変わらない。………でも、機会があったらちゃんと会いに来なよ。二人の故郷には………〝ノーネーム〟には、ジンとペストのことを心配してる人がいるんだから」

　ピッ、と人差し指を立てて二人の鼻はな頭がしらを突つく耀。

　二人は言い返せずに後ろ髪がみを搔かいた。

　もっと強きよう烈れつな侮ぶ蔑べつと怒りをぶつけられるものだと思っていた二人にとって、耀の説教は予想外の反応だったに違ちがいない。

〝アヴァターラ〟は今も尚なお、指名手配されているコミュニティだ。

　己おのれのコミュニティを捨てて指名手配されているコミュニティに身を寄せるなど、組織に対する立派な背信行こう為いである。

　にも拘かかわらず、二年前と同じように心配し続けてくれている仲間がいる。

　この状じよう況きように不満を口にする者がいるのなら、そんな人間は何処いずこなりとも消えてしまった方がいい。

「………悪かったわよ。でも今戻もどるわけにはいかないの」

「知ってる。でも中立地帯である精せい霊れい列車の中なら挨あい拶さつくらいできるでしょ？　リリも会いたがってるんだから、一度くらいちゃんとお話すること！」

「わ、わかったわよ」

　ムスッとしたままそっぽを向くペスト。耀はジンの急成長に驚いていたが、ペストとジンは耀の精神的な成長に驚かされていた。

　他人に興味の薄うすかったあの春日部耀が立派な頭首としてコミュニティを牽けん引いんしている。

　ジンは一いつ瞬しゆんだけ寂さみしそうな顔をしたが、すぐに成長した戦士の顔に戻る。

「お気き遣づかいありがとうございます。───だけど僕ら〝アヴァターラ〟にも目的がある。例え〝ノーネーム〟が相手でも負けられません」

「それは私たちもだよ。取り敢あえず今は身を隠せる場所を探そう。そこでご飯にして、現状確かく認にんだね」

　深い森を突き進む三人。

　原生している動物たちは巨人族に怯おびえ竦すくんですっかり姿を見せなくなっている。幻げん獣じゆうも多く生息している筈はずだが、アトランティス大陸に現れた巨人族の戦闘能力は今まで相手をしてきた者たちとは比べ物にならない。

　太陽主権戦争の参加者でも油断できない戦力だ。

　少しずつでも数を減らしておかないと、決戦の時に後こう悔かいすることになるだろう。

「ねえ、耀。どうして私たちは大陸の端を目指してるの？」

「大陸が奴やつの肉体って話だから、頭部が何処どこにあるのか確認する為ためだよ」

「心臓の位置は既に判明していますからね。他に急所と思わしき個か所しよは頭部が有力だと思わない？」

「ああ、なるほど。それで大陸の端まで来ていたわけね」

　既にアトランティス大陸では心臓の鼓こ動どうが聞こえてきそうな気配がある。樹き々ぎがざわめき、大地の至る所が隆りゆう起きし始めている。

　戦闘形態を取り始めるまでそう時間は無いだろう。

　頭部が何処にあるかわかれば進行方向も大おお雑ざつ把ぱにわかる。戦略的にも重要な前調べだ。

「それに………私の切り札は今回の戦いだと、大陸の外側で使った方が効果的だ。〝階層フロア支配者マスター〟の一人として箱庭の脅きよう威いは放置できない」

「あらあら、すっかり真ま面じ目めになっちゃって。そういうお節せつ介かいな正義感は飛鳥あすかの領分じゃなかったかしら？」

「そうだよ。頑がん張ばってる飛鳥たちに負けてられないから頑張ってるんだもの」

　躊躇ためらいなく返す耀に、肩を竦めて返すペスト。

　そこでふと耀も気になったように問う。

「私はむしろ二人の旅の方が気になるな。ジンも仲間が増えたみたいだし、どんな旅だったか教えてよ」

「どんな旅と聞かれても答えられることは少ないですよ。それも重要な情報ですし。話せることなんて僕の修しゆ行ぎよう時代のことくらいのものです」

〝アヴァターラ〟はこの二年間で多くの魔王を復活させて隷れい属ぞくさせている。

　今のところ表立った被ひ害がいは出ていないが、復活の兆きざしが無い魔王をわざわざ甦よみがえらせて隷属させるような行為は褒ほめられたことではない。

　耀はそれを察して別の話題に流れを変える。

「いいじゃない、修行話。私も迦か陵りようさんに沢たく山さん修行付けて貰もらったよ？」

「迦陵って………鵬ほう魔ま王おう？　金きん翅し鳥ちようの娘むすめと修行？　あの人間嫌ぎらいがよく力なんて貸してくれたわね」

　魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こする北側の大地。

　その上層ともなれば例外なく大たい妖ようが蔓延はびこる文字通りの魔境と言っても過言ではない。

〝混こん天てん大たい聖せい〟鵬魔王はその中でも一目置かれる存在だ。彼女が人間の修行に付き合うなど今までなかったことだろう。

「誤解されがちだけど、迦陵さんは面めん倒どう見みのいい優やさしいツンデレだよ。二人は何処で修行していたの？」

「う………それも詳くわしくは話せないのですが………」

「それくらいいいじゃない。どうせ遠からず知られることよ」

　ペストに後押しされて溜ため息いきを吐つくジン。

　休むのに丁度いい洞ほら穴あなを見つけた彼は、その洞穴を指さした。

「分かりました。夕食にもいいタイミングです。再会を祝して、少しだけお話しましょうか」

　ギフトカードからキャンプ用の食材を取り出すジン＝ラッセル。

　三人は束つかの間の休息を取ることにした。




　　　　＊




　───そして、すぐに後悔した。

「ペスト、おかわり！」

「もう無いわよこのお馬ば鹿かッ[image: !!!]　三日分の食料を一晩で溶とかすとか頭悪くなったんじゃないの現頭首様!!」

　スパコーン！　と、お玉で耀の頭を叩たたくペスト。

　昔話に花を咲さかせていたのも束の間、耀はゆっくり沢山食べるという新しん技わざでジン＝ラッセルの食料をカラにしてしまった。

　ジンは水すい筒とうの水を飲みながら痛つう恨こんな顔をしている。

「く………流石さすがは耀さん………友好を深める様に見せかけての兵ひよう糧ろう攻ぜめとは、恐おそれ入りました」

「真面目に対応してんじゃないわよこのお馬鹿マスター！」

「えへん」

「そしてさも作戦通りみたいな顔するの止やめなさいこのお馬鹿頭首ッ[image: !!!]」

　ズパゴーンッ[image: !!!]　と先ほどの三倍の威力でツッコミを入れるペスト。

　一人でツッコミを全員に回せるようになるほど、この二年間は苛か烈れつな旅だったらしい。此れなら黒くろウサギにも引けは取らないだろう。

　ジンはタンコブを押さえながら苦笑いを浮うかべる。

「ごめんペスト。思っていたより浮かれていたみたいだ」

「だけどペストも悪い。料理スキル凄すごい上がったね。おかげでいっぱい食べちゃった」

　耀が満面の笑えみで褒めると、ペストはムムッとそっぽを向いた。

「………ふん。それはどうもお粗そ末まつ様さま。サバイバル料理ばかり上手うまくなっただけよ」

「だからおかわり」

「もう無いって言ってるでしょうがッ[image: !!!]」

　パコンパコンとお玉で叩くペスト。

　耀は仕方なさそうに燻製肉を取り出して齧かじりつき、本題に入る。

「それじゃ改めて聞くけど………ジンは何処で修行していたの？」

「耀さんだから話しますけど、内密にお願いしますね。………僕はこの二年間、人類六大文明の守護者と成られた六人の神しん霊れいの内、二人の方に手ほどきを受けていました」

　耀は口に含ふくんだ燻製肉を吹ふき出しそうになった。

「じ………人類六大文明って、あの六大文明？　メソポタミア文明、エジプト文明、インダス文明、中ちゆう華か文明、アンデス文明、メソアメリカ文明の六大文明!?」

「はい。その六大文明です。先史時代以後、最も古い〝歴史の転換期パラダイム・シフト〟でもあり、原生人類の存在確率を測る大前提にも指定されている礎いしずえ。その代表者にして守護者でもある方に僕ら〝アヴァターラ〟の出資者スポンサーとなってもらったことが、この二年の成果だったともいえるでしょう」

　淡たん々たんと報告するジンだが、本当ならそんなに簡単に語られる物ではない。

　六大文明とは、人類の文明の黎れい明めい期きにして高度文明を持ち始めた時代を意味する。

　国家・都市の形成、人類の爆ばく発はつ的増加、文字という概がい念ねんの誕生………此これらに加えて、神々の信しん仰こうが始まった時代でもある。

　文字の存在しなかった先史時代は星せい霊れいと龍りゆう種しゆの影えい響きよう力が強い時代であったが、六大文明の誕生により神霊の干かん渉しよう・祖そ霊れい崇すう拝はいによる人類の神霊化が始まったのだ。

　六大文明の守護者たちは例外なく第三桁けたに本ほん拠きよを構えている。

　守護者の条件は文明ごとに違い、最強種の生来の神霊もいれば、祖霊崇拝で神霊に成り上がった英えい傑けつもいる。

　複数の神群・国家群によって形成される連盟型コミュニティ。

　それが人類六大文明と呼ばれる組織である。

　その中でもエジプト文明はファラオ達による太陽信仰が篤あつく、今回の主権戦争でも有力な優勝候補に挙げられていたほどだ。

　未いまだに静観を決め込んでいるファラオ達が不思議でならなかったが、代行を立てている可能性も少なくはない。

「ま、まさか………ジンたち〝アヴァターラ〟の出資者がエジプト文明の守護者なの!?」

「違います違います！　僕らの出資者は他ほかの方ですから！」

　慌あわてて否定するジン。この様子だと噓うそということは無いだろう。

　まあ、ファラオほど偉い大だいな王たちが代行者を立てるというのもおかしな話だ。

　太陽信仰の篤いエジプト文明から選出するのであれば、それこそ参加者も選び放題のはず。人材の層の厚さも他のコミュニティとは比べ物にならない。

　この大一番に相応ふさわしい者を選んで送り込んできているに違いない。

「じゃあ他の文明がバックに付いてるのか………でもそれ凄いことだよ。六大文明の代表者を引き入れたってことは、連綿と続く歴史そのものを味方につけたってことでしょ？」

「いやあ、そんないい物でもないですよ。僕と殿でん下かは彼らの下もとで修行することを条件にして出資者になってもらったんですが………ええ、そりゃもう大変でしたとも」

　フッと遠い目をするジン＝ラッセル。意識が遠くなるくらい辛つらい日々だったらしいが、修行の成果は絶大だった。

　彼が従属させている仲間は何いずれも名のある精霊・悪あく魔またちだ。中には幼い神霊もいる。

　かつてのジンは己おのれの無力さに打ちひしがれる事も多かった。

　幼いころの屈くつ辱じよくをバネに今日まで努力してきたのだろう。命がけで強くなろうとしたジンがどれだけの力と仲間を得たのかは耀も気になるところである。

「だけど意外。実は私も〝階層支配者〟のコネを使って、六大文明絡がらみの神霊に会いに行ってたんだよ」

「え………うぇ!?　コ、コネで会えたんですか!?　第三桁の階層ですよ!?」

「流石は〝階層支配者〟様。指名手配犯とは待たい遇ぐうが違ちがうわね」

　衝しよう撃げきを受けるジンと、ジンを揶揄からかうペスト。

　如何どうやら修行だけでなく会いに行くにも相当の苦労をしたらしい。言いたいことはあるだろうが、〝ノーネーム〟を勝手に離はなれたジンに文句を言う資格はない。

　耀は少しムッとした。

「言っとくけど、〝階層支配者〟になってから苦労しっぱなしだから。〝階層支配者〟になって良かったことなんてご飯のグレードが上がったことと、著名なコミュニティの幻獣や神しん獣じゆうと友達になる機会が増えたくらいだし。本当ならチョップ三発じゃとても許せないし」

「す、すいません」

「ちなみにどの守護者と会ったの？　中華？　アンデス？」

「それは秘密。………そういえば中華文明の参加者プレイヤーも見ないね。申しん公こう豹ひようはジンたちの仲間なんでしょ？」

「はい。中華文明や仙せん道どう系も負けず劣おとらず強力な参加者が在ざい籍せきしていますし、コッソリ紛まぎれ込んでいる可能性も高いと思っています。僕の師も気にかけていました。

『もし三さん皇こう五ご帝ていの誰だれかが現れたら儂わしを呼べ。貴様じゃ相手にならん』、と」

「へえー………心配してくれるなんて、いい先生だね」

　一転してジンは変な顔をした。

　唐とう突とつな変顔に吹き出しそうになる耀だったが、それだけでジンと彼の師の関係性が見えた気がする。

　如何やら仲が良いい師し弟ていとは言いにくい間あいだ柄がらの様だ。

　この話題を深く斬きり込めばジンも困るだろう。

　ペストがそっと助け舟ぶねを出す。

「でもそんな重要な情報を私たちに教えて良かったの？　〝生命の目録ゲノム・ツリー〟の能力を考えると、耀の切り札にも関かかわる話じゃない？」

「ううん、これについてはむしろ知っておいて欲しいかな。この後の戦い次し第だいでどうせバレちゃう切り札だし」

　つまりこの戦いで出し惜おしみするつもりは無いという事だ。〝階層支配者フロアマスター〟という立場を預かる彼女には今回の事態を見過ごすことは出来ないのだろう。

　地図を取り出した彼女は自分たちの現在地を指さす。

「魔王テュポエウスの心臓は鉱山。最悪の場合は十六夜たちとバラバラに戦うことになることも想定しておかなきゃいけない」

「………ええ。むしろ合流は出来ないくらいに考えておいた方がいいと思ってます」

「大陸そのものと戦いになった時、私は切り札を使おうと思ってる。むしろそんな状じよう況きようで戦いになるのは全参加者の中でも私くらいだと思ってるから」

　耀の宣言に二人は驚おどろく。

　大陸と戦うということは魔王テュポエウスの本体と戦うという事だ。

　封ふう印いんが完全には解けていないとはいえ、耀の切り札はその魔王と戦うだけの力があるというのか。

「化身アバターが〝疑似アナザー創星図コスモロジー〟を所有していたということは本体が使う危険性は無いと思う。なら私でも十分に戦えるはずだ」

「………分かりました。耀さんを信じます」

「私たちは如何したらいいの？」

「私のサポートをお願い。実は結構リスクが高い切り札だから、もし私が戦えなくなったら回収しに来て。それくらいお願いしてもいいよね？」

「それなら喜んで。戦いが終わるまで全力で守ります」

　よし、と意気込んで立ち上がる。何時いつまでも休きゆう憩けいしていられない。戦いが何時始まるのかわからない以上、少しでも有利な場所に陣じん取どりたい。

　後は戦いが何時始まってもいいように───

「………。ところで頭首様」

「うん？」

「陣取る場所を探すのはいいとして。戦いが何時始まるのかは決まってないのよね？」

「うん、後は状況に任せるしかないけど」

「最悪の場合は二、三日待機し続けるのよね？　その間の食料はどうするつもり？」

　ハッ、と息と燻製肉を飲み込む。保存食は今の燻製肉で最後だ。

　透すかさずジンを見ると、無言でカラの水筒を縦に振ふっている。

　事態を把は握あくした耀はみるみるうちに蒼そう白はくとなった。

「し、しまった………！　毎日ちゃんとご飯食べなきゃ、全力で戦えない………！」

「あらあら。頭首になってしっかりしたと思ったけど、杜ず撰さんなところは杜撰なままね。食料の管理なんて一番重要でしょうに」

「あはは………大だい丈じよう夫ぶですよ。僕もサバイバル経験はかなり積んだつもりです。食べられる野草と食べられない野草はほぼ見分けが付きますし、狩かりをする為ための罠わな作りだって今じゃ得意分野です。だから気にしないでください」

　頰ほおを搔かきながら苦笑いするジン。もしかしたら修しゆ行ぎようの項こう目もくにサバイバルがあったのかもしれない。苦笑いするその瞳ひとみは何処どこか遠い目をしていた。

　耀は肩かたを落としながらトボトボと歩き出す。食事の心配をせねばならないのは戦いのモチベーションに関わることだ。

　食の不安を感じると同時に空腹が襲おそい始める。

　如何やら厳しい戦いになりそうだと、耀は深く溜ため息いきを吐つくのだった。
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　天てん空くう海かい闊かつな………澄すみ渡わたるソラだった。

（………そうか。俺は、負けたのか）

〝ガイアの末ばつ子し〟───魔王テュポエウスは、全身を焼け爛ただれさせて墜つい落らくしていく。

　己おのれの身を焼いた神の雷いかずちは世界の壁かべを打ち壊こわすほど豪ごう然ぜんと轟とどろき渡り、王おう冠かんを託たくされた最強の肉体を星の中ちゆう枢すうにあるという小宇宙へと追いやっていった。

　この世の全すべてを焼き尽つくすと信じていた己の憤ふん激げきも、母への悲ひ哀あいも、その神の雷は全てを受け入れて包み込んでいく。

　墜落していく最さ中なか、光の向こう側で宿敵が必死に何かを叫さけんでいる姿が見えた。

　眩まばゆい雷らい光こうのせいでどの様な顔をしていたのか確かく認にんできなかったのが悔くやまれる。あの女好きの伊達だて男おとこ気取りが、どの面つらを下げてあんな言葉を口にしたのか、実に興味深い。

　だがその願いが叶かなうことはないだろう。

　際限なく墜落していく身体からだは大気圏けんを抜ぬけ、雲を突つき抜け、火山の火口目め掛がけて垂直に落下していく。大陸よりも巨きよ大だいな肉体は光の粒りゆう子しとなって火口に吸い込まれていく。

　大父神宣言───其それはギリシャ神話のみならず、全ての人類と神しん霊れいの新たなる約束。過去・現在・未来の全てに無限の光と可能性を提示したその力は、主神ゼウスを最強の神霊の一角に押し上げた。人類と星、そして神霊の間に交かわされた新たなる約定を以もって、始まりの大戦争〝星神戦争ギガントマキア〟は終結したのだ。

（ああ………心残りがあるとすれば……最さい期ごの最期まで、母の涙なみだを拭ぬぐえなかったことか）

　戦争の果てに迎むかえた大地母神ガイアの最期は言葉にならぬほど悲劇的なものだった。

　神話を越こえ、世界を越え、憎にくしみの戦せん禍かは、あの涙と共により苛か烈れつな炎ほのおとなって燃え広がっていくだろう。

　事実、この〝星神戦争〟を皮切りに、箱庭では五つの神話戦争が勃ぼつ発ぱつしたという。

　蒼あおき星の半星せい霊れいにして大地母神でもあったガイアが討うたれたことで、物質界との楔くさびを務めていた半星霊たちが一いつ斉せいに動き始めたのだ。

　地母神たちは神話を越えた姉妹のようなもの。その一柱であるガイアが討たれたとあっては黙だまってはいられなかったのだろう。

　異なる神話の神々が母の無念の為に立ち上がってくれたことには感謝の言葉も無い。

〝星神戦争〟は修しゆ羅ら神仏の全てに未来を問う結果となった。

　数多あまたの種族が共に過ごす今の箱庭の価値観が養われたのは、この頃ころの衝しよう突とつがあったからとも言えるだろう。

　ならば多くの血が流れた戦争も決して無む駄だではなかった。

　何時いつか来る約束の時を待ちわびながら───今は、冥めい府ふの底で眠ねむりに就つくことにした。




　　　　＊




（───……。少し、寝ねていたか）

　玉座の上で瞳ひとみをゆっくり開ける。

　四し肢しの感覚を確かめるように指先に力を入れる。

　極相の星剣に斬きられた時はどうなることかと思ったが、如何どうやらこの身体からだに上手うまく定着したまま難を逃のがれたらしい。

　目覚めると同時に激しく咳せき込む。

　血が滲にじむほど激しく咳き込んだテュポエウスは、口惜くやしそうに奥歯を嚙かんだ。

（おのれトバルカイン。偽にせの情報を摑つかませおって。危あやうく我が化身アバターから切り離はなされるところだったではないか）

　伝承を別わかつ剣───此これ即すなわち〝人〟と〝神〟を斬り別ち世界を両断する星の剣である。〝星の視点〟を持つこの剣で斬られた者は伝承を縛しばる歴史の帯を斬られることにより、霊れい格かくを構成する肉体と魂たましいが分断されてしまう。

　人を依より代しろにした化身の類たぐいにとっては最悪の兵器と言っても過言ではない。

（………いや、物は考えようか。使い方によっては我が化身を救うこともできるかもしれん。心が死んでしまった我が化身には此れぐらいの荒あら療りよう治じも必要だ）

　右手をゆっくり上げて心臓に当てる。肉体を共有している化身は話しかければ何時でも声が届くはずだ。

　しかしどれだけ語り掛かけても返事は無い。

　心が死んでしまった相手には、如何いかに肉体を共有していても声は届かない。

　大きく溜ため息いきを吐ついたテュポエウスは、玉座の背せ凭もたれに寄りかかって首を横に振ふった。

（やはり応こたえぬか。無理もない。怪かい物ぶつとして過ごした日々を、今度こそ償つぐなおうと決意した矢先の事件。全すべてを忘れて心の闇やみに沈しずんだとしても誰だれにも責められまい）

　天を仰あおぎ、箱庭の天幕を睨にらむ。

　玉座の後ろにある巨きよ大だいな結けつ晶しよう体と、それに絡からみつく大樹の根。

　彼の死し骸がいは大地に還かえり、血管に流れていた血潮は結晶体となって散さん逸いつしている。

　この〝星せい辰しんの実〟の大樹はその時のものだ。

〝星辰の実〟を植え付けられた魔ま王おうテュポエウスは母たるガイアの権能を奪うばわれ、大きく弱体化してしまった。この樹を取り除かねば真の意味での復活は訪おとずれない。

　トバルカインと名乗る研究者が造った共鳴型B.D.Aを使いその力を一時的に行使しているが、彼の全盛期にはまだまだ遠く及およばない。

　如何に第二ふた桁けたとはいえ人間の肉体のまま箱庭に戦いを挑いどむのは無む謀ぼう以外の何物でもない。黎れい明めい期と違ちがって様々な制約が課せられている現在では尚なお更さらだ。

　神々の闘とう争そうも外界を救うまでは決着を先延ばしにする誓せい約やくが結ばれている。その禁を破るということは、神話に記された右う翼よく左翼を全て敵に回すことを意味する。

　善も悪も、愛も憎も、全て分け隔へだてなく敵になる。

　此れ即ち〝世界の敵〟。

　そう呼ばれることに最も早はや躊躇ためらいはない。

「かつての我が肉体との接続も、漸ようやく戦える段階になったか。こざかしい参加者プレイヤー共は全員生きているようだが………む？」

　玉座の上で眉まゆをピクリと動かす。

　そして薄うす暗ぐらい回かい廊ろうに視線を向けた。

「ヴィーザル。其そ処こに居るのだろう？　隠かくれていないで出てきたらどうだ？」

　仮面を装着した〝ガイアの末ばつ子し〟は砕くだけた柱の陰かげを睨んで声をかける。涼すずやかな夜風が吹ふき抜ぬけても人の気配らしきものは見えない。

　だがテュポエウスの双そう眸ぼうは揺ゆるがない。

　暫しばし睨み続けると、柱の陰から人ひと影かげが現れた。

「………すまない。悪気はなかったのです。お節せつ介かいとは思っていたが、休養に入っていた君に護衛が必要と思って此こ処こで待機していた」

「そうか。如何やら気を遣つかわせてしまったようだな」

　玉座の肘ひじ掛かけに凭れ掛かりながら鷹おう揚ように笑うテュポエウス。

　柱の陰から現れた人物───女性とも男性とも受け取れる中性的な容姿をした青年は、少し申し訳なさそうに後ろで手を組んでいる。

　氷の様な鋭するどい双眸でありながら、その瞳に宿る感情の色は噓うそ偽いつわりを感じさせない。

　憂うれいの色を浮うかばせるその横顔は正に麗うるわしいと形容するのが相応ふさわしい。

「君が苦しみながら帰ってきたときは本当に驚おどろいたよ。如何にヘラクレスが相手だったとはいえB.D.Aを起動させた君を倒たおせるはずがないと思っていた」

「それだけ極相の星剣が脅きよう威いという事だ。完全な形で顕けん現げんしているアストラは王おう冠かん種の天敵。使い手が未熟でなければあの一ひと太刀たちで俺は再起不能になっていただろう」

　口惜しそうに拳こぶしを握にぎりしめる。

　全快にはまだほど遠い。全力で戦えるようになるまでは日数を要するだろう。

　だがあんな奇き襲しゆうは二度と通用しない。

　あの剣筋ではテュポエウスを捉とらえるなど到とう底てい不可能だ。

「今の状態でヘラクレスの相手は少し厳しいな。すまぬが奴やつの相手は貴様に頼たのむことになりそうだ」

「それはむしろ好都合だ。私を差し置いてヨーロッパ圏けん最強などと名乗られるのは不ふ愉ゆ快かい極きわまりない。一度は私の手で下さねばならない相手だと思っていた」

「フフ、それは心強い。ヘラクレスを倒したとあれば貴様の父上も誇ほこらしかろう。存分にその力を試ためしてくるといい」

　獰どう猛もうに笑うテュポエウス。

　だがヴィーザルは一転して表情を曇くもらせ首を横に振った。

「父上は………オーディンは、私がどの様な武ぶ勲くんを立てても興味を引かれないだろう。私は所しよ詮せんスペア。世界が亡ほろびを迎むかえる前提で造られた霊格。この様な特異な状じよう況きようでもなければ私を呼び起こすようなことはしなかったはずだ」

　抑よく揚ようの無い声こわ音ねだったが、ヴィーザルの胸の内にある寂さみしさを察するには十分過ぎる。

　神々の黄昏ラグナロクを終えた後に新しい時代を築くことを任された彼は、世界の終しゆう焉えんが近づくことで漸くその霊格に確たる形を持つことが出来るようになった。

　世界が滅ほろんだ後に現れるというのは、決して世界を救う事の無い英えい傑けつという意味だ。

　そんなモノに一体どんな価値がある。

　無名の英傑でも誰かを助けたことぐらいあるはずだ。

　どれだけ武勇を誇こ示じしても功績無き英傑など張り子の虎とらと変わらない。

　誰かに認めてもらうことなど───ましてや北ほく欧おうの主神であるオーディンに認めてもらうことなど在ってはならない存在だ。

「………フン。奴は神々の中でも聡そう明めいな部類に含ふくまれる。少なくとも奴が現状の箱庭に感じている不満は俺の怒いかりと一いつ致ちした。その奴が考えも無く己おのれの霊格を分け与あたえるとは到底思えんな」

「どうだろう。父上は偉い大だいで聡明だが同時に比類なき変へん神じんでもある。趣しゆ味みで造ったものの置き場がなかったと言われても私は驚かないよ」

「───……そうか」

　今までに無い重たい言葉に閉口するテュポエウス。

　この話題を続けても彼の心の傷を癒いやすことは出来まい。

　今のテュポエウスに出来るのは、ヘラクレスとの戦いに邪じや魔ま者が乱入しないようにしてやることくらいだ。

「ところで、もう一人の男は何処どこに行った？」

「例の星霊と一いつ緒しよに外を見張ってるよ。この五日間で何度か衝しよう突とつがあったからね」

「ふむ………それで、あの男は戦えたのか？　元は向こう側なのだろう？」

「どうだろう。少なくとも私の眼めには手を抜いてるようには見えなかったよ」

「当然だし。ルイルイはそんなことする子じゃないし」

　二人の会話に割って入るように童女の声が響ひびく。

　玉座の間の割れた窓から飛び込んできたその童女は、腰こしに手を当てて無表情のまま胸を張った。

「やっと起きたか寝ね坊ぼ助すけな末っ子。アルちゃんを五日も待たせるとか万ばん死しに値あたいするし。ガイアの躾しつけがなってないと苦言を申すし」

「これはこれは………偉大なる星霊アルゴール。大変失礼した。母の古き知人を蔑ないがしろにしたとあっては星せい獣じゆうの名折れ。深く陳ちん謝しやいたします」

[image: ]

「うん、許す。アルちゃんは寛かん大だいな美少女なのだから特別に許す」

　ドヤ顔で灰色から瑠る璃り色に光る髪かみを靡なびかせる童女。

　錯さつ覚かくでなければ、彼女の髪は様々な光の波を放って綺き羅らと輝かがやいてみせている。初めて見る者ならばその美しさに熱い溜ため息いきを漏もらすことだろう。

　半目のドヤ顔には年相応の表情が浮かび、容姿の美しさと少女の愛らしさが混ざりあった魅み力りよくを引き立てている。

　テュポエウスはクツクツと笑いながらその様子を眺ながめていた。

「クク………よもや暴ぼう虐ぎやくの星霊として畏おそれられていた貴女あなたが、人間に仕える時代がくるとは。時代の移り変わりというのは中々に読めないものだ」

「それはコッチの台詞せりふ。ギリシャを代表する三体の怪物───

　魔王〝テュポエウス〟

　星霊〝アルゴール〟

　怪かい牛ぎゆう〝ミノタウロス〟

　───この三体が雁がん首くび揃そろえて北欧の〝ユグドラシル〟に所属しているとか、悪い冗じよう談だんにもほどがあるし。オリュンポスの間ま抜ぬけ共も此れには顎あごが外れること受け合いだし」

　マジ受ける、と口元を隠して小さく笑うアルゴール。

　ヴィーザルは少し驚いてテュポエウスを見た。

「………？　どういう事です、テュポエウス？　ミノタウロスが〝ユグドラシル〟に所属しているなど聞いていませんが」

　ヴィーザルは生きつ粋すいの北欧出身───少なくとも、ヴィーザル本人は父であるオーディンからそう聞かされている北欧の戦士だ。

　まだ若い彼は深しん淵えんの英知と絶大な力を持つ反面、世情に疎うといという欠点がある。

　魔王テュポエウスと怪牛ミノタウロスの関係性に気が付かなかったのはその為ためだろう。だが当人であるテュポエウスは気まずそうに視線を逸そらしただけで口を開かない。

　気まずい空気を察したアルゴールはワザと茶ちや化かすようにヴィーザルの前に立った。

「むむ？　それはもしや節穴ポンコツキャラアピールか小こ僧ぞう？　みんなのアイドルであるアルちゃんに対する宣戦布告か？」

「い、いえ、そういうつもりは………」

「………ん？　っていうか貴様、なんだその身体。男か？　女か？　まさか両方なのか？　一度で二度美味おいしいのか？」

　喧けん嘩かなら買うぞ？　とシャドーボクシングをするアルゴール。

　困ったように視線を逸らすヴィーザル。

　見かねたテュポエウスはアルゴールを咎とがめた。

「星せい霊れいアルゴールよ。あまり虐いじめてくださるな。その者は外見よりも更さらに若いのだ。貴女の冗談に付き合える余よ裕ゆうもないのでしょう」

「は？　外見より更に若いってなんだ、ポンコツキャラアピールに留とどまらず最年少枠わくまで押さえるつもりか？」

「で、ですからそんなつもりは、」

「しかも謙けん虚きよに加えて薄はつ幸こう臭しゆうもするぞ。そんなこと許さないぞ。寛大なアルちゃんでもそんな属性てんこ盛りは認可できない。箱庭三大問題児は常にシリアスブレイカーの恩おん恵けいを身に纏まとっている。故ゆえに貴様の属性減退に力を貸すのも吝やぶさかではない、もし相談があるなら良いい子だから言ってごらん？」

　カモンべいびー、と両手でジェスチャーをするアルゴール。

　怒ど涛とうの勢いで煽あおられたヴィーザルは頭の上にクエスチョンマークを並べ立てている。

　要約すると「貴様は不幸な香かおりがする。お姉さんとして相談に乗ってあげるね」という事なのだが、こういう軽いノリになれていないヴィーザルは終始困った顔をしていた。

　見かねたテュポエウスが笑いを嚙かみ殺して制止に入る。

「偉大なる星霊よ。軽けい薄はくな演技も良よいかもしれんが、そういう対応で態度を硬こう化かさせてしまう者もいる。相談に乗る前に先まずは友好を深めてみては如何いかがかな？」

「ぬ………末っ子の癖くせに含がん蓄ちくのある言葉だな。いいだろう。ボコるのはまたの機会にしてやる」

　アルちゃんはちょー美人だからね、とドヤ顔で髪を搔かき上げるアルゴール。

　その様子を懐なつかしそうに眺めるテュポエウス。

　ヴィーザルは少し意外そうな顔をした。

　テュポエウスとは短い付き合いだが、この様に笑う彼を見るのは初めてのことだ。

　厭えん世せい的で世の全すべてを呪のろい殺さねば気が済まないと睨にらみつける瞳ひとみが印象的だったのに、今は比ひ較かく的社交的な態度さえ見せている。

「そんで末っ子よ。次の手は如何どうするつもりだ？」

「もう少し身体を休めたいところだが、五日も奴らを野放しにしていた。軍備も整った頃ころ合あいだろう」

「うんうん。でも参加者プレイヤーをほったらかしてドンパチ始めるのもいいんじゃないかね？　私たちにとって主権戦争なんて切っ掛かけでしかないんだから」

「そうはいかぬ。アトランティス大陸は外からの敵には鉄てつ壁ぺきを誇るが、獅し子し身中の虫に対する防衛能力はそこまで高くない。箱庭に戦争を仕し掛かけた後も、他ほかの殺人種が集つどうまでは防衛戦に徹てつするつもりだ」

　激情のままに力を振ふるったところで敗戦は必至。

　いざ箱庭に戦争をけしかけるにしても、主権戦争の参加者よりも出資者スポンサーたちの方が問題だ。女王〝クイーン・ハロウィン〟などの強力な力を持つ出資者たちも黙だまってはいない。

　アルゴールは首しゆ肯こうして手足をパタパタする。

「じゃあ参加者を殺すのも駄だ目めか………アルちゃんの星権が揃そろってれば石化ビームで一いつ掃そうするんだが。口惜くやしい」

「御おん身みはあくまであの男の使い魔まという扱あつかい。其そ処こまで手を煩わずらわせることもあるまい。いずれにしても正面衝突が避さけられない以上、参加者には我がアトランティス大陸が目覚めるまで遊んでやれば………グッ………[image: !!?]」

　ゲホ、と咳せき込むテュポエウス。

　彼が喀かつ血けつをしたことにより二人の表情が変わった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「無茶するなよ末っ子。お前に何かあったらウチのスポンサーが悲しむ」

「………問題ない。この程度で止まるのであれば、このような戦いは始めなかった。俺は俺の目的を叶かなえるまで決して止まりはしない」

　口元の血を拭ぬぐう。

　鼓こ動どうは早はや鐘がねをうち、脈みやく拍はくは激流の様に体内を駆かけ巡めぐっている。

　如何やら当初の予定よりも早く限界が来てしまうらしい。

（おのれ極相の星せい剣けん………！　あの女だけはこの手で裁きを下さねば収まりがつかぬ………[image: !!!]）

　この肉体の死は彼の化身アバターの死でもある。霊格の剝はく離りによって彼の化身が死ぬようなことになれば悔くやんでも悔やみきれない。

（負けぬ………俺は負けぬぞ。哀あわれな我が化身を救うためにも、決して俺は止まらぬ）

　牙きばを剝むきながら怒りで身体を震ふるわせる。この怒りこそが今の彼を突つき動かしている衝しよう動どうでもあった。かつて〝星神戦争ギガントマキア〟で立ち上がった時もそうだった。

　大切な誰だれかの為に込み上げる義ぎ憤ふんがこの胸を熱くする。

　どれだけ敵が強大でも、不ふ屈くつの力を与えてくれる。

「………俺は、大丈夫だ。奴やつらはこのアトランティス大陸の真の姿で迎むかえ撃うたねば気がすまん」

　玉座に結けつ晶しよう体を突き刺さす。すると城じよう塞さい全体が震え始め、大陸の胎たい動どうが強くなる。

　外部の巨きよ人じん族は一いつ斉せいに雄お叫たけびを上げ乍ながら歓かん喜きし始めた。

　大陸の要所に放置されていた都市遺い跡せきの真下から、今まで見られなかった巨人族以外の生命体が鎌かま首くびをもたげる。

　だが同時に胸の痛みは強くなり、より多くの血を吐き出してしまう。

　アルゴールは瞳を険しくした。

「いい加減にしろ。お前の目的を思い出せ。アトランティス大陸の復活はあくまで戦争をする上で有用な兵器だから手に入れようとしたに過ぎない。それとも如何して戦争をしようとしていたのかを忘れてしまったのか？」

「───……」

「最終目標は箱庭の神々を律し、ガイアの真の目的を叶えることだろう？　そしてお前が肉体を借りているその化身を救うことだったはずだ。違ちがうのか？」

　今までとは態度を一変させて真しん剣けんな瞳になるアルゴール。

　叱しつ責せきされても激げき怒どすることなく黙り込んだということは、先ほどまでの敬意に噓うそ偽いつわりがなかった証あかしだろう。

「少し休め。戦いは此れより半日後の夜とする。アルちゃんが決めたから文句は言わせないぞ。文句があるならグーパンチだ」

「………クク。相も変わらず傍ぼう若じやく無ぶ人じんな方だな」

　ドサリ、と玉座の背せ凭もたれに身を預ける。

　玉座の後ろにある大結晶はかつて彼の心臓だった部分だ。それを人間の身体を借りて見上げる時が来るなどとは思ってもみなかった。

「………ヴィーザル。かつて俺の肉体には、多くの文明が花開いていた」

「ええ。そう聞いています」

「人類に霊れい長ちようの座を譲ゆずったことで俺と俺を神と崇あがめていたその者たちは箱庭の収束点から外れてしまったが………俺たちはそれでも十分に幸せな文明を築けていたと自負している。何も箱庭に観測されるだけが世界の全てでは無いからな」

　第三点観測宇宙である箱庭は、全ての世界を同時に観測する力がある。

　故に本来なら収束点を造り出す必要はない。

　収束点を造り出す必要があるのは、全ての時系列で人類が亡ほろびを迎えるという結末が待っているが故に、そのタイムリミットまでに人類を成長させるという命題があるからだ。

　その収束点から外れた世界は全く異なる営みを続けながらも、最終的には星の大動脈決けつ壊かい・ウルトラボルケイノによって滅ほろぶ定めにある。

「母たるガイアの呼び掛けに応じたのは………俺の我が儘ままだ。俺と共に戦ってくれた仲間たちは俺の我が儘に付き合って命を落とした」

「───……」

「ヴィーザル。〝人類の次の世代〟を任された王おう冠かんの一つよ。本来なら貴様がこの戦いに身を投じる必要はない。死の星と化す我らの母を再生する大任がある以上、その身体は大切にするべきだ。───手を引くのであれば今のうちだぞ？」

　親愛が込められた声こわ音ねに、今度こそヴィーザルは驚おどろいた。

　そして同時に悟さとる。

　彼は人類や神々に怒いかりを燃やしてはいるが、決して情の浅い怪かい物ぶつではない。むしろその情の深さから怪物と呼ばれるようになった一人なのだと。

「ふふ………君が気にすることじゃないさ。私は父上に命令されて此こ処こにいる。何の武功も立てずに逃にげ帰ったら、今度こそ愛あい想そを尽つかされてしまう。君が嫌いやがっても私は君に付き合うとも」

「………そうか。ならばもう何も言うまい。俺も英気を養うとしよう」

　瞳を閉じ、深い眠ねむりに入る。

　次に目を覚ます時こそ───アトランティス大陸、最後の決戦になると誓ちかって。
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　───大父神ゼウスの名の下に。

　　　　余の子を名乗る、この世の全すべての命を認知する。






　それは全ての神々が耳を疑う行こう為いだった。

　敵は牙きばを剝むくことを忘れ、味方は蒼そう白はくになって悲鳴を上げた。

　何故なぜならそう───神々が人と交わり子宝を授さずかる事は、父神の霊れい格かくを分け与あたえることと同義である。

　父に我が子ペルセウスを殺されそうになったダナエーはともかく、主神ゼウスの子供という〝箔はく〟が欲しいだけの者達の子も平等に我が子として認知するということだ。

　しかし少なくともこの行為により、救われた多くの命がある。

　紀元前の時代───女性の地位はまだ低く、不本意な形で子宝を授かってしまうことは決して少なくはなかった。

　不義の子、敵国の子、未み婚こんの子を授かってしまった母たちが、父親の名を口にできなかった時。最後の最後に縋すがるのは、姿無き神々しかいなかった。

〝国を亡ぼす運命の子〟という神しん託たくを大義名分にした父王に対し、〝神しん霊れいにしか不可能な方法による婚こん姻いん〟を証言することによって、ダナエーは意見を平行線に持ち込んだのだ。

　神が実在しておらずとも、神の実在は民たみ草くさに信じられていた。

　神の子を斬きることは為政者たちにとっても具合が悪かったのだ。

　大父神宣言は神がその証言を保証することにより、信者たちが無意識下で母親の証言を信じる大きな流れ───〝歴史の転換期パラダイム・シフト〟を造り出した。

　だがその流れを固定する為ための代だい償しようは計り知れない。

　過去・現在・未来、洋の東西を問わず悲運な母親たちの悲劇は存在した。その全ての子を認知するとなると、如何いかに主神とはいえ霊格の摩ま耗もうからは逃のがれられないだろう。

　宣言と同時に霊格が縮小し始めたゼウスは瞬またたく間にその存在が希き薄はくになる。

　神しん霊れいから獣けものに落ち。

　獣から虫に落ち。

　虫から更さらに小さな小さな存在へと劣れつ化かしていく。

　敵対していた魔ま王おうテュポエウスはその様子に狼ろう狽ばいした。

　彼にとっては正に理解不能な行動だっただろう。

〝星せい辰しんの実〟によりガイアの守護を失った彼とゼウスは互ご角かくの戦いを繰くり広げていたからだ。

　一進一退の攻こう防ぼうを続けていた所に、突とつ如じよ距きよ離りを取ったゼウスが真剣な瞳ひとみで告げたのだ。

　決して伊達だてや酔すい狂きようで口にしたわけではない。

　虫よりも遥はるかに極小の命となったゼウスには神々はおろか人間でさえ踏ふみ潰つぶせる程度の霊格しか残っていない。

　ゼウスが如何どうしてこんな奇き行こうに走ったのか分からないまま、テュポエウスは怒いかり猛たける様に問いかけた。

　如何してそんな馬ば鹿かな真似まねをしたのか、と。





　───此このまま戦い続ければ、何時いつか余は貴様を倒たおすだろう。

　　　　だがそれは倒すだけだ。倒すだけでは、貴様もガイアも救えない。

　　　　星神戦争ギガントマキアを終わらせることが出来ない。






　そう告げたゼウスの霊格が僅わずかに大きくなる。

　それは小さな変化だったが、見み間ま違ちがえようのない確かな変化だった。

　確実に霊格が大きくなっている。しかもその変化は一度だけでは終わらない。際限なく膨ぼう張ちようし始めたゼウスの霊格は虫よりも小さくなった姿をみるみるうちに巨きよ大だいにしていく。

　虫から獣へ、獣から神へ、神からより強大な存在へ。

　父神から子らへ降り注いだ霊格がより大きな力の波となってフィードバックされていることに気が付いた神々は、何が起こっているのかを悟り、戦せん慄りつした。

　人の子でありながら、神の子として成立した以上、ペルセウスは神の実在・非実在を問わず完全な神の子として成立する。

　存在確率が最大になるということだ。

　もしペルセウスだけがそう成ったなら大した変化にはならないだろうが、ゼウスは彼一人を認めたわけではない。

　───〝この子の父は神様です。だから如何か殺さないでください〟

　涙なみだながらにそう口にしたダナエーの境きよう遇ぐうは、あの時代では決して珍めずらしいものではなかった。

　だが彼はダナエーだけでなく全ての人の子を分け隔へだてなく認知すると宣言したのだ。

　その行為はゼウスの子であるミノス、ペルセウス、ヘラクレスなどの英えい雄ゆう英えい傑けつたちが連綿と紡つむぐ歴史をより強固にし、ゼウス自身が人の歴史の礎いしずえになる事で新たなる力を得た。

　しかしそれは大いなる力と引き換かえに、一つの破は滅めつを許容するということでもある。

　人類の歴史と霊格が同化した以上、人類が亡びを迎むかえればその霊格は跡あと形かたも残らない。人と共に歩み、人と共に営み───人と共に滅ほろぶことを受け入れるという意味だ。

　今の箱庭の在り方を決定付けた〝大父神宣言〟は、他ほかの神群にも同じ決意を抱いだかせるほどの光こう輝きを放って世界を照らしてみせた。

　黄こう道どう十二星座・最強の両刃斧ラブリユス───雷らい霆ていケラウノスは、その光輝を集束して放つ器うつわ。

　人の歴史、神の歴史、星の系けい譜ふから得られる霊格の全てを雷霆ケラウノスに込めた大父神ゼウスは、魔王テュポエウスを一いち撃げきで打ち砕くだき、永きに渡わたって繰り広げられた戦争に終しゆう止し符ふを打ったのだった。




　　　　＊




　───ポロン、と竪たて琴ごとが鳴る。

　語り終えたアルマテイアは紙かみ芝しば居いを整えて片付け、参加者プレイヤーたちに向き直る。

　髭ひげを取って微笑ほほえんだアルマは、アステリオスに手を伸のばして告げた。

「アステリオス王。此れが〝大父神宣言〟の全てです」

　人と神の歴史を紐ひも付づけた最初の大宣言。

　今日に至るまで人と神の関係性を紡ぎ続けることができたのは、大父神ゼウスの決意によるものだったのだ。

「そして雷霆ケラウノスの権能とは、人の歴史と系譜を雷霆の霊格に繫つなげ、稲いな妻ずまに変へん換かん蓄ちく積せきして放つもの。故ゆえに一個人が振ふるったとてその力は限られている。───ですが、今の貴方あなたは只ただの個人ではありません。貴方の帰りを待ち続けた臣民の方々がいる筈はずです」

「───……、」

「もう気が付いているのではありませんか？　貴方が継ついだアステリオス王という名前の意味に。〝星空〟、〝雷光〟、ミノス王の義父。〝アステリオス〟とは大父神ゼウスの化身アバターだけが名乗ることを許された名前だと」

　参加者たちが一いつ斉せいにざわめいた。

　此ればかりは誰だれも聞かされていなかったことだろう。

　唯ゆい一いつ十六夜いざよいだけが、全てを察した様に腕うでを組む。

（星を辿たどり、古き英えい雄ゆうを訪ね、大父神宣言の謎なぞを暴あばけ。───そうか。此れはアステリオス個人を指していたとも解かい釈しやくできるわけか）

　ミノス王が第一子に挙がらなかったのは、彼がゼウスの子であると同時に、初代アステリオスがゼウスの化身だったからかもしれない。

　十六夜もアステリオスを見る。

　瞳を伏ふせてどんな顔をしていいのかわからない様子の彼の手を、司祭と司祭補ほ佐さであるアカシアとララァが摑つかんだ。

「我らの王よ。貴方は自らの力不足を嘆なげいておいでかもしれません。ですが初めから全て上手うまく出来る者などいはしません」

「この地のオリーブを口にした時、貴方は故郷と同じ味がするとおっしゃって下さいました。私たちはそのお言葉が何より嬉うれしかったのです。我々は今も尚なお、王と同じ系譜を歩んでいるのだと実感できたのですから」

「………ララァ。アカシア」

　アステリオスは二人の手を握にぎり返す。

　幼い頃ころ、彼は自分が王位を継ぐものと信じて生きていた。

　父王に『この国を愛しているか』と問われて即そく答とうできた時のことは、今の彼にとっても誇ほこらしく思える記き憶おくの一つだ。目覚めたところで帰る場所など無かったアステリオスにとって、彼らの言葉は心温まるものだったのだ。

　本当なら今すぐにでも頷うなずき、彼らと共に新しい国造りに挑いどんでみたい。

　だがアステリオスにはミノス王の息子むすことして、明らかにしておかねばならないことがあった。

「ララァ。アカシア。お前たち二人に、どうしても聞いておかなければならないことがある」

「何なりと」

「司祭である二人なら知っているはずだ。ミノタウロス伝承に隠された本当の悲劇………数千年前のクレタ島で行われた、粒子体研究の悲劇を」

「は───はあァ[image: !!?]」

　今まで静せい聴ちようしていたミーシャは驚きよう嘆たんの声を上げた。参加者たちはむしろ彼女の奇き声せいに驚おどろいて視線を向けている。

　大多数の参加者は彼女がどうして驚いたのかなど想像も出来ないだろう。

　しかし意味を理解して驚嘆しているのは何も彼女だけではない。

　逆さか廻まき十六夜もまた呆ぼう然ぜんとしてしまうほど、その事実が意味するものは大きすぎた。

（そ………そうか！　星アス辰トラ粒ルナ子ノマ体シンは被ひ造ぞう物ぶつ！　人間が造り出した物質じゃない！　数千年前だろうと、存在そのものは確立されているわけか！）

　粒子体の変へん異い結けつ晶しよう体たいがオレイカルコスであったのだから当然の話ではあるのだが、即そく座ざには紐づけできなかった。

　十六夜は即座に脳内で情報を纏まとめ上げる。

（星辰粒子体は日本の海底火山の中から発見された。それは日本列島という場所が大陸プレートが幾いくつも重なった上に出来た特とく殊しゆな立地をしていたからという因果関係がある。───だがそれは同時に、同じ立地なら同じように星辰粒子体を発見できる可能性があるという事だ）

　日本列島と地中海のクレタ島は多くの点で類るい似じ点が見受けられる。

　重なり合う大陸プレートの上にあり、火山地帯に生まれた国であるミノア文明は、星辰粒子体が発見された日本と同様の環かん境きようにあったと言えるだろう。

　そしてミノア文明で行われていた儀式けんきゆうといえば───

「よ、横から失礼しますアステリオス王。王が口にしている粒子体研究とはもしや、食人の怪かい物ぶつ───ミノタウロスと因果関係があるのでしょうか？」

「因果関係も何も、正にそのままの意味だ。そもそも俺の死因も天てん然ねん痘とうではない。粒子体の拒きよ否ひ反応が天然痘の発はつ症しように酷こく似じしていることは既すでに知っているだろう？　そして人体に馴な染じませる為ために、粒子体の潜せん伏ぷく患かん者じやを人間に喰わせるという原始的な方法があることも、十六夜なら知っていると聞いた」

　刹せつ那な、十六夜は産うぶ毛げが逆立つような嫌けん悪お感を滲にじませた。

　知っているも何も、其そ処こにいる菜な々な実みは黒人系のアルビノ患者だ。きっと他の研究体にされていた者たちも同じだったはずだ。

　わざわざ黒人系アルビノ患者を被ひ験けん者にしていたということは、失敗して命を落とした被験者は肉として食人主義の道楽者たちに出しゆつ荷かされていたということだろう。

　アステリオスがそれを『原始的な方法』と口にした理由。

　その解答に至った十六夜は、怒ど髪はつ天を衝つくかのような形相で牙きばを剝むいた。

「ハッ───そうかよ。そういう事かよ。つまりは、それがミノタウロス伝承の真実ってことかよ………[image: !!!]」

「そう。ミノタウロス伝承───いや正確には、星辰粒子体を用いた古代の人体実験。それがミノタウロス伝承の真実。そして魔ま王おうテュポエウスの化身は、我が父王ミノスに実験体とされた少年の一人なのだ」

　アステリオスは悲痛な顔で告白する。

　星辰粒子体に纏わる全すべての事件が今、完全に一本の糸となった。

　魔王テュポエウスが語ってきた「かつての悲劇」とは〝星神戦争ギガントマキア〟ではなく、彼が依より代しろとしている化身ミノタウロスの事だったのだ。

（ジェームズの野や郎ろうが隠すように言うわけだ。此れから敵を倒す為に担かつぎ上げようとしてる国の王の背景としてはちょいと重過ぎる）

　殆ほとんどの参加者は理解できていないだろうが、事情を知っていて実力を隠している参加者も少なくないはずだ。事情に精通しているほどの参加者に抜ぬけられるのは手痛い。

　しかしそれを全て踏ふまえていても尚、アステリオスは皆みなの前で問うべきだと決心した。此こ処こで取り繕つくろった方が後で知られた時に信しん頼らいを失うと彼は判断したのだ。

（でも………〝天の牡お牛うし〟とかを再現したあの怪物は、テュポエウスの肉体から取り出したって聞いたぞ。じゃあ何か？　化身ミノタウロスは現代までコールドスリープでもしてたってのか？）

　真しん偽ぎは今の十六夜にはわからないが………もしもそうだとしたら、魔王テュポエウスが何に怒いかりを燃やしていたのかもわかる気がする。

　古代で研究に利用され、現代でも同じ様に研究で利用された己おのれの分身。

　時を越こえて悲劇を上うわ塗ぬりされた被験者の絶望は察するに余りある。

　如何いかに魔王といえど己の化身をそこまで無下に扱あつかわれたのでは、義ぎ憤ふんを燃やすには十分な理由があったはずだ。

「父王は、故国が滅ぶ運命にあることを知っていた。その運命を変えようとした結果の悲劇だったのかもしれない。だが父王のしたことは決して許されることではないと思っている。それを踏まえた上で、もう一度よく考えてみて欲しい。本当に俺が王でいいのか？」

　場が静まり返る。

　アステリオスが玉座に座る上で最も危き惧ぐしていたのがこの件だったのだろう。国を造る前から既に彼らには風評が纏わり付くことになる。

　衆しゆう人じん環かん視しの中で縁えんを切ることを宣言すれば、ララァたちが造る新たな国が風評に脅おびやかされることは無いだろう。

　ララァとアカシアの二人は暫しばし瞳ひとみを閉じ、ゆっくりと首を横に振った。

「………王よ。お心こころ遣づかい、誠に感謝いたします」

「ですが我らは全て承知の上でアトランティス大陸で王の帰りを待つ事にしたのです。………貴方と共に生きた我らの祖先にも、過去の経歴を捨てて箱庭に新たな国を造る機会はありました。しかしそれでも、我らはこの地で王を待つことを選んだのです」

「───……、」

「王が罪を犯おかさねば、クレタ島は星の巨おお釜がまによって跡あと形かたも無く吹ふき飛び、我らの祖先が逃にげ出す時間も無かったと記録されています。貴方たちを咎とが人にんだと責める言葉は、翻ひるがえって我らを糾きゆう弾だんする言葉となって返ってくるでしょう。風評から逃げたところで、その過去が変わるわけではありません。貴方が真に父王の罪に心を痛めているというのなら───」

　二人は真っ直すぐにアステリオスを見つめ、噓うそ偽いつわりなく告げる。

「我らの王よ。共にこの地で………罪を償つぐなう道を探しましょう」

「………っ、」

　千年を越える決意を受け止めたアステリオスは、ゆっくりと天を仰あおいだ。

　最も早はやこれ以上の言葉を交かわす必要などない。

　深く頷いたアステリオスは、十六夜とヘラクレスに向き直る。

「十六夜。ヘラクレス。二人に頼たのみたいことがある」

「なんだ？」

「どうか俺を、魔王テュポエウス───彼の化身の前まで連れて行ってはくれないだろうか？」

　予想していた申し出に、十六夜は挑ちよう発はつ的な笑えみを浮うかべて頷いた。

「何を今いま更さら。それはコッチの台詞せりふだ。お前には奴やつこさんから聞き出してもらわなきゃいけないことが山ほどある。嫌いやがっても連れていくぜ？」

「俺も同意見だ。如何どうやら此度の戦い、ただ敵を倒たおせばいいというだけのものでは無いらしい」

　やるべきことは定まった。

　後はアステリオスが王として雷らい霆ていケラウノスを使いこなせるかどうかだ。

　しかし十六夜には一つ、如何しても疑問に思うことがあった。

（アルマの語る過去の神話では、ガイアが戦争を起こした原因が語られていない。恐らくアルマは意図的にその情報を隠かくして語っていたはずだ）

　人類の未来、神々の未来、そして星の未来に肯こう定てい的だった大地母神ガイア。彼女が戦争の引き金を引いた理由がわかれば、外界を救う為ために一石を投じることになるかもしれない。この戦いが終わった後にでもアルマに聞いておくべきだろう。

　考察が終わり、参加者プレイヤーたちが作戦に向けて動き出そうとしたその時。

　地下要よう塞さいを奔はしる激げき震しんと共に、戦士たちの叫さけび声が聞こえてきた。

「きょ───巨きよ人じん族だ!!　巨人族に見つかったぞ[image: !!!]」

「駐ちゆう屯とんしている戦士を西門に集めろ!!」

「西門を破は壊かいされれば居住区まで侵しん入にゆうを許すことになる!!　外で待機している参加者たちが時間を稼かせいでくれている間に住人を逃がせ[image: !!!]」

　鬼き気き迫せまる様子で駆かけ抜けていく牛仮面の戦士たち。

　参加者たちは一斉に闘とう志しを高め臨戦態勢に入る。

　十六夜もすぐに外の方角を見た。

「………だ、そうだ。相手も待ちきれないらしいぜ」

「望むところだ。アトランティス大陸に住む全ての戦士は、具足を整え次し第だい西門に移動！　全面対決だ!!」

　雄お々おと叫び声を上げる原住民たち。

　アルマは腰こしに手を当てて不敵に笑う。

「マスター。早さつ急きゆうに指示を。一いち番ばん槍やりが手て柄がらを攫さらうのは何時いつの時代でも変わりません」

「分かってるわ。此処からは競争ってわけね」

　天あまの叢むら雲くもの剣つるぎを腰に下げて意気込む飛鳥あすか。

　ヘラクレスは西門を指さすと、参加者たちに向かって猛たけ々だけしい声を上げた。

「細かく部隊分けをしている時間は無くなった！　参加者たちは俺か十六夜に付いて来い！　急ぐぞ!!」

　ヘラクレスが号令と共に動き出すと、それに続く形で参加者たちも奔り出す。

　十六夜はヘラクレスの横について挑発的に笑う。

「ところで大英雄。アンタが敵の魔王に負けたってのは本当なのか？」

「否定はしない。あの『ビーディーエー』とかいう兵器は俺の想像を超こえていた」

　B.D.A───Blood　accelerator血中粒子加速器を魔王テュポエウスは使っていた。

　十六夜は魔王テュポエウスの化身アバターが大きな引き金になっている気がしてならない。

　世界の終末と共に〝絶対悪〟の芽が芽め吹ぶき始めている。

〝人類最終試練ラストエンブリオ〟と〝神殺し〟、そして〝絶対悪〟の因果関係が確実に繫つながり始めている予感が十六夜の中にあった。

「そういう貴様は如何なのだ、逆廻十六夜」

「こっちは心配ない。ちょいと情けないところを見せちまったが、他ほかの参加者も派手に戦ってるようだし、少しばかりカッコいいところを見せないとな」

　西門に向かってひた走る。

　だがそんな十六夜の前に、鈴すず華かと菜々実が空間跳ちよう躍やくで現れた。

「イザ兄、ちょっと待った！」

「ちょっと待った！」

　突とつ然ぜん現れた二人に驚おどろいて足を止める。

　いや、よく見るともう一つ人ひと影かげがあった。

　鈴華に押し出されるように前に出てきた西さい郷ごう焰ほむらは、目の下にクマを作った状態で手に持っていたヘッドホンを渡わたす。

「………？　焰？」

「ギリギリ、間に合った………！　俺流に作ってみた、新しいB.D.A！」

　押し付けるように渡されたヘッドホンを驚きながら受け取る。焰は小さく丸められた羊皮紙を手渡すと、眠ねむ気けで朦もう朧ろうとした瞳で十六夜を睨にらみつけた。

「イザ兄。アステリオスから、〝ガイアの末ばつ子し〟の化身について聞いたか？」

「………ああ。ついさっき話を聞いたところだ」

「………そうか」

　瞳を閉じ、無念そうに奥歯を嚙かみ締しめる。如何やら焰はアステリオスから既に相談を受けていたらしい。粒子体研究の第一人者である焰なら何か知っていると思ったのだろう。

　外の震しん動どうがより激しくなると同時に瞳を開き、十六夜を真っ直ぐに見た。

「俺は、イザ兄を信じてる。───例え、最悪の結果になったとしても。イザ兄の眼めで真実を見定めてきてくれ」

「───。わかった」

「B.D.Aの機能についてはその羊皮紙に書いてある。後は任せた………！」

　それだけ言い残すと気を失って倒れる。如何やら寝ね落おちしてしまったらしい。

　五日間、不ふ眠みん不ふ休きゆうでB.D.Aを組み立てていたのだろう。

　無茶をしたものだと苦笑いを浮かべた十六夜は、今まで首に下げていたネコ耳ヘッドホンを取り外して鈴華に向かって投げる。

「運うん搬ぱんご苦労さん！　後は任せて枕まくら高くして寝てな！」

「おう！　イザ兄も頑がん張ばれ！」

「頑張って！」

　三人の少年少女に応おう援えんされて走り出す。B.D.Aの取説は戦いながら確かく認にんすることになりそうだ。

　巨人族の雄お叫たけびと同時に幾いくつもの戦せん闘とう音が聞こえてくる。

　如何やら外で待機していた参加者もいたらしい。

　衝しよう撃げきで洞ほら穴あなが崩くずれそうになるのは困りものだが、かなりの実力者が防衛を手伝っていることは間ま違ちがいない。

　主権戦争の参加者の戦力を確認するにもいい機会だ。

　ヘラクレスの皮かわ袋ぶくろから強ごう奪だつしておいたほし肉を齧かじる十六夜は嬉き々きとして笑う。

「太陽主権戦争に集まった御お歴れき々れき。お手並み拝見といこうじゃねえか」

　西門を出て臨戦態勢に入る。

　だが十六夜の眼に飛び込んできたのは巨人族ではなく、結けつ晶しよう体に覆おおわれた巨きよ大だいな城じよう塞さいだった。

「なっ………!?」

　足を止めて天を見上げる。

　その偉い容ように誰だれもが驚いた。

　巨大な城塞を取り囲む様に数多あまたの大だい蛇じやが鎌かま首くびをもたげて睨みつけている。

　時間を置けば更さらに巨大な怪かい物ぶつが現れるだろう。

　大地からせり上がる城塞の中心に綺き羅らと輝かがやくオレイカルコスの鉱脈は正にこの大陸の心臓と呼ぶに相応ふさわしい胎たい動どうを響ひびかせている。

　遥はるか彼方かなたに見える大陸の端はしには、山やま影かげかと見み紛まがう巨大な龍りゆう頭とうが持ち上がり始めていた。

（………ハッ。ド派手に登場したと思ったら、迎げい撃げき態勢バッチリってわけか）

　アトランティス大陸の中心に現れた城塞都市遺い跡せき───星の恩おん恵けいで造られた首都アクアポリスの遺跡が、淡あわい光を放ちながら彼の覚かく醒せいを誘さそっていた。

　オレイカルコスの鉱脈から発はつ掘くつされた鉱石を使ったこの城塞都市遺跡は、〝星神戦争ギガントマキア〟時代には鉄てつ壁ぺきを誇ほこる無敗の要よう塞さいだった。

　それが今や供回りもおらぬ無人の廃はい墟きよ。

　兵つわものどもが夢の跡あととはよく言った。

　この大地こそ多くの種が集つどい十の文明を築いて滅ほろんだ幻まぼろしの大地。





　───いざ刮かつ目もくせよ、矮わい小しようなる参加者たち。

　　　　箱庭の黎れい明めい期を駆け抜ぬけた怪物の姿を。

　　　　彼こそ母たる半星せい霊れいガイアが愛した王おう冠かんの一つである。









　　　　＊




　大陸の最さい北ほく端たんから持ち上がった巨大な龍頭が天上の星々を覆いつくす。

　巨きよ峰ほうにも見紛うその偉容に誰もが息を吞のみ、武器を手に取りながらも如何すればいいかわからず硬こう直ちよくしている。

「っ………なんて巨大なの………！」

　飛鳥たちが倒した岩石の巨人も巨大だったが、大陸の端から持ち上がったその龍頭は比べ物にならない。相手は文字通り大陸の一部なのだ。

　人や獣けものが営みを行うその大地が捲めくれ上がって龍を形作り、参加者に牙きばを剝むいている。

　大陸が本体だと聞いていた時は漠ばく然ぜんとしか想像していなかった光景が今、参加者の目の前に立ち塞ふさがっていた。

　岬みさきの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきはそのまま顎あごとなり、岩いわ肌はだは頑がん強きような鱗うろこへと姿を変えている。

　誰もが言葉を無くす中───十六夜だけが、目の前の光景に別のものを重ねていた。

「………お嬢じよう様さま。この敵、似てないか？」

「え？」

「量産される巨人族。大陸に現れた城塞。そして巨大な龍の頭。パーツそのものは違ちがうが………吸きゆう血けつ鬼きの空中城塞に類るい似じ点が多い」

　ハッと飛鳥は驚いたように顔を上げる。

　確かに、言われてみれば類似点は少なくない。かつて戦った敵は魔ま獣じゆうの群れだったが、大陸そのものから巨人族が生み出されていることに変わりはない。

（お嬢様は知らないが、何より大きな類似点がある。吸血鬼の空中城塞も、アトランティス大陸も、外界から召しよう喚かんされたという歴史が箱庭に存在することだ）

　噂うわさでは吸血鬼たちが元は人間だったという話も聞こえてくる。

　語られた伝承によって吸血鬼たちには様々な特色が追加されたものの、最初はもっと違う生き物として生を受けたはずだ。

（もしかしたら………全すべての事件には、何か関係性があるのか？）

　レティシアが此こ処こにいない以上、敵に確認しなければならないことがある。

　十六夜はアステリオスの襟えり首くびを摑つかんで飛鳥を振ふり返り、

「お嬢様！　お嬢様はヘラクレスと行動するってことでいいんだな!?」

「勿もち論ろんよ！　心臓部の破は壊かいは十六夜君に任せるわ！」

　よし、と頷うなずいた十六夜はアステリオスを連れて城塞を飛び越こえ、颯さつ爽そうと走り去っていく。参加者プレイヤーの何人かはその背中に続いたが、多くがヘラクレスの側に付いた。

　此方こちらの方が武功を立てられると判断してのことだろう。

　だが当面の問題は頭上に現れた龍頭だ。

　飛鳥は冷や汗あせを流しながら敵を仰あおぎ見る。

　ディーンを召喚して対たい抗こうしようにも敵が巨大すぎる。

（でも、こんな巨大な敵に対抗できるのはディーンしかいない………！　時間を置けばもっと強力になるわ………!!）

　自分がやるしかない。飛鳥が覚かく悟ごを決めたその直後───

　大陸の端から、巨大な閃せん熱ねつが龍頭を襲おそった。

「っ………[image: !!?]　こ、今度はなんだ[image: ]」

　放たれた閃熱から突とつ風ぷうが吹ふく。直ちよく撃げきした龍頭は僅わずかに揺ゆらぎ、攻こう撃げきを受けた方角をゆっくり睨みつける。

　その視線の先に驚いたのは、龍頭よりも参加者の面々だった。

　天から舞まい落ちる輝く羽う毛もうは巨きよ人じん族の身体からだを焦こがし、参加者たちを守護する加護へと変わる。

　雄叫びは天地を揺るがすほど雄ゆう大だいに響き渡り、耳にした全ての敵を震ふるえ上がらせる。

　だが飛鳥が驚いたのはその偉容だけではない。

　羽毛の生えた翼つばさと鶏冠とさかを持つその巨大な龍の背中には、春日かすか部べ耀ようの姿が見えたのだ。

「か………春日部さん!?　春日部さんが呼び出した幻げん獣じゆう種なの!?」

　驚きよう嘆たんしながら叫さけぶ飛鳥。

　だが当人である春日部耀には聞こえていない。

　羽毛と鶏冠の龍───〝原ケ初ツ龍ア・ル金コ星ア降ト誕ル〟の背中に乗る彼女は、目の前の巨大な龍頭を睨みつけている。

　城塞の中でその様子を見ていたテュポエウスたちはその姿に眼を見張った。

「金星の神龍………此れは驚いた。マヤの神龍がお出ましとは」

「っていうかアレ、ククルカンじゃん。何であんなのが出てくるの？　不ふ愉ゆ快かいなんだけど」

「金星の主権を使った、という風には見えませんね。もしそうなら奇き襲しゆうの一いち撃げきで龍頭は砕くだけていたでしょう」

　三者三様の意見を交わすが、誰一人として状じよう況きようを軽視はしていない。

　玉座に腰こしかけていたテュポエウスは瞳ひとみに試ためす様な色を浮うかべて結晶体を喰らう。

「良かろう。前座代わりに少し遊んでやろうではないか」

　B.D.Aを起動させると、結晶体に覆われた城塞が一いつ斉せいに輝きを強くする。

「血中粒子加速器Blood　accelerator起動───〝Typeタイプ Tartarosタルタロス〟………[image: !!!]」

　刹せつ那な、大陸全土に鼓こ動どうが響き渡わたった。

　火山が噴ふん火かし、大地に亀き裂れつが奔り、結晶体で覆われた城塞は激しい発光を繰くり返す。

　春日部耀は敵を睨みながら叫んだ。

「コアさん、反はん撃げきが来ます！　旋せん回かいして避よけてください！」

『心得た』

　巨大な龍頭が顎を開くと、先ほどの閃熱とは比ひ較かくにならない火か炎えん球が吐はき出される。

　素す早ばやく旋回することで避けたものの、吐き出された火炎球は着ちやく弾だんした丘きゆう陵りようを紅あかく染め上げて大炎上させる。

　直撃すれば都市一つが消し飛ぶほどの破壊力が秘ひめられているのは疑いようもない。だがこの程度の力は所しよ詮せん小手調べに過ぎぬ。

　龍頭は巨大な顎を開いて二発目を構え始めている。

　耀の隣となりに腰かけていたペストが叫ぶ。

「二発目が来る!!　次はきっと外さないわよ!?」

「分かってる！　コアさん、お願いします!!」

　原初龍は翼を羽は搏ばたかせて輝く炎ほのおの羽毛を撒まき散らした。

　天上に舞う羽毛は渦うずを巻き、嵐あらしを呼び、大気に幾重もの層を造り出す。巨大な龍頭は地表が巻き上がる勢いでより大きく息を吞み、火炎球を吐き出した。

　輝く羽毛の層に受け止められた火炎球は大気の層により力を拡散され、純じゆん粋すいな力の波と成って大陸を駆かけ巡めぐる。

　地表で戦っていた参加者たちはその突風を利用して高く飛び上がり、巨人族の首元を各おの々おのの刃やいばで切り裂さいていった。

　飛鳥はその様子に息を吞み、己おのれに活を入れる。

（………どうやら、慌あわててる暇ひまはなさそうね）

　初見でこそ驚きよう愕がくしていた他ほかの参加者だが、すぐに状況を理解して巨人族の討とう伐ばつに移行している。彼らとて百ひやく戦せん錬れん磨まの戦士だ。幾いく度どとなく死線を乗り越えて此処に立っている。

　彼らは守るべき対象ではない。

　参加者は全て手て柄がらを取り合う競争相手。

　ならば負けてなどいられない。飛鳥はギフトカードを取り出して高らかに叫んだ。

「来なさい、ディーン[image: !!!]」

　一いつ瞬しゆんの発光。そして現れる紅い鋼の巨人。

　着地と同時に土つち煙けむりを巻き上げたディーンは、高らかに雄お叫たけびを上げた。




「ＤＥＥＥＥＥｅｅｅｅｅＥＥＥＥＥＮ[image: !!!]」




　関節部分から炎えん熱ねつを吹き出して高速起動するディーン。五体の巨人族が石柱を摑んでディーンに襲い掛かかるが、紅い鋼の巨人はものともせず敵に突とつ貫かんして城じよう塞さいに叩たたきつける。

　神しん珍ちん鉄てつの特性を用いて伸のばした両りよう腕うでで多くの巨人族を巻き込んだ突貫は、一番外がい壁へきにある城塞を砕いて見せる。

　突とつ入にゆう口を得た原住民たちも剣けんを抜いて鬨ときの声を上げる。

　地上の戦力が雪崩なだれ込むのを確かく認にんした耀は大きく息を吐いて前を向く。

　巨きよ大だいな龍頭は先ほどの一撃を防がれたことで次の手を窺うかがっている。或あるいは他の龍頭が目覚めるのを待っているのかもしれない。

「………想像よりも遥はるかに大きい。こんな頭が一〇個もあるって本当ですか、コアさん」

『真実だ。ゼウス本人から聞いた話故ゆえ、間ま違ちがいない』

　コアさんと呼ばれた鶏冠の龍が律りち儀ぎに答える。

　隣に腰を下ろしているジンは冷や汗を搔かきながらその様子を見る。

（今までの模も倣ほうとは違う………彼は本物の原初龍だ。つまり耀さんが接せつ触しよくしたのは、メソアメリカ文明の代表者だったのか!!）

　南米の原初龍といえば主神にも等しい神龍だ。

　ケツァルコアトルは人類に文明の始まりである火を与あたえ、大河に雨風を与え、農耕の為ために肥ひ沃よくな大地を育はぐくみ与えるという、文明の神しん霊れいそのものといってもいい存在だ。

　明けの明星を司つかさどり、天空の区画を示す二つの〝空の帯〟を持つとされている。

　吸血鬼の空中城塞で春日部耀が初めて模倣した武器もこの原初龍だった。

　だが今まで〝生命の目録ゲノム・ツリー〟で模倣してきた原初龍をどの様にして召喚したのか。

「まさか耀さん………金星の主権を？」

「違う。金星の主権なんて貴重品持ってるはずないよ。これは〝生命の目録〟を使って一時的に召喚させてもらってるだけ」

　ジンは今度こそ耳を疑った。

　原初龍はカテゴリー的に神霊に属するものの、正しよう真しん正しよう銘めいの最強種だ。

　そう簡単に本体を呼び出すことは出来ない。

　例外として〝天軍デイーヴア〟は異なる宇宙観コスモロジーを持つ神話の神々が少しずつ霊格を持ち寄ることで顕けん現げんしている。神王インドラが代表とされているのは此れが原因でもある。

（な、何てことだ………！　〝生命の目録〟には星せい権けんの代だい替がえを可能にする力があったのか！）

　生命の記録とは、星の記録でもある。

　系統樹を構築して依より代しろである肉体を用意し、本体に顕現する意思さえあれば、擬ぎ似じ召しよう喚かんも可能になるだろう。

〝ウロボロス〟が躍やつ起きになって探していた理由がわかった気がする。

　一時的にでも最強種を顕現させられるというのなら、どの様な状況であっても切り札に成り得る力を持つ。

「勿論、誰だれだって召喚できるわけじゃないよ。コアさんは超ちよういい人。他の最強種は〝星権も所縁ゆかりも無いのに力を貸すことは出来ない〟って突つっぱねたのに、コアさんだけが協力してくれた」

　コアさんはフレンドリーで社交的、と親指を立てて強調する耀。

　だが当の本人は大変遺い憾かんとでも言う様に足元から不満の声を漏もらす。

『話を捻ねじ曲げるな。私は貴様の父に恩があるから力を貸しているに過ぎん。召喚も一度しか応じないとあれほど念を押したというのに、次から次へと修しゆ羅ら場ばに召喚しおって』

　顔を顰しかめ鼻息を荒あらくして抗こう議ぎする原初龍。

　………しかし一度だけという契けい約やくにも拘かかわらず何度も来てくれるという話を聞くと、やはり只ただのいい神龍ひとなのではないだろうか？

『フン………しかも〝天の牡お牛うし〟の次は〝ガイアの末ばつ子し〟ときた。隠いん居きよ済みの古神に無茶ばかりさせおる』

「ごめんなさい。私が呼び出せる友達でこの局面に耐たえられそうな人が他に居なくて」

『フフン、それはそうだろうな。悪神テスカトリポカに勝まさるとも劣おとらぬ脅きよう威い。戦える神霊は限られているだろう』

　双そう眸ぼうを光らせ大気を唸うならせる原初龍。

『先に断っておく。金星の主権無しで戦えるのは龍頭三つまでが限界だ。それ以上の封ふう印いんが解ければ、今の私では手に余る。その時は素す直なおに逃にげろ』

「はい。私がコアさんの顕現を維い持じしていられる時間も一刻が限界です。でも限界一いつ杯ぱいまで頑がん張ばります」

『相変わらず威い勢せいだけは一人前だな。───仕方ない。その意気に免めんじ、この一戦までは付き合ってやろう[image: !!!]』

　睨にらみ合っていた両者は同時に気き炎えん万ばん丈じようの気き迫はくを放って雄叫びを上げる。




　一方───城塞に攻せめ込む先せん陣じんには、久く藤どう彩あや鳥との姿があった。

　猛たけ々だけしい咆ほう哮こうと共に原住民を撃うつ巨人族。

　大地を掘ほって造られた塹ざん壕ごうも巨人族には意味を成さない。一蹴けりで土が捲めくれ上がって潰つぶされてしまう。

　噴火から生まれてきた巨人族はその殆ほとんどが異形の姿を取っている。

　多た腕わん、多頭、多眼、単眼などの自然界には発生しにくい姿形で産み落とされている巨人族は知性の無い怪かい物ぶつとして野山を奔はしっていた。

　彼らは生命体ではなく巨きよ人じんの形をした兵器に他ならない。

　正に嵐が姿を持って闊かつ歩ぽしているような光景だ。

　古いにしえの時代に大地を荒あらし、神々の城塞を粉々に砕いてきたその暴力は、原住民たちが必死に造った備えを次々に打ち破る。

　先陣の巨人族が最前線の参加者プレイヤーと衝しよう突とつした直後。

　巨人族の四し肢しを狙ねらう蛇だ蝎かつの剣閃が奔った。

「ふっ………！」

　一呼吸で腕の腱けんを四つ断たち切る。

　しかし腕の腱を斬きった程度で止まるほど温ぬるい相手ではない。

　灼しやく熱ねつの息を吐く巨人は身を捩よじりながら高速で迫せまる。

　蛇蝎の剣閃を振ふるった久藤彩鳥は即そく座ざに横へ跳とんで連接剣を奔らせ、巨人族の頸けい動どう脈みやくだけを的確に裂いた。

　噴ふん水すいの様な血が噴ふき出して痙けい攣れんする巨人はやがて動かなくなる。

　彩鳥は汗あせを拭ぬぐいながら苦々しげな顔をした。

（皮ひ膚ふが固くて、私の腕わん力りよくでは首や腕を狙っても切断しきれない。血管か眼球を狙わないと仕留められないか………！）

　何時いつぞやの巨人族とは明らかに質が違ちがう。彼らはこのアトランティス大陸の噴ふん石せきから生まれている。つまり〝ガイアの末子〟の一部と言っても過言ではない。

　どれだけ巧こう緻ちな剣けん術じゆつを修めたとしてもあの鎧よろいの様な皮膚が弾はじいてしまう。

　速度、摩ま擦さつ、入刀角度の全すべてが一いつ致ちして漸ようやく頸動脈まで届くか否いなかというところだ。

　此こ処こまで完全に呼吸を読んで巨人族を絶命させられる剣けん士しは、神格保有者を除けば日本でも五指に満たないだろう。

　種としての不利を覆くつがえすその剣けん技ぎは正に神域の業わざと呼ぶに相応ふさわしい。

　しかし如何いかに絶技を披ひ露ろうしようとも、敗北してしまえばその価値は無になる。このままではジリ貧だ。

　ターバンの青年の忠告が脳のう裏りを過よぎった時。

　彼女の背中に、巨人族が襲おそい掛かった。

「っ───[image: !!?]」

「ＧＥＥＥＥＹＡＡＡＡＡＡａａａａａ[image: !!!]」

　一瞬の油断を、一つ目の巨人族は見み逃のがさなかった。

　大木を棍こん棒ぼうの様に横よこ薙なぎに振り払はらった巨人の一いち撃げきに吹ふき飛ばされた彩鳥を、ターバンの男性が受け止めた。

「っとと、危ない危ない！　怪け我がは無いかい!?」

「は、はい。槍やりで直ちよく撃げきは避さけましたから」

「それは良かった。ほら、正面から来るよ」

　トン、と肩かたを押し出す。突とつ然ぜんの事に驚おどろいた彩鳥だったが、即座に二本の剛槍を取り出して応戦する。

　大木を振り回す巨人に一足で距きよ離りを詰つめる。この距離では足首の腱を斬って敵を倒たおすしかない。

　回転しながら滑すべるように敵の懐ふところに潜もぐり込んで動きを奪うばったその直後。

　深しん紅くの巨人が雄叫びを上げた。




「ＤＥＥＥＥｅｅｅｅＥＥＥＥＮ[image: !!!]」




　関節部から炎ほのおを噴ふん出しゆつして巨人族に突とつ進しんを仕し掛かけた紅あかい鋼の巨人は、敵の頭ず蓋がいを一撃で叩き割って地面にめり込ませる。

　二年前よりも更さらに出力を増しているのは間違いない。

　伸しん縮しゆくする腕で一直線に敵の腹部を殴おう打だし、その肉を摑つかみ、勢いよく引き寄せたまま顔面を殴なぐりつける。

　八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくを見せるディーンの肩から、久く遠どう飛鳥が叫さけんだ。

「彩鳥さん！　無理に敵を仕留めようとしなくていいの！　四肢を狙って動きを止めてくれたら、ディーンがトドメを刺さしていくわ！」

「っ………わかりました、それでいきましょう！」

　不服が無いわけではないが、背に腹は代えられない。戦場に個人的な感情を持ち込んで最善手を見誤るなど未熟者以下だ。

　少数ならば彩鳥の敵ではないが、噴ふん火かによって無制限に飛び出てくる巨人族を一人で抑おさえ続けるのは限界がある。

　彩鳥が冷たい汗を搔き始めたとき、背中を庇かばう様にターバンの青年が武器を構えた。

「そう気構えることも無いだろう。今回は君一人ではないのだ。君の連接剣けんは敵の動きを止めるには十分な鋭するどさがあるよ。トドメだけは素直に仲間に頼たよるといい」

「………ええ。少なくとも、この程度の敵が幾いくら出てきたとしても、私たちの敵ではありません」

　上空を春日部耀たちが守っている以上、簡単には崩くずれはしない。

　激しい閃せん光こうが天上で幾いく度どとなくぶつかり合い、攻めると同時に参加者たちを守っている。

　超ちよう獣じゆう二体が生み出した炎が衝突したその直後。

　城じよう塞さいから二つの影かげが飛び出し、参加者たちに襲い掛かかった。







[image: 第六章]




　先陣を切る参加者たちの中なか程ほどで、ヘラクレスが拳こぶしを振るう。巨人族の巨体をものともしないその一撃は敵を巻き込んで瞬またたく間に二枚目の城じよう壁へきを打ち砕くだいた。

　大だい蛇じやが吐はいた毒どく霧ぎりを拳で払い、蜷局とぐろを巻いて来たところを腕の一ひと振ふりで引き千切る。

　さながら巨きよ象ぞうとアリの戦いだ。

　此このまま一いつ気き呵か成せいに中心部まで到とう達たつするのは時間の問題だろう。

（主権戦争の参加者と言うだけあって此方こちらの戦力も並ではない。未いまだに実力を隠かくしている者も少なくないが）

　戦いが始まる前はヘラクレスの背中をずっと狙っている者もいたが、いざ戦いが始まれば目の前の敵に集中したようだ。

　中々に食えない猛も者さが揃そろっている。

　だが快かい進しん撃げきを続けるヘラクレスの瞳ひとみは険しく、その視線は常に目の前の敵以外に向いていた。

　此のまま容易たやすく攻めさせてくれるほど簡単な敵のはずがない。

（………っ、来たか[image: !!!]）

　心臓部から飛び出す二つの影。

　その中の一つがヘラクレスの前に急降下して強きよう襲しゆうする。

　胴どう回し回転蹴りで頭上から襲い掛かると、ヘラクレスは両りよう腕うでを上に組んでそれを受け止める。しかし予想外の破は壊かい力に、ヘラクレスの骨という骨が軋きしみを上げた。

　呼吸を止め全ての力を動員してその一撃に耐たえる。

　強襲してきた麗うるわしき戦士───〝ユグドラシル〟の頭首ヴィーザルは、その膂りよ力りよくに驚きよう嘆たんした。

「っ………我が最強の一撃を肉体のみで受け止めるとは。ヨーロッパ圏けん最強などと嘯うそぶくだけのことはあるようだな、ヘラクレス[image: !!!]」

　受け止められた右足を基き軸じくに回転し、地に着く前にもう一撃狙ねらう。

　しかし先ほどの奇き襲しゆうとはわけが違う。強力な蹴り業が来るとわかっていて受け止めるほど愚おろかではない。

　基軸にした右足を摑んで半捻ひねりを加えることで敵の蹴り業を辛かろうじて避よける。

　直撃していたら首が飛んでいたかもしれない。

　ヘラクレスは己おのれを掠かすめた死の予感に思わず笑えみを作り、ヴィーザルを振り回して大地に叩たたきつけようと気き炎えんを吐く。

　だが簡単に決めさせてはくれない。

　右足を摑む両腕を左足で蹴けり飛ばしたヴィーザルは、振り回された勢いで城壁まで吹き飛ぶ。

　しかし叩きつけられることは無く、猫ねこの様に身を翻ひるがえしてヴィーザルは壁かべに着地した。

　ヘラクレスは首を鳴らしながら彼を睨にらみつける。

「………なるほど。凄すさまじい一撃だ。星ほし喰ぐらいの一族を踏み殺したと聞いた時は眉まゆ唾つばだと思っていたが、如何どうやら聞きしに勝まさる健けん脚きやくの持ち主らしい」

　滴したたる汗を拭いながら不敵に笑うヘラクレス。だが余よ裕ゆうなど微み塵じんもない。

　今まで多くの敵と戦って来たヘラクレスだが、人型で己の膂力を上回る敵には終ついぞ出会ったことが無かった。

（信じられん蹴り業だ。直撃を受ければ俺でも只ただでは済まん）

　半神半巨人にして北ほく欧おう最強の戦士ヴィーザル。

　狼ろう王おうフェンリルを殺し、人類の次の世代を受け継つぐと伝えられている戦士だ。

〝終末の獣けもの〟に数えられる狼王フェンリルは、半星せい霊れいに酷こく似じした力を秘ひめた謎なぞの怪かい物ぶつとして今でも箱庭で語り継がれている。

　何せ北欧神話では主神を食い殺し、世界の破は滅めつの引き金を引いた一因を背負う超獣。しかも狼王の子供たちは太陽と月を喰らう星喰らいの超獣に成長するとも語られている。

　炎の巨きよ人じんスルトが火山地帯アイスランドの擬ぎ人じん化であることは明白だが、この狼王が何者だったのかは未だに箱庭でも謎に包まれたままである。

「ヴィーザルよ。終末の先に世界の再生を任された者よ。貴様が俺の相手をしにきたということは、テュポエウスはまだ動けないらしいな」

「さて如何かな。私が頼たのまれたのは只の露つゆ払はらいだ。目の前に巨きよ大だいな障害があったから取り除きに来ただけに過ぎない」

「そうか。褒ほめられて悪い気はしないな」

　………む？　と少しだけ首を傾かしげるヴィーザル。褒めたつもりは全くなかったのだが、どの様に解かい釈しやくしたのだろう？

「さりとて俺にも使命がある。若き王を敵の首しゆ魁かいまで届けるという使命がな」

「素す晴ばらしい使命だ。だが果たしてやり遂とげることが出来るかな？」

　挑ちよう発はつを繰くり返しながら出方を窺うかがう両者。

　使命感で戦っているのは何もヘラクレスだけではない。

（父上は〝テュポエウスを守れ〟と私に命じられた。生まれて初めて父上から与あたえられた使命………必ずや完かん遂すいして見せる!!）

　テュポエウスの体調が優すぐれない今、ヘラクレスを玉座に向かわせるわけにはいかない。

　ヴィーザルは獅し子しの如ごとき闘とう志しを立ち上らせて突とつ貫かんする。

　上段蹴りで首を狙ねらうものの、ヘラクレスは半歩下がるだけで蹴りを躱かわす。受け止め切れないと判断してのことだろう。

　蹴り業主体だとわかった以上、相手の土俵に付き合う必要もない。

　空から振ぶりを誘さそうのに成功したヘラクレスは両手を組み、全力で振ふり下ろす。

　だがヴィーザルは蹴りの勢いを利用して半回転し、後ろ足蹴りへと繫つなげた。

　初撃の勢いと全身を震ふるわせて放たれる後ろ足蹴りは先ほどとは比べものにならない威い力りよくを秘めている。

　本命はこの二撃目だと悟さとったヘラクレスだが、上段からの一いち撃げきと下段からの一撃では込められる力が違ちがう。構わず押し潰つぶすつもりでヘラクレスが吼ほえる。

　両者が放った一撃は大地を震しん撼かんさせ、余波のみで城壁を打ち砕く。

　居合わせた巨人族は跡あと形かたも無く吹ふき飛び、参加者プレイヤーは辛うじて身を守りその場を離はなれる。

　空間が撓たわむ程ほどの力の奔ほん流りゆう。その中心地で衝しよう突とつした二人は、己の一撃をぶつけ合い、鬩せめぎ合う様に睨み合っている。

　しかし上段の一撃と下段の一撃が互ご角かくだった以上、勝敗は明白だ。

（っ………やはりそうか。この蹴り業わざだけは、俺の膂力を上回っているッ！）

〝終末の獣〟を踏み殺すほどの力。

　太陽主権を三つ所有しているヘラクレスであっても、直ちよく撃げきに耐えられるかは五分だろう。だが戦せん慄りつしているのはヘラクレスだけではない。

（くそ………！　流石さすがはギリシャ最強！　一ひと筋すじ縄なわではいかないかッ！）

　足首を摑つかもうとするヘラクレス。

　咄とつ嗟さに下半身を回転させることでその手を払はらいのけ、体勢を整えてから再度挑いどむヴィーザル。両者の激げき突とつは百ひやく戦せん錬れん磨まの参加者たちでさえ割って入ることが出来ないまま激化していく。

　飛鳥あすかはアルマに守られながら、啞あ然ぜんとその攻こう防ぼうを見守るしかない。

「す………凄すごい。ギリシャ神群最強って言われるだけのことはあるわ」

「私はむしろヘラクレスと正面衝突出来る相手に驚嘆です。あの驚きよう異い的な蹴り業………何かカラクリがあるとしか思えません」

　鉄てつ壁ぺきを誇ほこるアルマでさえ舌を巻いている。山羊やぎ座を持たない彼女では何処どこまで守り切れるかわからない。

「助すけ太刀だちは諦あきらめましょう、マスター。私たちは歩を進めて敵の首魁に向かうべきです」

「仕方ないわね。敵が神の化身アバターなら天あまの叢むら雲くもの剣つるぎが役に立つはず───」

「───危ない、伏ふせて[image: !!!]」

　ハッと鋼の身体からだになって飛鳥を守るアルマ。

　数多あまたの大蛇が襲おそい掛かかり、鋼の護まもりごと締しめ付ける。

　アルマが反はん撃げきに移るその前に、二本槍やりの少年が滑すべるように回転しながら大蛇を薙なぎ払った。

　その後ろから駆かけ寄るミーシャは少し意外そうに飛鳥とアルマを見る。

「………あらら？　もしかして、無用な助けだった？」

「いいえ、気持ちだけでも嬉うれしいわ。足の引っ張り合いをされるより遥はるかにましだもの」

　飛鳥が笑顔で返すと、ミーシャも親指を立てて笑顔で応じる。

　一方、二本槍の少年コンラは、先ほど切り裂さいた大蛇を睨んで怪け訝げんな顔をする。

「………魔ま女じよ。この死し骸がいを見てみろ」

「うん？」

「コイツ、城じよう塞さいから生えてきたのとは別物っすよ。如何やら怪物を生み出しているのは〝ガイアの末ばつ子し〟だけじゃないみたいだ」

　険しい瞳をしながら周囲を窺うコンラ。

　その忠告を受けて飛鳥たちも背中合わせになり警けい戒かい心を強める。

　怪物を生み出すほどの力を持つとなると、敵は人間ではない可能性が高い。高位の悪あく魔まを従えた参加者が他ほかの参加者を襲っていると考えた方が妥だ当とうだろう。

　死角を無くすように敵の襲しゆう撃げきを待つ四人。

　先に痺しびれを切らしたのは、強襲してきた人物だった。

「………むぅ。如何いかにアルちゃんがちょー美人でも、正面からアルマは崩くずせない。此れは作戦変へん更こうするしかないのだ」

　とう！　と瓦が礫れきの向こうから跳ちよう躍やくして現れる、美しい髪かみの美少女。

　予想外の敵に飛鳥とミーシャは啞然とした。てっきり悍おぞましい姿の悪魔が襲い掛かってくると予想していたからだ。

　しかしアルマとコンラの反応は全く違う。

　美少女が不ふ貞て腐くされたように姿を見せた途と端たん、全身の汗かん腺せんが一いつ斉せいに開いたように冷や汗あせを搔かく。

　特にアルマは敵の正体を知っているが故ゆえに、己の瞳を疑う様に首を横に振った。

「な………そ、そんな馬ば鹿かな………！　如何して御おん身みが此こ処こに………[image: !!?]」

「む、失礼な奴やつだな。アルちゃんが太陽主権戦争に参加しちゃ悪いのか。私の愚か可愛かわいいマスターに付き合って参加してやってるだけだぞ」

「マ───マ、マスター[image: ]　星霊たる御身が己の意思で人間に使し役えきされているのですか[image: !!??]」

　沈ちん着ちやく冷静なアルマが我を忘れて叫さけぶ。こんなに取り乱したアルマを飛鳥は初めて見た。アルちゃんも口元を押さえて機き嫌げんよく笑っている。

「ふふん。そこまで驚おどろかれるとアルちゃんもサプライズのし甲が斐いがある。愛うい奴め。あとで可愛がってやるぞ。───ちなみに」

　飛鳥とミーシャ、そしてコンラを睨むアルちゃん。

　値ね踏ぶみするように暫しばらく三人を見ていた彼女は、一転して不機嫌そうになる。

「ん………極東、ローマ、アイルランドか？　まあローマはともかくとして、辺境の島国出身者がよくも太陽主権戦争に出られたもんだな」

「はい？」

　唐とう突とつな侮ぶ辱じよくに青筋を立てて踏み出す飛鳥。星霊だかなんだか知らないが、出合い頭がしらに故郷を馬鹿にされて怒おこらないほど彼女は臆おく病びようではない。

　だがコンラが槍を彼女の前に出して後ろに下がらせる。

　彼はアルちゃんを牽けん制せいしつつ、襲い掛かる隙すきを窺うかがっている。

「………チッ。太陽主権を迂う闊かつに使えないこの状じよう況きようで星霊と出くわすとは、我ながらついてない」

「馬鹿め。太陽主権を一つ持っている程度でアルちゃんに敵かなうわけなかろ。チョーシこいてるとぶっ殺すぞ」

　シャドーボクシングをしながら何処までもふざけるアルちゃん。

　だがアルマもコンラも警けい戒かいを最大にしたまま全く身動きが取れずにいる。

　飛鳥は彼女が何者なのか理解できていないものの、二人が警戒しているような本物の星霊なら一大事だ。

　三大最強種の中でも最も力を持つとされている星霊は、最も早はや人間の敵う相手ではないとされている。

　互たがいに動き出す機会を窺っているが、戦場はこの間も動き続けている。

　足を止めた彼女たちに、原住民の戦士たちが心配した様に駆け寄った。

「おい如何した！　怪け我がでもしたか!?」

「足を止めていると危険だ!!　もし動けないようなら後こう陣じんに下がるんだ!!」

　返り血を拭ぬぐいながら走り寄ってきた原住民は十余人。

　アルちゃんを見た目通りの少女だと思ったのだろう。

　険しい瞳ひとみで彼女に近づいた男性は、案じる様に肩かたに触ふれる。

「戦いは優勢だ。無理をすることは無い。君も下がるんだ」

「───……」

　心から心配しているかの様に声をかける男性。

　だがアルマは一いつ瞬しゆんにして蒼そう白はくになり、悲鳴のような声を上げた。

「や───やめなさい[image: !!!]　今すぐその方から離れるのです[image: !!!]」

「何？」

　不思議そうに男性の戦士が振り返ろうとする。

　だがその直後───アルちゃんに触れていた彼の右みぎ腕うでが五本の大おお蜘ぐ蛛もの足に変へん幻げんし、瞬またたく間に醜みにくい蜘蛛の怪かい物ぶつへと姿を変えられた。

「ギ───ピ、ギャあああああああ───[image: ]」

　怖おぞ気けが走る様な悲鳴。それが彼が最後に口にした言葉。大蜘蛛と喩たとえたが、完全に変容した彼の姿は最早形容しがたい異質な怪物に堕おちている。

　飛鳥は目の前で行われた惨さん劇げきに言葉を無くし、アルマは奥歯を嚙かみながらアルちゃんを睨にらむ。ミーシャとコンラは完全に敵対態勢を取り、今にも襲い掛かりそうだ。

　アルちゃんは触れられた肩の埃ほこりをパンパンと払うと、無機質な瞳で原住民を見た。

「そっか。例の神しん剣けんの効果を試ためすだけなら、人間を使った方が効率いいのか。アルちゃんも盲もう点てんだったぜ」

「っ、ひ───[image: !!?]」

　原住民たちは状況は分からないまでも、彼女の異質さは理解できたのだろう。

　背中を向けて逃にげ出そうとした原住民に一瞬にして追いつくアルちゃん。彼女は何の感かん慨がいも無いまま次々と原住民を醜い怪物へと変幻し始める。

　多眼の蜥蜴とかげに変えられた者。

　巨きよ大だいな蛇へびの姿に変えられた者。

　生物的なナニかに変えられた者。

　誰だれもが悲鳴を上げて次々と怪物に変えられていく惨劇を前に、久く遠どう飛鳥の沸ふつ点てんが完全に振り切った。

「な───何をしている、この外げ道どう[image: !!!]」

　怒いかりに任せて走り出す。敵との実力差を加味すれば無む謀ぼうとしか考えられない特とつ攻こうだが、目の前でこの様な無体を許せるような飛鳥ではない。

　アルマも玉ぎよく砕さいを覚悟して己おのれの霊れい格かくを解放する。だがアルマの間合いに、一瞬でアルちゃんが入り込む。

「お前はお呼びじゃない。ちょっと引っ込んでろ」

　アルちゃんがアルマの足に触れた途端、その両足が石像の様に硬こう化かした。アルマは咄嗟に右腕から雷らい撃げきを迸ほとばしらせるものの、アルちゃんは一瞬にして距きよ離りを取る。

　背中を取った飛鳥は天叢雲剣で斬きりかかるが、指先二本で受け止められてしまった。

「こ、この………！」

「斬りかかる相手が違ちがうだろ赤いの。お前の相手はアッチだ」

　飛鳥の手首を摑んで変容してしまった原住民に投げつける。

　彼女にとっては軽い力だったのだろうが、投げつけられた飛鳥にとっては致ち命めい的な勢いだった。とてもではないが受け身を取れる速度ではない。

　走そう馬ま燈とうが過よぎる暇ひまもない飛鳥だったが、既すんでのところでコンラが彼女を受け止める。

　だが受け止めきれずに吹ふき飛ばされた二人に、我を失い怪物と化した原住民が襲い掛かる。

「っ───ごめんなさい！」

　天叢雲剣を抜ぬき、敵を裂く。すると怪物と化した原住民が怪物の部分から切り離はなされ、みるみる内に人間の姿へと戻もどっていく。

　驚いたミーシャが原住民を介かい抱ほうしたところ、僅わずかながらに息がある。

　ミーシャは信じられないモノを見るかのように飛鳥を見た。

（権能で怪物化した敵を霊格ごと切り離した………[image: !!?]　これが噂うわさの天叢雲剣か！）

　原住民を殺すことも已やむ無しと思っていたが、この力があるなら話は別だ。ミーシャは即そく座ざにコンラへ向かって叫ぶ。

「コンラ！　彼女のサポートに回って、原住民の動きを止めて！」

「へいへい。言われなくてもやるっての」

　乗り気ではない様子で二本の槍を仕し舞まい、代わりに二本の連接剣を取り出す。

　飛鳥がその武装に驚く間もなく、コンラは犬歯を剝むいて襲い掛かる。

　一方の連接剣は蛇だ蝎かつの如ごとく敵に襲い掛かり、もう一方の連接剣は猛もう禽きん類の如く上空から襲い掛かる。二つの曲線は互いの武器の死角を補い合う様に高速で奔り、原住民の腱けんだけを次々に切り裂いていく。

（に、二本の連接剣………！　でも、この戦い方は………!?）

　彩あや鳥との業わざに一見して似ているが、根底にあるものが違う。

　この二つの連接剣は、連接剣で仕留め切る為ための業だ。

　二つの連接剣で互いの死角を補い合うことが出来るのなら、相対距離に合わせて武器を換かん装そうする必要もない。

　距離を絶対に詰つめさせないという自負から生じる二連必殺の蛇蝎と猛もう禽きん。

　躱かわす暇も弾はじく暇も与あたえないまま、次々と原住民の動きを奪うばう。

　飛鳥が絶句していると、コンラは苛いら立だたし気に叫んだ。

「───おい、呆ほうけてる場合じゃねえだろ！　トドメを刺さすのはアンタの仕事だぞ!!」

「そ、そうね！　後は任せて！」

　我に返った飛鳥は動きの止まった原住民から順に天あまの叢むら雲くもの剣つるぎで元の姿に戻していく。原住民たちは意識不明ながらも、命に別状はない。

　介抱すればすぐに良くなるだろう。

　アルちゃんはその様子を眺ながめつつ、元の姿に戻った原住民を観察する。

（………やっぱりそうだ。あのムなんとかかんとかギに斬られても、後遺症は全くない。末っ子が苦しんでいる原因はあの剣じゃないぞ）

　テュポエウスは天叢雲剣で斬られたことにより霊格が剝はく離りしかけて苦しんでいると思い込んでいるようだが、彼女の見立てでは無関係だ。

　原住民を怪物にしてけしかけたのはそれを確かく認にんする為だったのだ。

（アルちゃん的にはどうでもいいけど、末っ子が傷つくとウチのスポンサーが悲しむしなあ。スポンサーが悲しむとアルちゃんもちょっと悲しいしなあ）

　原因が他ほかにあるとなると、怪あやしいのはもう一つしか無い。すぐに対処せねば間に合わなくなるかもしれない。

　最後の原住民が元の姿に戻ると、飛鳥は髪を乱しながら強く彼女を睨んだ。

「さあ………残るは貴女あなただけよ。アルマを解放して、先ほどの非道を詫わびなさい！」

「御お断ことわりだぜコノヤロウ。何故なぜならアルちゃんは絶世の美少女にしてフリーダムの化け身しん。謝るくらいなら相手をボコって謝らせてから殺すのが信条。本当なら貴様もぶっ殺すところだけど、今回はアルちゃんの愚おろか可愛いマスターに免めんじて許してやる」

　ぐっばい、と敬礼してから姿を消すアルちゃん。

　飛鳥は今度こそ開いた口が塞ふさがらなかった。あれだけやりたい放題しておきながら、いざ決戦と思ったら逃げ出してしまった。

　この言葉にならない怒りをどうしろというのだ。

「あ、あ、あのチビッ子外道………[image: !!!]　一体何をしに来たというの[image: !!?]」

「あ～………飛鳥さん？　気持ちはわかるけど、今は拾った命を大事にしましょ。正直な話、正面衝しよう突とつを避さけられて良かった相手よ」

　肩を叩たたきながら苦笑いで飛鳥を宥なだめるミーシャ。

　それでも尚なお怒りで全身を震ふるわせる飛鳥だったが、彼女の言う事の方が正しい。

　今は気持ちを落ち着かせるしかない。

「………ええ、そうね。だけど此このままじゃ済まさないわ。あの外道は必ず、私がこの手で裁きます。あの外道のマスターとやらも含ふくめてね！」

　怒りを押し殺すように刀を収める。

　そして二人に向き直った飛鳥は、何時いつも通りの眩まばゆい笑え顔がおを向けた。

「それはそれとして………お礼が遅おくれてしまったけれど、さっきは助けてくれてありがとう。ミーシャさんとコンラ君で良かったのよね？」

「ＯＫＯＫ、気にしなくてもいいわ。袖そで振ふり合うも他生の縁えん。今は協力し合いましょ。ねえコンラ？」

「知らねえっすよ。仲良しごっこはそっちで勝手にやってくれ。俺は此こ処こで巨きよ人じん族を狩かり続けるから、アンタは相棒を助けたらさっさと駒こまを進めるんだな」

　素っ気なくそう言い捨てて姿を消すコンラ。彼には聞きたいことがあったが、今は彼の言う通り足を進めるのが先だ。

　アルマを助けた飛鳥とミーシャは、共に城じよう塞さいの中心に向かって走り出した。




　　　　＊




　一方、同時刻───

「ハッ───しゃらくせえ[image: !!!]」

　一いつ喝かつ、巨人族がまとめて粉ふん砕さいされた。

　傷が治って体調が全快した十六夜いざよいは正に鬼き神しんの如き力で次々と敵を撃げき破はしていく。余程鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたのか、大暴れする十六夜は激戦地にも拘かかわらず楽しそうである。

　アステリオスは唇くちびるの端はじを引き攣つらせてその様子を見ている。

「さ、流石さすがだな十六夜。傷の心配は無用みたいだ」

「おう、すこぶる好調だ。何体か強力な巨人もいたが、この頻ひん度どならいくら来ても問題ない。大船に乗った気でいな」

　ヤハハと笑って腕うでを回す十六夜。

　だが笑みを作りつつも、その瞳ひとみは周囲を冷静に観察している。

（………結けつ晶しよう体と樹きの根に覆おおわれた城、か。この根が〝星せい辰しんの実〟が発芽した樹のものだというのなら、とんでもなく巨大な樹なのかもしれないな）

　樹は今も生きている。つまり封ふう印いんが生きているという事だ。

　動き出したアトランティス大陸を何処どこまで縛しばれるかは分からないが、今はこの謎なぞの大樹の力に期待するしかない。

　逆さか廻まき十六夜とアステリオスを先頭にした集団は間も無く玉座の間に続く回かい廊ろうにまで到とう達たつした。戦力を分散させたのは正解だったのだろう。もしもヘラクレスや飛鳥と共に行動していたら、思わぬ強敵と鉢はち合あわせていたに違いない。

　廃はい墟きよにも似た回廊を突つき進むその途と中ちゆう、ララァが外を指さす。

「見ろッ!!　龍りゆう頭とうが四つに増えたぞッ[image: !!!]」

「っ───[image: !!?]」

　鎌かま首くびをもたげる巨大な影かげ。春日かすか部べ耀ようと原初龍たちとの衝突で空が赤く燃える。

　四方を囲まれた原初龍は天空高く飛び立って龍頭から離れつつアウトレンジで戦うことでしか戦せん闘とうを維い持じできていない。

　このままでは何時か追い詰められてしまうのは目に見えている。

（くそ、復活する速度が思ったよりも速い！　春日部だけじゃ無理だったか!?）

　当てが外れた十六夜は舌打ちし、城塞に絡からみつく大樹を睨にらむ。

　だが十六夜が大樹を睨みつけたその途と端たん───今まで精強に絡みついていた大樹が瞬またたく間に枯かれ始め、その力を失い始めたのだ。

「おいおい………どういうことだ………[image: !!?]」

　急速に力を失い始めた大樹。此れにより巨人族も一いつ斉せいに奇き声せいを上げ始め、原住民と参加者プレイヤーを押し返し始めた。

　上空に現れた巨大な龍頭は徐じよ々じよに春日部耀と原初龍を追い詰めている。

（〝星辰の実〟の種を持っているのはジェームズの野や郎ろうだ。まさかしくじったんじゃねえだろうな[image: !!?]）

　もしもそうなら一大事だ。再封印するどころか封印解除を早めただけとあっては、万が一の勝利も摑つかめなくなる。

　十六夜が状じよう況きようを整理しようとしていた、その時。

　彼の携けい帯たい電話が唐とう突とつに鳴り始めた。

　まさかと思った十六夜はすぐに携帯電話に出る。

「………誰だれだ？　まさかジェームズじゃねえだろうな!?」

『そのまさかだよ、十六夜君』

　即そく時じに怒ど鳴なり返そうとした十六夜だったが、ジェームズには問わねばならない事がある。今は怒いかりを押し殺して用件を問う。

「テメェ………今何してやがる。コッチは結晶体を縛っていた樹が枯れ始めたぞ！」

『だろうね。私の目の前でも同じことが起きている。実は大鉱脈にまで足を運んでいたのだが、我々の目の前で大樹が急激に枯れ始めた』

「………タイムリミットが来たって言いたいのか？」

『さて如何どうだろうな。私は何者かの手で枯れさせられた可能性の方が高いと考えている。このままでは種を植えたところでどうなるかわからない。今は地上の部隊だけで持ち堪こたえて欲しい』

　神しん妙みような声で告げるジェームズに十六夜は舌打ちする。

　真しん偽ぎはともかくとして、怪かい物ぶつとしてのアトランティス大陸が目覚めようとしているのは確かだ。

「………了りよう解かいした。テメェは急いで目的を達成しろ」

『おや、思ったより冷静な対応だ。君にはもっとなじられるのではないかと怯おびえていたのだがね』

「時間が勿もつ体たいないからなじってねえだけだ!!　馬ば鹿かなこと言ってないで急げペテン師!!」

　怒鳴ってからすぐに通話を切る。あの男の相手をしている場合ではない。何か対策を講じなければならないが、十六夜がこの場を離はなれるわけにもいかないのが現状だ。

　救きゆう援えんを送るだけの余よ裕ゆうがある参加者もいない。

　ヘラクレスはヴィーザルの相手で手て一いつ杯ぱいだ。神群最強クラスが激げき突とつしているのだから仕方ないが、決着には暫しばしかかる。

　如何するべきか思考を走らせていたその時───

　西門の方角から、燃え盛る炎ほのおの槍やりが現れた。




「穢けがれよ我が星───〝原初神格ブラフマー・・梵釈槍アストラオリジン〟………[image: !!!]」




　至高の一いち撃げきが龍頭の頭ず蓋がいを打ち抜ぬく。急所こそ外したが、傷は決して浅くない。龍頭から零こぼれた溶よう岩がんと岩石が大地に降り注ぎ、巨人族を押し潰つぶす。

　閃せん光こうの一ひと刺さしを撃うった張本人───〝アヴァターラ〟第六の化身であるパラシュラーマは、やや大きく呼吸をしながら天を睨む。

「やれやれ………外が煩うるさいから出てみれば、随ずい分ぶんと派手にドンパチやっておるではないか。のう、〝天軍デイーヴア〟の上うえ杉すぎとやら」

　彼女の隣となりに立つ上杉女史に笑いかけると、彼女は諦あきらめたような呆あきれ笑いを浮うかべる。

「私は貴女や焰ほむらたちを護まもる為ために残っていたのですが………如何やら、状況は戦力の隠いん匿とくを許さないようですね」

「応よ。頭が一つから二つ、二つから四つに成ったのだ。次は八つになってもおかしくはない。こんな状況ではオチオチ寝ねてもおれんわ」

　クツクツと陰いん鬱うつに笑うパラシュラーマ。

　上杉女史も具足を整えて構える。

「西側の頭から順に叩く。ついて来られるな、ヴァイシュラヴァナの化身よ」

「勿もち論ろんです。共に参りましょう!!」

　上空へと駆かけていく二人の神の化身。

　春日部耀の隣に座っていたジン＝ラッセルも、意を決した顔でギフトカードを取り出した。

（ペスト。如何やら出し惜おしんでいる場合じゃないみたいだ）

（ふふ、随分引っ張ったわね）

（僕らが目指すのは優勝だからね。耀さんが相手でも戦力を隠匿するのは基本中の基本。だけど此処で出し惜しみ過ぎたら、二回戦以降の戦いでヘイトを集める可能性が高い）

　ジンが求めているのは『参加者プレイヤーとして一いつ致ち団結して戦った』という事実だけだ。

　現状で参加者を組分けする場合、先にアトランティス大陸を離れた参加者と、残って戦う事を選んだ参加者に分かれる。

　だが『残ったのに戦わなかった参加者』というのは、組分けの中で最も少数となり、しかも戦いを恐おそれた臆おく病びよう者として毛け嫌ぎらいされることだろう。

　そうなれば交こう渉しようも上手うまくいかなくなる可能性が極きわめて高くなる。

（………着々と悪わる巧だくみが得意になっていくわね、我がマスターは）

（そ、其そ処こは冷静になったと言ってよ。どちらにしても耀さんが危険になったら、どんな状況でも助勢するつもりだったよ）

　本当かしらね？　と肩かたを竦すくめて悪戯いたずらっぽく笑うペスト。

「耀さん！　北の龍頭は僕らが食い止めます！　南と東をお任せしてもいいですか!?」

「勿論！　だけど私が戦えるのはあと一五分が限界だから、それだけは覚えておいて！」

　ジンは耀の言葉を心に刻み、己おのれが使し役えきする仲間たちと共に飛び出していく。

　十六夜は彼らが戦線に加わるのを見届けて、まだ暫し猶ゆう予よがあることを悟さとる。

「………御おチビも動き出したか。二年間の家出が功を成せばいいんだがな」

「俺たちはどうするんだ十六夜！　龍頭を叩たたくか!?」

「馬鹿たれ、此処まで来て引いてどうする！　いずれにしても頭を叩いたところで心臓部を砕くだかねえと止まらない！　俺たちは中心にある玉座に急ぐぞ!!」

　パラシュラーマと上杉女史が加勢するなら問題ない。

　一番最悪なのは、大樹が枯れたことによりアトランティス大陸の暴走が加速することだ。これ以上龍頭が現れたらチェックメイトと言っても過言ではない。

　アステリオスを肩に担かついだ十六夜は全力で回廊を駆け抜け、玉座の間の扉とびらを蹴けり破る。

　強きよう襲しゆうに備えて即時に構えを取った十六夜と参加者たち。

　玉座に座る魔ま王おうに対面したその直後───

　七色に光る極光が、参加者たちの瞳に飛び込んだ。







[image: 幕間]




　カツン、カツン───と、足音が地下に響ひびく。

　位置的には玉座の間の真下の辺りだろう。上へ上へと伸のびる巨きよ大だいな大樹とオレイカルコスの大鉱脈は、互たがいが互いを縛り合うかの様にも見える。

　地下要よう塞さいの隠かくし通路を通って此こ処こまで訪おとずれた二つの人ひと影かげ───〝ウロボロス〟のゲームメイカーであるジェームズと、吸きゆう血けつ鬼きのラミア＝ドラクレアは、足を止めてその様子を窺うかがっている。

　特にラミアは地上で飛鳥あすかが死にやしないかと気が気ではない。彼女が死んでしまえば、〝天あまの叢むら雲くもの剣つるぎ〟の力は失われてしまう。

　つまり彼女の母親を救う手段もまた失われてしまうからだ。

「ねえ、ジェームズ。本当に私も戦わなくていいの？」

「問題ないよ、私のレディ。主権戦争の参加者たちを見て回ったが、中々の実力者揃ぞろいだ。私のボクシング技術でもちょっと厳しいかな？」

「もう、またそうやって茶ちや化かして！　ジェームズの武術で如何にか出来る参加者なんているわけないじゃない！　主権戦争で貴方あなたより弱い人がいたら逆に驚おどろくところよ！」

　顔を真っ赤にして怒おこるラミアと、困ったように笑うジェームズ。

「まあ、私は殴なぐり合いだと最弱だろうからね。だからこうして知ち恵えを絞しぼって他ほかの参加者を出し抜くしかないわけさ。───ふむ、この辺りの根がいいかな？」

　彼は大樹の根の中でも特に太い根っこに触ふれると、ラミアを手招きして誘いざなう。

「レディ。君の血をこの樹きに垂らしてくれるかい？　そしてすぐに枯れる様に命じて欲しいんだ」

「………？　別にいいけど、枯らしてもいいの？」

「勿論。むしろ枯らす為に此処まで来たんだからね」

　ラミアは益ます々ます以もって不思議そうな顔をする。先ほどの会議では、鉱脈に〝星せい辰しんの実〟の種を埋うめ込んで新たな大樹を芽め吹ぶかせるという話で纏まとまっていたはずだ。

　しかしジェームズは柔やわらかい笑えみを浮かべて首を横に振ふり、

「私たちは既すでに勝利を収めている。レディの見立てでは、私が武ぶ勲くんを立てるのは難しいのだろう？」

「それは………そうね。ジェームズったら本当に弱いんだもの」

「だからもうアトランティス大陸に用事は無い。後は参加者たちが何とかしてくれるだろう」

「でもその星辰の樹の種は如何するの？」

「勿論持って帰るさ。世にも珍めずらしい星ほし喰ぐらいの樹をこんなところで消費することも無い。何かの役に立てば儲もうけものというやつさ」

　名案だろう？　と微笑ほほえむジェームズ。だがラミアは眉まゆを顰ひそめ、

「それはいいけど………その作戦、他の参加者からヘイトを集め過ぎないかしら？」

「はは、流石さすがは私のレディだ。その通りだよ。一回戦の勝者として私は既に疎うとまれている。これ以上疎まれない為にも、最低限の報連相くらいはしておかないとね」

　そう言うとジェームズはギフトカードから古めかしい黒電話を取り出す。人差し指で大樹の根を指さした彼は、微笑みながらラミアに指示を出す。

「彼には私から話を通しておくから、レディは大樹を枯らしておいておくれ。それが終わったらアトランティス大陸から退去して、先にアフタヌーンティーでも楽しもう」

「あら素す敵てき。ジェームズの選ぶ紅茶は好きよ、私」

「それは嬉うれしい。なら極ごく上じようのケーキも用意しておかないとね」

　紅茶とケーキと聞いたラミアは上じよう機き嫌げんになって手首を斬きり、吸血鬼の血を大樹に垂らす。すると大樹は膨ぼう張ちようして急成長を始めたものの、数秒後には命を使い果たすかの様に萎しおれて瘦やせ細り、白く乾かわいた死樹へと変わっていった。

　ジェームズはその様子を確かく認にんすると、秘密裏りに番号を入手した逆さか廻まき十六夜いざよいの携けい帯たい電話に連れん絡らくを取り始める。

　トゥルルル………と呼び出し音が鳴ると、すぐに十六夜は電話に出た。

『テメェ………今何してやがる。コッチは結けつ晶しよう体を縛しばっていた樹が枯れ始めたぞ！』

「だろうね。私の目の前でも同じことが起きている。実は大鉱脈にまで足を運んでいたのだが、我々の目の前で大樹が急激に枯れ始めた」

『………タイムリミットが来たって言いたいのか？』

「さて如何どうだろうな。私は何者かの手で枯れさせられた可能性の方が高いと考えている。このままでは種を植えたところでどうなるかわからない。今は地上の部隊だけで持ち堪こたえて欲しい」

　どの口で言うのかと呆れるラミア。

　だが逆廻十六夜にこの状じよう況きようを確認する術すべはない。

『………了りよう解かいした。テメェは急いで目的を達成しろ』

「おや、思ったより冷静な対応だ。君にはもっとなじられるのではないかと怯おびえていたのだがね」

『時間が勿もつ体たいないからなじってねえだけだ!!　馬ば鹿かなこと言ってないで急げペテン師!!』

　怒ど鳴なりながら通話を切る十六夜。読んでいたかのように耳を塞ふさいでいるジェームズ。

　ラミアは首を横に振って溜ため息いきを吐ついた。

「………ジェームズ。貴方いま、わざと怒らせるような物言いをしたでしょ？」

「はは、人聞きが悪い。私は地上で戦う勇士に軽けい蔑べつされるのが怖こわかっただけだよ」

　肩を竦めるジェームズ。

　だが更さらなる異変が大陸に現れ始めると、彼も真しん剣けんな表情を浮かべてラミアを抱だき抱かかえた。

「アトランティス大陸の決着がつくまで時間の問題だ。我々も退去しようか」

「はーい。───あ、でも飛鳥がピンチになったら助けないと！　もし飛鳥が死んだりしたらジェームズとは絶交よ！」

「そ………それは悲しいことだ。なるべく善処するよ」

　本気か演技かわからないような顔で狼ろう狽ばいしたジェームズは、突とつ如じよとして虚こ空くうから姿を消す。大樹の支えを失った地下道は地じ震しんと共に崩ほう落らくし、此処で何が起きたのかを知る術は自然と失われるのだった。







[image: 第七章]




　玉座の間の扉を砕き、参加者プレイヤーたちが敵地の最深部へと到とう達たつする。

　異変はその直後に起きた。

　玉座の中心で極光を放つ主あるじ───魔王テュポエウスの様子に、十六夜いざよいたちは驚きよう愕がくの視線を向ける。

（この異常な光………!!　B.D.Aの発光にしても異常じゃねえか………[image: !!?]）

　七つの光を連続して放つテュポエウスは仮面を押さえながら立ち上がり、威い嚇かくするかの様に十六夜たちを睨にらむ。アステリオスは少しだけ怯ひるんだが、彼の後ろには彼を守る為ために追従してきたララァとアカシアがいる。

　王として彼と話す為に来た以上、彼女たちに恥はじを搔かかせるわけにはいかない。

　一歩前に出た彼はテュポエウスを睨みつけて問う。

「魔王テュポエウスよ。俺はミノス王の息子むすこ・二代目アステリオス。この大地に生きる王として、貴様と話をしに来た」

　アステリオスが名乗りを上げると、テュポエウスは苦しみながら彼を見る。

「………ほう？　我が化身アバターが何者か知った上で俺の前に現れたのか？」

「勿もち論ろんだ。貴様の化身は我が父に利用された哀あわれな犠ぎ牲せい者………種たね違ちがいの兄弟、ミノタウロスなのだろう？」

　アステリオスが問うと、テュポエウスは憤ふん怒ぬの形相で彼を見た。

　伝承では怪かい牛ぎゆうミノタウロスと王子アステリオスは同一人物として描えがかれているが、星アス辰トラ粒ルナ子ノマ体シンの事実が加わったことで、解決していなかったもう一つの謎なぞに焦しよう点てんが当たる。

　父王ミノスに殺された原因が天てん然ねん痘とうではなく、粒りゆう子し体の被験者だったことである以上、アステリオスの最さい期ごの伝承には裏側が存在する。

　苦しそうに心臓を押さえているテュポエウスは呵か呵か大笑してアステリオスを見る。その笑みは喜劇を嘲あざ笑わらうかの様な笑みでもあり、憤ふん激げきを隠すかの様な笑みでもあった。

「そう………そうだ。我が化身は貴様の母が不義を働いて生まれた子！　アステリオスとミノタウロスは同一人物ではないッ[image: !!!]」

「同一人物ではないが、同一の存在には成った。ミノタウロスがこの俺を被験者の肉として喰くらったことで、俺たちは一つの存在に成ったわけだ」

　刹せつ那な、テュポエウスは怒いかりの双そう眸ぼうでアステリオスを見た。

「ああ、そうだとも[image: !!!]　哀れな我が化身が涙なみだながらに喰らった血肉の一いつ片ぺん[image: !!!]　ミノス王の悍おぞましい計画の為に消費された一人が貴様のはずだ[image: !!!]」

　───なのに何故なぜ。

　何故、同じ犠牲者であるはずの貴様が俺の前に立つのだと激げき怒どするテュポエウス。彼は射い貫ぬくような眼光でアステリオスを睨む。

　話には聞いていたが、彼はやはり義ぎ憤ふんに駆かられてこの様な行動を起こしていたのだ。

　ならばまだ話し合いの余地はある筈はずだ。

　牡お牛うし座の両刃斧ラブリユス───雷らい霆ていケラウノスを取り出して大地に突つき立てたアステリオスは、負けじと睨みつける。

「魔ま王おうテュポエウスよ。俺も決して父の行いが正しいものだったとは思っていない。───しかし、父は王だった。為い政せい者しやだった。王とは国の最終決定を担になう者であり、世界の正義を重んじるより、国の味方でなければならない人物だ」

　国王が国を見捨てれば、国は亡ほろぶしかない。

　国民は死に絶えるしかない。

「ミノアが滅ほろぶべきか否いなかで問うのであれば………俺は、滅ぶべきだったと思う。多くの犠牲者と悲劇を積み重ねなければ生き永らえない国であるなら、運命に従って滅び去るべきだった。運命に逆らうならば、民たみを率いて海の向こうに可能性を見み出いだすべきだった」

　海洋国家として栄えたミノア文明は、様々な文明の通過点でもあった。海洋国家として栄えさせる手しゆ腕わんのあったミノス王ならば、民と共にまた一から出直すことも出来た筈だ。

「こうして神々の箱庭に召しよう喚かんされてまで生き永らえてしまった以上、今を生きる俺たちは何か意味があるのだと信じる他ない。例え意味がなかったのだとしても、罪を償つぐなう方法を探すしかない。───だから俺は此こ処こに来た。貴様を止めて、このアトランティス大陸で償う方法を探す為に」

　真っ直すぐな瞳ひとみでテュポエウスを見つめる。

　百万の言葉を重ねても、戦わずにお互たがいを許すことなど出来はしないだろう。アステリオスは彼の怒いかりの捌はけ口として全すべてを受け止める為に来た。

　憤激していたテュポエウスもその覚かく悟ごを感じたのだろう。

　瞳を細めて値ね踏ぶみしていた彼は、陰いん鬱うつにクツクツと笑い始めた。

「………クク。如何いかにもあの男の息子らしい、愚おろかしい増長だ。如何やら一度死んだ程度では故国の愚かさを理解出来ないらしい。ならば我が化身の才を以ってその罪深さを思い知らせてやりたいところだが───」

　ゲホ、と喀かつ血けつする。否、とても喀血と呼べるような量ではない。

　明らかに心筋に異常を来きたしている血液量だ。

「クク………実に口惜くやしい。我が化身の肉体が如何やら限界のようだ。此れが天運だというのなら、此れほど悔くやむことは無い」

「───……テュポエウス、」

「若き愚ぐ王おうよ。俺の心臓は玉座の後ろにあるこの大結晶だ。貴様がゼウスの化身として真にその雷霆を使いこなせるというのならば、砕くだくのは容易たやすいだろう。しかし貴様には出来まい。何故なら───」

　魔王テュポエウスが瞳を見開いたその瞬しゆん間かん───アトランティス大陸全体に、今までに無い震しん動どうが襲おそい掛かかる。

「っ………貴様、何を………[image: !!?]」

「知れたこと。星喰らいの大樹が枯れた今、このアトランティス大陸を支える物は無い!!　若き愚王よ!!　故国と共に、今度こそ海に沈しずむがいい[image: !!!]」




　　　　＊




　異変の正体に最も早く気が付いたのは、上空で戦っている春日部かすかべ耀ようと原初龍だった。

『───っ……耀よ。不味まずいことになったぞ』

「え？」

『初めは気のせいかと思ったが、間ま違ちがいない。この大陸───アトランティス大陸は、徐々に沈み始めている』

　原初龍の忠告に驚おどろき、大陸の端はじへと視線を向ける。

　海岸線が急激に沈み始めているのを確認した耀は顔色を変えてジンに向かって叫さけんだ。

「ジン、大変だッ!!」

「如何しました!?」

「大陸全体が沈み始めてる!!　地上で戦ってる参加者はともかく、地下に避ひ難なんしている原住民や焰ほむら君たちが危ない[image: !!!]」

　耀の報告を聞いたジンと上うえ杉すぎ女史、そしてパラシュラーマは互いの顔を見合わせて同時に舌打ちした。

「一体どうなっている………!?　魔王の討とう伐ばつに成功した様子は無いぞ!?」

「状況を確認する余よ裕ゆうはない！　私が焰に連れん絡らくするから、少しだけ時間を稼かせいでくれ！」

　携けい帯たい電話を取り出して焰に連絡する上杉女史。原住民を逃にがすには女王〝クイーン・ハロウィン〟の協力が必要だ。申し訳ないが焰に〝代行者権限ゲストマスター〟を使ってもらうしかない。

　ジンはペストを斥せつ候こうに出してすぐに飛鳥あすかたちに知らせる。

　激戦を繰くり返していたヘラクレスとヴィーザルは、互いに動きを止めて睨み合った。

「戦いを継けい続ぞくできる状況ではなさそうだな。それともこの沈ちん下かは貴様らの差し金か？」

「………さあ、如何でしょう。それを貴方あなたに伝える義務は私にはありません」

　冷静を装うヴィーザルだが、内心は穏おだやかではない。参加者側には彼の与あずかり知らない知ち恵え者しやがいたようだ。

　テュポエウスの安否も確かめねばならない。

「勝負を預けます、ヘラクレス。決着はまたの機会に」

「賢けん明めいな判断だ。いずれまた会おう、北ほく欧おうの戦士よ」

　二人は真逆の方向に飛び出して姿を消す。

　特にヘラクレスには原住民の避難を促うながす役目がある。彼が星の船を預かっていたのはこの様な事態に対処する為でもあるのだから。

（とはいえ先日の戦いでアルゴーが負った傷は直りきってない。全ての参加者を逃がすだけの余力があればよいのだが………!!）

　全てを逃がす為には参加者たちの協力が必要だ。

　巨きよ人じん族の討伐に加わったヘラクレスは参加者たちと状じよう況きようを伝え合う。




　そして玉座の間───

　十六夜たちは魔王テュポエウスと対面したまま、敵の放つ極光に目を眩くらませていた。

「っ………テメェ、どういうつもりだ!?　復活が目的じゃなかったのか!?」

「無論その通りだとも。此れは俺の意志ではない。アトランティス大陸は海かい溝こうの上に浮ういていただけに過ぎん。それを巨きよ大だいに育った大樹が支えていたのだ」

　指し摘てきされた十六夜はハッと気が付いたように歯は嚙がみする。

　外界から召喚されたアトランティス大陸が箱庭の大地と連動していないのは当然だ。しかしテュポエウスから力を奪うばった星せい辰しんの大樹は、それほどまでに巨大に成長する樹きだというのか。

「我が化身の肉体さえ無事なら、かつての様に大陸ごと大空へ飛び立つことが出来た。しかしあの小こ娘むすめのせいでこの様ざまよ。───クク、我ながら無様にもほどがある」

　血を拭ふき取り立ち上がるテュポエウス。

　だがその瞳は愉ゆ悦えつに染まり、爛らん々らんと輝かがやきを増している。

「さあ決断の時だ、アトランティス大陸の王よ!!　俺を倒たおしたところで、貴様の国は海の底へと消え去る運命!!　かといって心臓を破は壊かいせねば知恵無き怪かい物ぶつが箱庭に降臨することとなるぞ!!」

「───っ……[image: !!!]」

　突とつ貫かんしてきたテュポエウスを、十六夜が受け止める。

　だがB.D.Aで身体能力を底上げしているテュポエウスの力は、ヘラクレスさえも優に上回る。受け止めきれずに場外へと押し出された十六夜は肋ろつ骨こつが砕けた痛みを歯を食い縛しばって耐たえ、テュポエウスを摑つかんで共に飛び出していく。

「貴様………！　我が〝疑似アナザー創星図コスモロジー〟を相そう殺さいした小こ僧ぞうか!?」

「覚えていてくれて嬉うれしいぜ魔王様!!　悪いが少し付き合ってもらおうか!!」

　アステリオスが決断する為の時間を誰だれかが稼ぐ必要がある。此ればかりは彼が最後の決断をせねばならない。

　だが任されたアステリオスは雷霆を構えたまま、如何するべきかを迷っていた。

　心臓を打ち抜ぬかねばならぬことは分かっている。しかしそれを成してしまえば、アトランティス大陸が浮ふ上じようする可能性は完全に潰ついえてしまうだろう。

　時を越こえ、世界を越えて尚なお、自分のことを待ち続けてくれた故国の仲間たちに───今一度、故郷を失えというのか。

（何か………何か、方法は無いのか………[image: !!?]）

　状況は一刻を争う。完全に封ふう印いんが解けてしまえば参加者プレイヤーたちで立ち向かうのは不可能だ。それに参加者たちが避難する為ためにも心臓を砕き龍頭と巨人族を止める必要がある。

　しかし頭でわかっていても、故国崩ほう壊かいの引き金を簡単に引けるわけがない!!

　混乱が激しくなる中───

　ふと、アステリオスの脳のう裏りを父王と交かわした言葉が過よぎった。





　───国が窮きゆう地ちに陥おちいった時。

　　　　臣民一体となって立ち向かわなければならない。






「───っ……」

　アステリオスはそこで初めて振ふり返り、司祭と司祭補ほ佐さの二人を見た。

　こんな自分でも王として迎むかえ入れると言ってくれた二人は、無言でアステリオスに信しん頼らいを寄せている。

　その信頼を感じ取ったアステリオスは、父王が何を誤ったのかを全て理解した。

　───父王は、民を愛してはいた。

　───だが、信じることは出来なかった。

　そうするべきだと知っていたのに出来なかった。

　その罪が悪を産み、世界を圧あつ迫ぱくする脅きよう威いへと成長させてしまった。

　此れはかつて王が出来なかった決断をやり直す為に与あたえられた、長い長い試練だったのだ。

「………ララァ。アカシア」

「はい」

「お前たちは俺を王だと言った。………ならば俺を信じて、共に付いて来てくれるか？」

「勿もち論ろんです」

　迷いの無い即そく答とう。

　まるでその問いかけをずっと待っていたかのような回答だ。

　アステリオスは瞳を見開き、雷らい霆ていを掲かかげて再度問う。

「ならばそれが………それが、例え海の向こうだとしてもか[image: !!?]」

　雷霆に滅ほろびの光が宿る。この一いち撃げきを振り下ろせば最後、この大地で国を再建するという願いが潰えてしまうだろう。

　しかし二人は躊躇ためらうことなく叫ぶ。

「勿論です───今度こそ、箱庭の世界に我らの旗を靡なびかせましょう!!」

　神の雷霆が彼女たちの声と共に神こう々ごうしく光り輝く。

　箱庭の世界に呼ばれながら、この世界の住民と隔かく絶ぜつした暮らしをしてきたミノアの末まつ裔えい。彼らが真の意味で箱庭の住人になる為に。

　真の意味で旗はた揚あげする為に。

　綺き羅らと輝く星空に掲げるべき旗の名は。




「甦よみがえれ───〝降ア誕スせトよラ、イ其アはー星の・海ケをラ拓ウくノ者ス〟………[image: !!!]」







　　　　＊




　天空が無数に裂さかれるような………そんな、凄すさまじい雷光だった。

　鎌かま首くびをもたげた五つ目の龍頭に誰もが覚かく悟ごを決めた時、天地を焼き焦こがす稲いな妻ずまが全すべての龍頭を薙なぎ払はらう。

　限界まで戦っていた原初龍はその稲妻に刮かつ目もくし、驚きよう嘆たんの声を上げる。

[image: ]

『おお………天を焦がし大地を砕くだくこの神雷………!!　雷霆が甦ったか………[image: !!!]』

　黄道十二星座の中でも最強の破壊能力を持つという牡お牛うし座の権能。幼き王によって振り下ろされた雷霆は天地を焦がすに留とどまらず、空間そのものを焼き尽つくして虚こ空くうを穿うがつ。穿った雷は虚空から天に昇のぼって大地に降り注ぎ甦ろうとしていた龍頭を次々と打ち砕く。

　巨人族は次々と雷撃に撃うたれて消し飛び、城じよう塞さいは瞬またたく間に粉ふん砕さいされた。

　大父神ゼウスによって沈められたというアトランティス大陸の伝承をなぞるように降り注いだ稲妻は、敵を滅ぼすと同時に雷霆の下もとへと帰ってくる。

　啞あ然ぜんとしていた参加者たちだが、その破壊力には舌を巻くしかない。

　戦いの終わりを悟さとった瞬間───瓦が礫れきの玉座から、アステリオスが叫んだ。

「まだだ!!　まだ危機は去っていない!!　すぐに退去する準備を進めるんだ[image: !!!]」

「っ、は、はい!!」

　気を抜きかけた原住民たちが慌あわただしく奔はしり出す。参加者たちも同様に動き出した。アトランティス大陸は信じ難がたい速度で沈下が進んでいる。

　数時間も経たてば山以外が全て海に浸ひたり始めるだろう。

　アステリオスは勝利の余よ韻いんに浸る間も無く、遠い場所を見た。

（十六夜………あとはお前だけだ。テュポエウスと俺の兄弟を頼たのんだぞ………[image: !!!]）




　　　　＊




　───そして、最後の戦いが始まった。

　転がり落ちる様に落下した二人は、体勢を整えた直後に拳こぶしを重ね合う。

「チッ───半死半生の癖くせに随ずい分ぶんと元気じゃねえか………!!」

「それは此方こちらの台詞せりふだ。人間でありながらこの身体能力───そして神群の代表者でもなく龍りゆう種しゆでもないものが〝疑似創星図〟まで所有しているとは!!　一体何者だ!?」

　十六夜を押し返して吹ふき飛ばす。全力の拳で受け止めたというのに、十六夜の身体は城塞に衝しよう突とつするだけでは済まず、遥はるか彼方かなたの山の斜しや面めんに叩たたきつけられる。

　今まで経験してきた誰よりも強きよう靭じんな腕わん力りよく。アジ＝ダカーハと比べても遜そん色しよくがない。流石さすがの十六夜も吐はき気が込み上げたが、敵の追つい撃げきはそんな暇ひまを許さない。

　横転してその直後、一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめたテュポエウスの蹴けりが斜面にクレーターを造り出す。踏ふみ潰つぶされていれば即そく時じに決着がついていただろう。

　回かい避ひに成功して背後を取った十六夜は頸けい椎ついに踵かかとを突つき立てたが、テュポエウスは一瞬揺ゆらいだだけで即座に立て直してきた。

　腹立たしいことに全く効いていないようだ。

　とてもではないが此このまま戦える相手ではない。

　十六夜は焰が造った新しいB.D.Aに手を付ける。

（取説読んでる暇はねえ！　一か八ばちか起動させるしかないか………！）

　前回は使う度たびに十六夜の身体が壊こわれていった。

　今回はどの様な副作用があるのかわからない。しかし次々と強大な敵が現れる以上、B.D.Aを使いこなさなければ勝機は薄うすれていくばかりだろう。

　だが十六夜が覚悟を決めたその瞬間───限界を迎えたテュポエウスが大量に吐と血けつして膝ひざを突ついた。

「グッ、ゴッ………[image: !!!]」

　ボタボタと手の中から溢あふれ出るほどの吐血量。

　追撃を仕し掛かけようとした十六夜だったが、これ以上は殺してしまう可能性もある。もし参加者であるテュポエウスの命を奪うばってしまえば、十六夜が失格になるかもしれない。

　仕方なく戦う手を止め、敵を睨にらみつけながら動向を探さぐる十六夜。

　テュポエウスは朦もう朧ろうとしたまま陰いん鬱うつに笑い、よろめきながら立ち上がる。

「クク………口惜くやしい。全く以もって口惜しい。今一度箱庭の意義を問う為に立ち上がったというのに、あのような小娘に妨さまたげられてしまうとは。恐おそるべきは極相の星せい剣けん。人類の最終兵器というのは伊達だてではなかったか」

「───……？」

　心臓を押さえ、十六夜を睨む。

　だが睨まれた当人である十六夜は怪け訝げんな顔をした。

　極相の星剣とは飛鳥の〝天あまの叢むら雲くもの剣つるぎ〟のことを言っているのだろうが、あの剣に斬きられた者は霊れい格かくを斬り分けられるだけだと以前聞いたことがある。

　斬られた者が此こ処こまでもがき苦しむものとは思えない。

　訝いぶかしんでいた十六夜はふと、魔ま王おうテュポエウスが心臓を押さえていることに気が付く。

（謎なぞの発ほつ作さ………B.D.A………心臓ってことは、まさか………！）

　とある可能性に行きついた十六夜は、テュポエウスに向かって叫さけぶ。

「おい、今すぐB.D.Aを止めろ!!　お前が苦しんでるのは〝天叢雲剣〟に斬られたことが原因じゃねえ!!　そのB.D.Aが原因だ!!」

　十六夜は焦あせった。それは死にかけのテュポエウスが理由ではない。

　異常に輝かがやき続けるB.D.Aが此のまま加速を続けると素体融解メルトダウンという大だい爆ばく発はつを起こすと聞いていたからだ。小さな植物でさえ研究所が激げき震しんするほどの爆発が起きたという話だが、此れほどの力を持つテュポエウスが素体融解とやらを引き起こせばどれほどの規模になるのか想像もつかない。

　近きん隣りん一帯が跡あと形かたも無く消しよう滅めつするかも知れないのだ。

　だが魔王テュポエウスはそんなことなど知るはずもなく、朦朧とする頭を押さえながら十六夜を強く睨む。

「………貴様、如何どうしてその様なことを知っている？　如何して一目見ただけで俺の状態が解わかる？」

　放つ光が僅わずかに弱まる。彼も何かおかしいと勘かん繰ぐっていたのだろう。

　しかし何故なぜかと聞かれても、十六夜は粒りゆう子し体研究者というわけではない。自分の言葉に信しん憑ぴよう性を持たせるのは極きわめて難しい。

　この状じよう況きようで即座に相手から信用される方法は限られている。

（………手段を選より好みしてる場合じゃねえか）

　テュポエウスは瀕ひん死しに近い。いつ素体融解を起こしてもおかしくない状況だ。

　十六夜は悩なやんだ末に、己おのれの出自を明かした。

「俺自身は粒子体の研究者ってわけじゃねえ。───ただ、俺の親父おやじは粒子体の研究者だった。だからお前の症しよう状じようもわかる。今は俺を信じろ」

「………何？」

「俺の親父の名は西さい郷ごう東とう夜や。粒子体研究の第一人者だった男だ」

　数年ぶりに父の名を口にする。此れで信じさせられるかは半々だ。

　もし不可能だったら一か八か、菜な々な実みを助けた時の様に彼の肉体の粒子を消費しきるしかない。

　だがテュポエウスの反応は、十六夜の想像とは全く違ちがう方向へと転がった。

「粒子体研究者………サイゴウ………トウヤの、息子むすこだと………[image: !!?]」

　今まで朦朧としていた瞳ひとみが一瞬で覚かく醒せいし、テュポエウスは最後の力を振り絞しぼって立ち上がった。

「ふざけるなッ[image: !!!]　貴様───貴様よくも、我らの前に姿を現せたものだなッ、この大罪人の息子めがッ[image: !!!]　世界があのような危機に陥おちいっているのも、我が哀あわれな化身アバターが心を殺したのも、全て貴様の父が我らを裏切ったことが原因ではないかッ[image: !!!]」

「………なっ、」

「貴様の父が我らに何をしたか知っているかッ[image: !!?]　我が化身をクレタ島の地下から掘ほり起こし、世界を救うために力を貸して欲しいと噓うそを吹き込み………その末に起きた事件が、

〝天の牡牛〟の暴走による大量破は壊かいや粒子体被験者の虐ぎやく殺さつの悲劇ではないかッ[image: !!!]」

　不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵を睨むが如ごとく怒いかりを燃やすテュポエウス。

　その怒りは先ほどアステリオスに向けた怒りを遥かに超ちよう越えつし、瞳には悔くやしさと哀かなしみによる涙なみだが見え隠かくれする。

「〝この時代でトウヤと一いつ緒しよに、今度こそボクは罪を償つぐなうんだ〟と───そう言って瞳を輝かせていた、我が化身の心が解るか………[image: !!?]」

「───っ……」

「自分が利用されていただけだと知り………より多くの悲劇を撒まき散らしていた元げん凶きようとなってしまった我が化身の涙が………貴様に理解できるか………[image: !!!]」

　涙を惜おしむことなく流しながら憤ふん怒ぬの形相に染まる。

　瀕死の重傷を負いながらも修しゆ羅ら神仏さえ射殺すほどの眼光。〝世界の敵〟と呼ばれることさえ厭いとわなかった怒りが今、たった一人の人間に向けられている。

　彼は十六夜を睨みながら、十六夜の面おも影かげに見え隠れする父へと手を伸のばす。

「〝未来で待っていてくれ〟と………ゼウスは俺にそう言ったではないか………!!」

「───……、」

「〝未来の人類はきっとお前を迎むかえ入れてくれる〟と………ミノス王も、トウヤもみんな、優やさしく言ってくれたではないか………[image: !!!]　なのに何で………！　如何して───[image: !!!]」




　誰だれも彼もが───私たちを、裏切るのですか───？




　言葉にならない悔しさを込めて叫んだテュポエウスは、力ちから尽つきて十六夜に倒たおれ込む。その慟どう哭こくにどれだけの怒りが、悲しみが、怨えん嗟さが込められていたのかは言うに及およばない。

　ミノタウロスとして語り継つがれていた人物は、クレタ島の地下で破局噴ふん火かの破壊力を抑えるための礎いしずえとされたのだろう。そしてその彼は十六夜の父に呼び起こされ、今度は世界を救う為ためにその身を差し出した。

　………もしも十六夜の父が彼を裏切ったのだとしたら。

　怪かい牛ぎゆうミノタウロスは数千年の時を越こえて尚なお、誰かに利用され、裏切られたということになる。

「───すまない」

　絶句していた十六夜は無意識のうちにそう呟いた。

　そしてテュポエウスの身体からだを強く抱だきしめた。

　事情を全すべて知らずとも、十六夜はそうしなければならないと直感した。

　彼は救われなければならないと悟さとった、その時。

　十六夜の携けい帯たい電話の着信音がけたたましく鳴り響ひびいた。

『イザ兄!!　そっちの決着はついたか!?』

「………焰か。コッチは終わった」

『なら手伝ってくれ!!　三時間の間に積めるだけ積んでこの大陸から逃にげるぞ!!』

「わかった」

　短く返すと、通話が切れる。

　十六夜はテュポエウスを横たわらせると、自分のB.D.Aを起動させた。

　そして彼の仮面を摑つかんで力を籠こめる。

「………今回は助けてやる。親の因果がなんとやら、って諺ことわざもあるしな。───だけど目を覚ましたら、色々と教えてもらうぜ？」

　父・西郷東夜のこと。

　粒子体研究のこと。

　世界の危機のこと。

　B.D.Aを起動させた十六夜はその全ての謎に挑いどむ覚かく悟ごを以もって力を込める。

　沈しずみゆくアトランティス大陸の山さん岳がくで煌きらめいた彼の光は───優しくも、何処どこか物哀しい輝きが込められていた。







[image: エピローグ]




　───戦いが終わった半日後。

　沈むアトランティス大陸を精せい霊れい列車の窓まど際ぎわから眺ながめる参加者プレイヤー一同。

　コミュニティの長おさたちはアトランティス大陸の原住民の受け入れについて話し合っている。何せ数が数だ。一つのコミュニティで全ての原住民を受け入れるのは難しいだろう。

　恐らくだが、支し援えんを受けながら未開の土地を拓ひらいていくしかないだろう。

　しかし故郷を失った彼らだが、悲ひ嘆たんに暮れている者はいない。

　彼らには長く待ち続けた王がいる。

　その新王が、自分を信じて付いて来いと言ったのだ。

　海の向こうに対する不安よりも、頼たのもしさと誇ほこらしさが勝っていた。

　彼らならばどんな苦難も乗り越えて行くだろう。

　主催者ホストたちは賞しよう与よの準備と、次のゲームに向けて忙せわしなく奔はしり始めている。

　次の舞台が整うまでは暫しばし休きゆう暇かというところだろう。

　逆さか廻まき十六夜いざよいはそんな彼らを見届けた後───一人、〝精霊列車〟の中にある喫きつ茶さ店へと足を運んでいた。

「………さて。俺はコッチと話を付けねえとな」

　喫茶店の扉とびらを開いて中を確かく認にんする。店内からはレコードから流れるクラシックと、コーヒーを挽ひく香かおりが漂ただよってくる。

　如何やら外界を意識して作られた喫茶店のようだ。

〝精霊列車〟にはサービスラウンジがある為、個人経営の喫茶店に足を運ぶ参加者は少ない。観客には人外も多いので尚なお更さらだ。

　もしもこんな場末の喫茶店に好んで足を運ぶ者がいるとしたら。

　外界の欧おう州しゆうで生まれ育った人物しかいないだろう。

「よう。相席してもいいか、ジェームズ」

　新聞を広げていたジェームズはびっくらこいた顔をする。

　そして不快そうに十六夜を見た。

「………驚おどろいた。君が私のプライベートを侵しん害がいしに来るとは思っていなかったよ」

「そりゃいい。アンタの意表を突つけたのなら俺もサプライズの甲か斐いがあるってもんさ」

　承しよう諾だくを取る前にジェームズの前に座る。

　こうなってしまえば十六夜は梃テ子コでも動かない。

　やれやれと諦あきらめて首を横に振ふったジェームズは、新聞を畳たたんで十六夜に向き直る。

「それで、なんの話をしに来たんだい？　他ほかの参加者も私と同じく疲つかれ果てて休んでいるというのにわざわざ会いに来たんだ。大事な話があるんだろう？」

「勿もち論ろんさ。アトランティス大陸の戦いは終わったが、お前の行動については如何しても腑ふに落ちなかった件が幾いくつかあるからな」

　喧けん嘩か腰ごしで語り始める十六夜だったが、ジェームズは然さして興味がなさそうに耳を傾かたむける。

「仕方ない。コーヒー一いつ杯ぱい分だけ付き合おう。それで、何を聞きに来たんだい？」

「まず第一に、勝者であるお前が勝ち抜ぬけしてアトランティス大陸を去らなかった件だ。テュポエウスとの戦いを避さけ、ヘラクレスにも同どう伴はんしなかったお前は、初めから武勇の賞与を放ほう棄きしていたとしか思えない」

　十六夜の追つい及きゆうに、ジェームズは後ろ髪がみを搔かきながら面めん倒どうくさそうに答える。

「なんだ、そんな事か。私はただ無用なヘイトを集めたくなかっただけだよ。今後も他の参加者と協力する場面は増えて来るかもしれないからね。少しはタダ働きしておくべきだと思っただけだ」

「俺も最初はそう思った。だがお前が大陸を支えていた大樹を枯からしたことで、全く別の可能性が浮ふ上じようした」

　今度こそジェームズは嫌けん悪お感を隠すことなく表に出す。

「………存外失礼だな、君は。証しよう拠こはあるのかい？」

「腹立たしいが皆かい無むだ。けど一番疑わしい容疑者がお前であることには変わりない。だから此こ処こからはあくまで仮定という形で聞け」

　コーヒー一杯分は付き合うんだろ？　と挑ちよう発はつする十六夜。

「少なくともあのタイミングで大樹が枯れた以上、人じん為い的な手が加えられたものと俺は考えている」

「それについては同意するが、メリットがわからないな。大陸が沈ちん下かしてもテュポエウスが止まるとは思えないし、むしろ力は増すばかり。参加者にとっては逃げ道を塞ふさぐ愚ぐ行こうでもある」

「ああ。だけど一つだけメリットがあった。───共鳴型のB.D.Aを使っていたテュポエウスの、自爆が早まった点だ」

　───ピクリ、と。

　初めてジェームズの眉まゆが動き、興味が向く。

「ほう？　その共鳴型のB.D.Aとやらについては誰に聞いたんだい？」

「テュポエウスを助けた時にヴィーザルから聞き出した。B.D.Aの後こう遺い症しようは前々から出ていたみたいだが、歯止めが利きかなくなるほどじゃなかったらしい。つまり容疑者はB.D.Aに詳くわしい人間が有力ということになる」

「ふむ………一理あるな。つまり参加者でありながら皆みなにとって共通の難敵でもあったテュポエウスを排はい除じよする為に、大樹を枯らしたと？」

「それだけなら話が早いが、第一容疑者が一回戦の勝者であるお前なのが問題なんだよ。お前が〝星せい辰しんの実〟なんてものを提示しなければ、参加者は手て詰づまりになって全員退去していた可能性が高かった」

「さて、それはどうかな？」

「とぼけるなよ。もしも参加者が全員退去していたら、復活していたテュポエウスと箱庭上層の戦争が始まり、テュポエウスはノーリスクで太陽主権戦争から除外されていた。つまりテュポエウスを排除したいだけなら、初めから動く必要なんてなかった筈はずだ」

「なるほどなるほどそれは気が付かなかった」

　吞のん気きな顔で頷うなずくジェームズを睨にらみつける。如何どうやら演技をするのは止やめたようだが、枯らしたのが自分であることを認めるつもりは無いらしい。

「つまり………初めからその男は、魔ま王おうテュポエウスなんて眼中になかったのさ。焚たきつけた参加者が魔王に蹴け散ちらされて、運よく生き残っても大陸ごと沈んで貰もらって、あわよくば魔王の大だい爆ばく発はつに巻き込まれて欲しかった。つまりはそう───目的は、皆殺し。参加者ライバルを減らしたかったんだろ、オマエ」

「酷ひどい言いがかりだ」

　ジェームズは笑いながらコーヒーを飲み干して席を立つ。

「例えそうだとしても、その人物に咎とががあるとは思えないな。事件性すらない。むしろ英えい雄ゆう英えい傑けつたちを相手によく立ち回ったものだと称たたえられるべきじゃないかな？」

「ハッ、どの口で言いやがるこのペテン師。そして最後まで聞いていけ。俺がキレてるのはそんな事じゃねえ。本題は此処からだ」

　十六夜も立ち上がり、人差し指をジェームズの顔に突き立てながら吼ほえる。

「外界の状じよう況きようにお前が何処まで関かかわっているのかは知らないが、今回の件はテュポエウスが使っていたB.D.Aの特性を知らなきゃ話が繫つながらねえんだよ。つまり〝大樹を枯らした人物〟と〝テュポエウスのB.D.Aを造った人物〟は、裏側で繫がっている事になる」

「───ほう？」

　初めて、ジェームズは十六夜の顔を直視した。

　ジェームズの胸むな倉ぐらを摑んだ十六夜は鬼き神しんも竦すくむような声こわ音ねで宣言する。

「俺はゲームルールの中で奸かん計けいを巡めぐらせる奴やつは嫌きらいじゃない。だがゲームの外で場外乱らん闘とうを繰くり返す様な奴らには決して容よう赦しやしない。必ず後こう悔かいさせてやる。必ずだ」

　怒いかりの双そう眸ぼうでジェームズを睨にらむ。

　もしもテュポエウスにB.D.Aを渡わたしたのが出資者スポンサーたちだとしたら。〝ユグドラシル〟のメンバーは全員揃そろって黒幕に利用されている可能性がある。

〝世界の敵〟を産み落とす組織。最も早はや看過は出来ない。十六夜は瞳ひとみに己おのれの意志を込めて伝える。

　───〝お前たちは、絶対に許さない〟と。

「───……」

　ジェームズを乱暴に押しのけた十六夜は一方的に宣戦布告してその場を去る。

〝ウロボロス〟との因いん縁ねんも勿論あるが、この外げ道どうは自分の手で仕留めて見せるという宣言でもあった。

　暫しばらくジェームズはそのまま立ち尽つくしていたが───

　不意に口元に笑えみを浮うかべ、髪かみを搔き上げる。

「………なるほど。アレが逆廻十六夜か」

　今までとは全く違ちがった、邪よこしまなる笑みを浮かべる。もしもヘラクレスが目もく撃げきしたのであれば即そく座ざに首の骨を折っていただろう。其れほどまでに悪あく魔ま的な笑みだった。

　だが今までの芝しば居いがかった笑みとは違い、間違いなく喜き悦えつの色が含ふくまれている。ジェームズが本当に楽しいと思っているときの笑顔なのだろう。

　彼は喫茶店の黒電話へと歩み寄りダイヤルを回す。

　暫し無言で呼び出し音を聞いた後、彼は静かに語り出す。

「ああ、私だ。次のゲームの舞台だが、最有力は恐おそらくローマだろう。本当はもう少し様子見するつもりだったんだが………いや、実は面おも白しろい玩具おもちやを見つけてね。レディに嫌われない程度に遊んでみようと思っている」

　受話器の向こうから怒ど鳴なり声が聞こえる。

　打ち合わせと違う、などと聞こえるが、最後は相手が諦める様に承諾した。




「ありがとう。それでターゲットなんだが………そうそう。例の〝ノーネーム〟。彼らには次の舞台───ローマのコンクラーヴェで消えてもらうことにしよう」
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　お待たせしました、『ラストエンブリオ』七巻です。

　今回は宣言通り夏に発売することが出来ました！　凄すごい！　宣言通りなんて何時いつ振ぶりだろう!?　「問題児」シリーズの本当に最初の方だけ宣言通りに出していた気がする！

　しかもゴールデンウィークの十連休があるから早めに上げてくださいとか無茶振りされたのに！

　興味がある方は是ぜ非ひとも発刊ペースを調べてみてください。アニメ化前後とか身体的にもスケジュール的にも本当に死にかけていました。

　さて、次も半年後になりそうですが、遂ついに新章突とつ入にゆうです。

　長かった第一回戦が終わり、ようやく物語が走り出します。

　此こ処こからはどんどん加速していきますので期待してお待ちくださいね。

　この一冊を出すために助けていただいた全すべての方に感謝を。





竜たつノの湖こ太た郎ろう





















ラストエンブリオ７




吼ほえよ英えい傑けつ、甦よみがえれ神かみの雷らい霆てい！








竜たつノの湖こ太た郎ろう
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